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本
稿
は
、
徳
川
時
代
後
期
国
学
者
歌
人
井
上
文
雄
（
寛
政
十
二
年
～
明
治
四

年
）
の
研
究
史
に
し
て
、
以
下
の
拙
稿
の
遺
漏
を
補
ふ
と
と
も
に
、
其
の
誤
り

を
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
井
上
文
雄
研
究
史
」（『
成
蹊
人
文
研
究
』
十
三
号
、
平
成
十
七
年
三
月
）

「
井
上
文
雄
研
究
史
（
補
遺
）」（『
成
蹊
國
文
』
四
十
一
号
、
平
成
二
十
年
三
月
）

「
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
二
）」（『
成
蹊
國
文
』
四
十
三
号
、
平
成

二
十
二
年
三
月
）

「
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
三
）」（『
成
蹊
人
文
研
究
』
二
十
八
号
、
令

和
二
年
三
月
）

　

な
ほ
、
前
稿
迄
と
同
様
、
百
科
事
典
、
文
学
年
表
の
類
は
こ
れ
を
割
愛
し
た
。

　
　
　
一
、
明
治
期

・
文
雄
逝
い
て
二
年
。
岡
本
保
孝
（
況
斎
）
は
、
文
雄
の
も
の
し
た
仮
名
遣
ひ

に
就
て
の
書
『
仮
字
一
新
』（
明
治
二
年
四
月
成
刊
）
を
批
判
す
べ
く
、『
霊
語

通
砭
鍼（
１
）』（
明
治
六
年
十
二
月
序
）
を
著
し
た
。『
仮
字
一
新
』
は
、
仮
名
遣
ひ

に
は
一
定
の
法
則
が
な
い
と
述
べ
る
、
上
田
秋
成
『
霊
語
通
』
の
主
張
を
継
承

し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
清
水
浜
臣
に
学
ん
だ
保
孝
は
、
自
ら
が
賀

茂
真
淵
の
学
統
を
汲
ん
で
ゐ
る
こ
と
を
可
な
り
意
識
し
て
を
り
、「
お
な
し
県

居
の
手
ふ
り
ま
な
ふ
も
の
ゝ
弟
子
に
し
て
、
か
ゝ
る
師
説
に
そ
む
き
た
る
こ
と

を
い
ふ
は
、
い
と
も
〳
〵
あ
る
ま
し
き
事
な
り
。」（
序
文
）
と
、
文
雄
の
『
仮

字
一
新
』
批
判
を
展
開
す
る
。
同
じ
く
県
門
江
戸
派
に
あ
り
な
が
ら
、
真
淵
の

説
を
よ
し
と
し
な
い
文
雄
の
言
ふ
と
こ
ろ
が
許
せ
な
い
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

な
ほ
、
こ
の
序
文
に
は
、
木
村
定
良
門
の
伊
豆
の
女
流
歌
人
木
城
花
野
も
文
雄

の
説
を
難
じ
た
書
を
著
し
た
と
記
さ
れ
て
あ
る
。

・
肉
筆
が
伝
存
す
る
名
家
の
忌
日
を
纏
め
た
、
古
筆
了
伴
の
編
に
か
ゝ
る
『
思

ひ
よ
る
日
』（
嘉
永
元
年
刊
）―
―
古
筆
了
悦
（
補
訂
）、
古
筆
了
仲
（
増
補
）
の

両
名
に
よ
つ
て
『
増
補
思
ひ
よ
る
日
』（
明
治
十
一
年
十
二
月
、
赤
松
徳
三
）
が

上
梓
せ
ら
れ
た
。
文
雄
の
忌
日
が
十
一
月
十
七
日

0

0

0

（
明
治
四
年
）
と
あ
る
の
だ

が
、
十
八
日
が
正
し
い
。
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史
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・
一
枚
刷
『
全
国
古
今
書
画
定
位
鏡（
２
）』（
明
治
十
五
年
一
月
、
奥
山
清
兵
衛
）
は
、

「
古
人
」（
円
表
記
）、「
今
人
」（
金
銀
表
記
）
の
部
に
分
け
て
の
書
画
価
格
表
。

文
雄
は
「
金
廿
五
円
」。
本
居
宣
長
金
百
三
十
円
、
加
茂
真
淵
金
百
二
十
円
と

い
ふ
価
格
で
、「
古
人
書
画
部
」
に
掲
載
せ
ら
れ
た
国
学
者
は
こ
の
三
名
の
み
。

「
今
人
書
画
部
」
に
も
僅
か
に
福
羽
美
静
（
明
治
四
十
年
歿
）、
鈴
木
重
嶺
（
明

治
三
十
一
年
歿
）、
本
居
豊
頴
（
大
正
二
年
歿
）
の
三
名
を
数
へ
る
ば
か
り
で

あ
り
、
こ
の
番
附
、
漢
詩
人
に
可
な
り
の
重
き
を
置
い
て
を
り
、
半
数
以
上
を

漢
詩
人
が
占
め
る
。
大
窪
詩
仏
が
文
雄
と
同
額
の
金
二
十
五
円
、
柏
木
如
亭
は

金
二
十
円
で
あ
る
。
刊
記
に
従
ひ
此
処
に
配
置
し
た
が
、
当
時
の
物
価
を
考
慮

す
る
に
、
又
活
字
版
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
、
明
治
十
五
年
一
月
の
刊
行
で
は
な

く
、
後
年
の
改
訂
版
で
あ
ら
う
。

・「
中
学
校
・
師
範
学
校
並
に
高
等
女
学
校
の
補
助
読
本
」（
凡
例
）
た
る
、
小

原
要
逸
『
近
代
文
鈔
』（
大
正
六
年
六
月
、
啓
成
社
）
に
は
、『
井
上
文
雄
翁
家

集
』（
明
治
十
七
年
四
月
、
小
川
三
艸
）
よ
り
二
編
の
文
章
「
古
戦
場
」「
閑
居
」

を
収
め
る
。『
井
上
文
雄
翁
家
集
』
は
『
調
鶴
集
』
の
再
板
本
。

・
嵯
峨
正
作
編
『
大
日
本
人
名
辞
書
』（
明
治
十
九
年
四
月
、
経
済
雑
誌
社
） 

は
、「
井
上
文
雄
は
和
学
者
な
り
通
称
は
元
真
、
歌
堂
及
び
調
鶴
等
の
号
あ
り

（
続
江
戸
墓
所
一
覧
）」
と
、
簡
略
な
記
述
に
と
ゞ
ま
る
。『
続
江
戸
墓
所
一
覧
』

は
、
源
氏
樓
若
紫
編
。『
続
墓
所
一
覧
』『
江
戸
続
墓
所
一
覧
』
と
も
。

・「
東
京
十
五
区
内
の
名
所
旧
跡
神
社
仏
刹
官
省
会
社
学
校
病
院
其
他
古
墳
古

城
あ
ら
ゆ
る
有
名
な
る
所
」（
凡
例
）
を
網
羅
し
た
、
相
澤
朮
『
東
京
名
所
鑑
』

（
明
治
二
十
五
年
九
月
、
東
崖
堂
）
に
は
、
新
島
原
里
、
郵
便
電
信
局
、
竹
芝

浦
、
烏
森
神
社
、
月
岬
、
神
楽
坂
、
赤
城
神
社
、
小
石
川
を
詠
ん
だ
文
雄
の
歌

八
首
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
。
集
中
古
人
の
歌
は
、
蜂
屋
光
世
編
『
江
戸
名
所
和
歌

集
』、
大
久
保
忠
保
編
『
開
化
新
題
歌
集
』、
本
居
豊
穎
編
『
大
八
洲
歌
集
』、

佐
々
木
弘
綱
編
『
千
代
田
歌
集
』
等
よ
り
採
つ
た
と
凡
例
に
あ
る
。
著
者
相
澤

朮
は
文
雄
門
の
歌
人
で
あ
る
。

・
一
枚
刷
『
歌
俳
諧
短
冊
当
時
通
用
代
価
』（
明
治
二
十
九
年
六
月
、
秋
圃
蔵

版
）
は
、
徳
川
時
代
歌
人
俳
人
の
記
し
た
短
冊
の
当
時
に
於
る
値
段
を
記
し
た

も
の（
３
）。
文
雄
は
「
五
銭
」。
因
み
に
、
賀
茂
真
淵
三
円
五
十
銭
、
本
居
宣
長
二

円
五
十
銭
、
烏
丸
光
廣
五
十
銭
、
本
居
大
平
五
十
銭
、
小
澤
蘆
庵
五
十
銭
、
加

藤
千
蔭
五
十
銭
、
村
田
春
海
四
十
五
銭
、
と
続
く
。
荒
木
田
久
守
、
狂
歌
堂
嶋

人
が
文
雄
と
同
額
の
五
銭
で
あ
る
。

　
　
　
二
、
大
正
期

・
金
子
薫
園
「
井
上
文
雄
の
歌
」（『
歌
文
新
話
』
大
正
元
年
十
一
月
、
啓
成
社
）

は
、『
調
鶴
集
』
所
収
の
十
六
首
に
詳
細
な
鑑
賞
を
施
す
。
薫
園
の
文
雄
を
見

る
眼
差
し
は
実
に
温
か
い
。

・
明
治
記
念
会
編
『
明
治
記
念
写
真
帖
』（
大
正
三
年
六
月
、
山
陽
新
報
社
）
に

は
、
略
伝
が
掲
載
せ
ら
れ
る
も
、
忌
日
に
誤
り
（
十
一
月
十
七
日

0

0

0

）
が
あ
る
。

・
芳
賀
矢
一
編
『
日
本
人
名
辞
典
』（
大
正
三
年
九
月
、
大
倉
書
店
）「
文
雄
」

の
項
は
、
凡
例
に
「
記
述
は
極
め
て
簡
明
を
旨
と
し
た
」
と
あ
る
と
ほ
り
、
実

に
簡
潔
で
あ
る
。

・『
同
方
会
誌
』
第
四
十
二
（
大
正
五
年
八
月
）、
第
四
十
三
（
同
年
十
二
月
）、

第
四
十
四
（
大
正
六
年
九
月
）、
第
四
十
五
（
同
年
十
月
）
に
は
、『
諷
歌
新
聞
』

が
翻
刻
掲
載
せ
ら
れ
る
。「
新
聞
と
は
い
へ
ど
今
の
雑
誌
体
の
小
冊
子
」
と
解

題
に
あ
る
。

・
大
正
六
年
二
月
十
四
日
、
会
津
は
飯
盛
山
な
る
白
虎
隊
三
十
一
士
墓
所
の
奥

に
会
津
藩
士
で
あ
つ
た
書
家
山
内
昇
（
香
溪
）
に
よ
つ
て
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑

が
建
立
せ
ら
れ
た
。
碑
の
前
面
に
は
建
碑
の
由
来
が
誌
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
、

香
溪
が
明
治
元
年
十
月
三
日
、
黒
田
藩
兵
に
よ
り
逮
捕
、
翌
日
糺
問
所
に
拘
禁

せ
ら
れ
た
折
、
武
川
（
内
藤
）
信
臣
、
広
澤
安
任
、
覚
王
院
義
観
、
文
雄
、
草

野
御
牧
、
成
川
尚
義
が
同
所
に
を
り
、「
皆
知
己
な
れ
ば
合
作
し
て
密
か
に
」

一
幅
と
し
て
香
溪
に
贈
つ
て
呉
れ
、
そ
れ
を
「
お
も
ひ
出
の
記
念
」
と
し
て
石

面
に
刻
し
た
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
合
作
の
詩
歌
は
裏
面
に
刻
ま
れ
、
文
雄
の

一
首
は
「
長
閑
な
る
心
の
お
く
の
山
の
う
ち
に
命
を
の
ぶ
る
余
生
な
り
け
り
」

と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
文
雄
の
逮
捕
は
十
一
月
十
二
日
ゆ
ゑ
、
裏
面
に
「
明
治

紀
元
十
月

0

0

囚
中
諸
賢
為
我
友
山
内
雅
兄
書
云　

得
岳
又
識
」
と
あ
る
に
は
、
い

さ
ゝ
か
疑
問
が
残
る
。「
得
岳
」
は
広
澤
安
任
の
号
。
安
任
は
、
獄
中
時
を
回

顧
し
て
八
首
の
詩
を
詠
じ
『
囚
中
八
首
衍
義（
４
）』（
明
治
二
年
成
写
）
と
題
し
て

纏
め
て
を
り
、「
其
六
」
の
詩
に
「
…
…
上
野
僧
義
観
〈
覚
王
院
主
後
安
置
大

河
内
家
以
疾
卒
〉
亦
至
。
善
国
雅
者
井
上
文
雄
草
野
御
牧
〈
共
以
国
雅
頌
我
藩

故
見
執
真
可
憫
也
〉
等
亦
同
室
。
於
是
我
命
紙
筆
、
聊
効
雅
筵
。」
と
註
し
て

ゐ
る
。
安
任
、
義
観
、
文
雄
、
御
牧
等
で
詩
歌
の
会
を
催
し
た
と
あ
る
の
だ

が
、
正
確
な
日
付
は
特
定
し
得
な
い
。
な
ほ
、「
囚
中
八
首
」
に
は
「
悲
惨
極

ま
る
情
景
を
写
し
、
人
を
し
て
卒
読
に
忍
び
ざ
ら
し
む
る
も
の
が
あ
る
。」（
木

下
彪
『
明
治
詩
話
』
昭
和
十
八
年
九
月
、
文
中
堂
）
と
い
ふ
評
が
あ
る
。

・
佐
佐
木
信
綱
『
和
歌
名
所
め
ぐ
り
』（
大
正
八
年
十
一
月
、
博
文
館
）
は
、

恭
仁
京
址
、
淀
川
、
鳴
門
海
峡
を
詠
ん
だ
文
雄
の
歌
三
首
を
掲
載
す
る
。
江
戸

を
詠
ん
だ
歌
を
採
つ
て
ゐ
な
い
の
が
面
白
い
。

・
萩
野
和
庵
（
由
之
）「
学
者
の
伝
統
と
筆
迹
」（『
短
冊
』
三
号
、
大
正
十
年

六
月
）
は
、
師
弟
の
関
係
で
筆
蹟
が
相
近
似
し
て
ゆ
く
も
の
が
あ
る
と
い
ふ
論

考
で
あ
る
が
、
岸
本
由
豆
流
は
「
春
海
の
風
を
帯
び
て
ゐ
る
に
、
其
門
人
の
井

上
文
雄
、
文
雄
門
と
い
ふ
横
山
由
清
な
ど
は
遂
に
そ
れ
て
し
ま
つ
た
。」
と
、

文
雄
の
筆
蹟
が
師
の
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
な
か
つ
た
と
語
ら
れ
る
。

・
平
林
鳳
二
、
大
西
一
外
『
新
選
俳
諧
年
表
』（
大
正
十
二
年
十
二
月
、
書
画

珍
本
雑
誌
社
）
は
、「
文
亀
元
年
よ
り
大
正
十
二
年
に
至
る
四
百
十
三
年
間
に

於
け
る
著
名
の
俳
人
七
千
余
名
の
伝
記
、
事
蹟
、
著
書
、
其
他
の
事
柄
を
年
次

的
に
摘
抉
略
記
」（
凡
例
）
し
た
労
作
で
あ
る
が
、
歌
人
文
雄
も
立
項
せ
ら
れ

る
。
逝
い
た
日
を
明
治
四
年
十
一
月
十
七
日

0

0

0

と
す
る
は
、『
増
補
思
ひ
よ
る
日
』

の
記
事
に
拠
つ
た
か
。
正
し
く
は
十
八
日
。

　
　
　
三
、
昭
和
期
（
昭
和
二
十
年
迄
）

・
吉
野
作
造
編
『
明
治
文
化
全
集
第
十
八
巻
』（
昭
和
三
年
十
二
月
、
日
本
評

論
社
）
に
は
、
文
雄
と
門
人
草
野
御
牧
に
よ
る
徳
川
幕
府
讃
美
の
歌
三
十
首
を

収
め
た
『
諷
歌
新
聞
』
が
影
印
で
収
め
ら
れ
、
宮
武
外
骨
に
よ
る
解
題
が
附
さ
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・
一
枚
刷
『
全
国
古
今
書
画
定
位
鏡（
２
）』（
明
治
十
五
年
一
月
、
奥
山
清
兵
衛
）
は
、

「
古
人
」（
円
表
記
）、「
今
人
」（
金
銀
表
記
）
の
部
に
分
け
て
の
書
画
価
格
表
。

文
雄
は
「
金
廿
五
円
」。
本
居
宣
長
金
百
三
十
円
、
加
茂
真
淵
金
百
二
十
円
と

い
ふ
価
格
で
、「
古
人
書
画
部
」
に
掲
載
せ
ら
れ
た
国
学
者
は
こ
の
三
名
の
み
。

「
今
人
書
画
部
」
に
も
僅
か
に
福
羽
美
静
（
明
治
四
十
年
歿
）、
鈴
木
重
嶺
（
明

治
三
十
一
年
歿
）、
本
居
豊
頴
（
大
正
二
年
歿
）
の
三
名
を
数
へ
る
ば
か
り
で

あ
り
、
こ
の
番
附
、
漢
詩
人
に
可
な
り
の
重
き
を
置
い
て
を
り
、
半
数
以
上
を

漢
詩
人
が
占
め
る
。
大
窪
詩
仏
が
文
雄
と
同
額
の
金
二
十
五
円
、
柏
木
如
亭
は

金
二
十
円
で
あ
る
。
刊
記
に
従
ひ
此
処
に
配
置
し
た
が
、
当
時
の
物
価
を
考
慮

す
る
に
、
又
活
字
版
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
、
明
治
十
五
年
一
月
の
刊
行
で
は
な

く
、
後
年
の
改
訂
版
で
あ
ら
う
。

・「
中
学
校
・
師
範
学
校
並
に
高
等
女
学
校
の
補
助
読
本
」（
凡
例
）
た
る
、
小

原
要
逸
『
近
代
文
鈔
』（
大
正
六
年
六
月
、
啓
成
社
）
に
は
、『
井
上
文
雄
翁
家

集
』（
明
治
十
七
年
四
月
、
小
川
三
艸
）
よ
り
二
編
の
文
章
「
古
戦
場
」「
閑
居
」

を
収
め
る
。『
井
上
文
雄
翁
家
集
』
は
『
調
鶴
集
』
の
再
板
本
。

・
嵯
峨
正
作
編
『
大
日
本
人
名
辞
書
』（
明
治
十
九
年
四
月
、
経
済
雑
誌
社
） 

は
、「
井
上
文
雄
は
和
学
者
な
り
通
称
は
元
真
、
歌
堂
及
び
調
鶴
等
の
号
あ
り

（
続
江
戸
墓
所
一
覧
）」
と
、
簡
略
な
記
述
に
と
ゞ
ま
る
。『
続
江
戸
墓
所
一
覧
』

は
、
源
氏
樓
若
紫
編
。『
続
墓
所
一
覧
』『
江
戸
続
墓
所
一
覧
』
と
も
。

・「
東
京
十
五
区
内
の
名
所
旧
跡
神
社
仏
刹
官
省
会
社
学
校
病
院
其
他
古
墳
古

城
あ
ら
ゆ
る
有
名
な
る
所
」（
凡
例
）
を
網
羅
し
た
、
相
澤
朮
『
東
京
名
所
鑑
』

（
明
治
二
十
五
年
九
月
、
東
崖
堂
）
に
は
、
新
島
原
里
、
郵
便
電
信
局
、
竹
芝

浦
、
烏
森
神
社
、
月
岬
、
神
楽
坂
、
赤
城
神
社
、
小
石
川
を
詠
ん
だ
文
雄
の
歌

八
首
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
。
集
中
古
人
の
歌
は
、
蜂
屋
光
世
編
『
江
戸
名
所
和
歌

集
』、
大
久
保
忠
保
編
『
開
化
新
題
歌
集
』、
本
居
豊
穎
編
『
大
八
洲
歌
集
』、

佐
々
木
弘
綱
編
『
千
代
田
歌
集
』
等
よ
り
採
つ
た
と
凡
例
に
あ
る
。
著
者
相
澤

朮
は
文
雄
門
の
歌
人
で
あ
る
。

・
一
枚
刷
『
歌
俳
諧
短
冊
当
時
通
用
代
価
』（
明
治
二
十
九
年
六
月
、
秋
圃
蔵

版
）
は
、
徳
川
時
代
歌
人
俳
人
の
記
し
た
短
冊
の
当
時
に
於
る
値
段
を
記
し
た

も
の（
３
）。
文
雄
は
「
五
銭
」。
因
み
に
、
賀
茂
真
淵
三
円
五
十
銭
、
本
居
宣
長
二

円
五
十
銭
、
烏
丸
光
廣
五
十
銭
、
本
居
大
平
五
十
銭
、
小
澤
蘆
庵
五
十
銭
、
加

藤
千
蔭
五
十
銭
、
村
田
春
海
四
十
五
銭
、
と
続
く
。
荒
木
田
久
守
、
狂
歌
堂
嶋

人
が
文
雄
と
同
額
の
五
銭
で
あ
る
。

　
　
　
二
、
大
正
期

・
金
子
薫
園
「
井
上
文
雄
の
歌
」（『
歌
文
新
話
』
大
正
元
年
十
一
月
、
啓
成
社
）

は
、『
調
鶴
集
』
所
収
の
十
六
首
に
詳
細
な
鑑
賞
を
施
す
。
薫
園
の
文
雄
を
見

る
眼
差
し
は
実
に
温
か
い
。

・
明
治
記
念
会
編
『
明
治
記
念
写
真
帖
』（
大
正
三
年
六
月
、
山
陽
新
報
社
）
に

は
、
略
伝
が
掲
載
せ
ら
れ
る
も
、
忌
日
に
誤
り
（
十
一
月
十
七
日

0

0

0

）
が
あ
る
。

・
芳
賀
矢
一
編
『
日
本
人
名
辞
典
』（
大
正
三
年
九
月
、
大
倉
書
店
）「
文
雄
」

の
項
は
、
凡
例
に
「
記
述
は
極
め
て
簡
明
を
旨
と
し
た
」
と
あ
る
と
ほ
り
、
実

に
簡
潔
で
あ
る
。

・『
同
方
会
誌
』
第
四
十
二
（
大
正
五
年
八
月
）、
第
四
十
三
（
同
年
十
二
月
）、

第
四
十
四
（
大
正
六
年
九
月
）、
第
四
十
五
（
同
年
十
月
）
に
は
、『
諷
歌
新
聞
』

が
翻
刻
掲
載
せ
ら
れ
る
。「
新
聞
と
は
い
へ
ど
今
の
雑
誌
体
の
小
冊
子
」
と
解

題
に
あ
る
。

・
大
正
六
年
二
月
十
四
日
、
会
津
は
飯
盛
山
な
る
白
虎
隊
三
十
一
士
墓
所
の
奥

に
会
津
藩
士
で
あ
つ
た
書
家
山
内
昇
（
香
溪
）
に
よ
つ
て
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑

が
建
立
せ
ら
れ
た
。
碑
の
前
面
に
は
建
碑
の
由
来
が
誌
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
、

香
溪
が
明
治
元
年
十
月
三
日
、
黒
田
藩
兵
に
よ
り
逮
捕
、
翌
日
糺
問
所
に
拘
禁

せ
ら
れ
た
折
、
武
川
（
内
藤
）
信
臣
、
広
澤
安
任
、
覚
王
院
義
観
、
文
雄
、
草

野
御
牧
、
成
川
尚
義
が
同
所
に
を
り
、「
皆
知
己
な
れ
ば
合
作
し
て
密
か
に
」

一
幅
と
し
て
香
溪
に
贈
つ
て
呉
れ
、
そ
れ
を
「
お
も
ひ
出
の
記
念
」
と
し
て
石

面
に
刻
し
た
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
合
作
の
詩
歌
は
裏
面
に
刻
ま
れ
、
文
雄
の

一
首
は
「
長
閑
な
る
心
の
お
く
の
山
の
う
ち
に
命
を
の
ぶ
る
余
生
な
り
け
り
」

と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
文
雄
の
逮
捕
は
十
一
月
十
二
日
ゆ
ゑ
、
裏
面
に
「
明
治

紀
元
十
月

0

0

囚
中
諸
賢
為
我
友
山
内
雅
兄
書
云　

得
岳
又
識
」
と
あ
る
に
は
、
い

さ
ゝ
か
疑
問
が
残
る
。「
得
岳
」
は
広
澤
安
任
の
号
。
安
任
は
、
獄
中
時
を
回

顧
し
て
八
首
の
詩
を
詠
じ
『
囚
中
八
首
衍
義（
４
）』（
明
治
二
年
成
写
）
と
題
し
て

纏
め
て
を
り
、「
其
六
」
の
詩
に
「
…
…
上
野
僧
義
観
〈
覚
王
院
主
後
安
置
大

河
内
家
以
疾
卒
〉
亦
至
。
善
国
雅
者
井
上
文
雄
草
野
御
牧
〈
共
以
国
雅
頌
我
藩

故
見
執
真
可
憫
也
〉
等
亦
同
室
。
於
是
我
命
紙
筆
、
聊
効
雅
筵
。」
と
註
し
て

ゐ
る
。
安
任
、
義
観
、
文
雄
、
御
牧
等
で
詩
歌
の
会
を
催
し
た
と
あ
る
の
だ

が
、
正
確
な
日
付
は
特
定
し
得
な
い
。
な
ほ
、「
囚
中
八
首
」
に
は
「
悲
惨
極

ま
る
情
景
を
写
し
、
人
を
し
て
卒
読
に
忍
び
ざ
ら
し
む
る
も
の
が
あ
る
。」（
木

下
彪
『
明
治
詩
話
』
昭
和
十
八
年
九
月
、
文
中
堂
）
と
い
ふ
評
が
あ
る
。

・
佐
佐
木
信
綱
『
和
歌
名
所
め
ぐ
り
』（
大
正
八
年
十
一
月
、
博
文
館
）
は
、

恭
仁
京
址
、
淀
川
、
鳴
門
海
峡
を
詠
ん
だ
文
雄
の
歌
三
首
を
掲
載
す
る
。
江
戸

を
詠
ん
だ
歌
を
採
つ
て
ゐ
な
い
の
が
面
白
い
。

・
萩
野
和
庵
（
由
之
）「
学
者
の
伝
統
と
筆
迹
」（『
短
冊
』
三
号
、
大
正
十
年

六
月
）
は
、
師
弟
の
関
係
で
筆
蹟
が
相
近
似
し
て
ゆ
く
も
の
が
あ
る
と
い
ふ
論

考
で
あ
る
が
、
岸
本
由
豆
流
は
「
春
海
の
風
を
帯
び
て
ゐ
る
に
、
其
門
人
の
井

上
文
雄
、
文
雄
門
と
い
ふ
横
山
由
清
な
ど
は
遂
に
そ
れ
て
し
ま
つ
た
。」
と
、

文
雄
の
筆
蹟
が
師
の
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
な
か
つ
た
と
語
ら
れ
る
。

・
平
林
鳳
二
、
大
西
一
外
『
新
選
俳
諧
年
表
』（
大
正
十
二
年
十
二
月
、
書
画

珍
本
雑
誌
社
）
は
、「
文
亀
元
年
よ
り
大
正
十
二
年
に
至
る
四
百
十
三
年
間
に

於
け
る
著
名
の
俳
人
七
千
余
名
の
伝
記
、
事
蹟
、
著
書
、
其
他
の
事
柄
を
年
次

的
に
摘
抉
略
記
」（
凡
例
）
し
た
労
作
で
あ
る
が
、
歌
人
文
雄
も
立
項
せ
ら
れ

る
。
逝
い
た
日
を
明
治
四
年
十
一
月
十
七
日

0

0

0

と
す
る
は
、『
増
補
思
ひ
よ
る
日
』

の
記
事
に
拠
つ
た
か
。
正
し
く
は
十
八
日
。

　
　
　
三
、
昭
和
期
（
昭
和
二
十
年
迄
）

・
吉
野
作
造
編
『
明
治
文
化
全
集
第
十
八
巻
』（
昭
和
三
年
十
二
月
、
日
本
評

論
社
）
に
は
、
文
雄
と
門
人
草
野
御
牧
に
よ
る
徳
川
幕
府
讃
美
の
歌
三
十
首
を

収
め
た
『
諷
歌
新
聞
』
が
影
印
で
収
め
ら
れ
、
宮
武
外
骨
に
よ
る
解
題
が
附
さ

─ 3 ─ ─ 2 ─

成
蹊
人
文
研
究
　
第
三
十
号
（
二
〇
二
二
）

鈴
木
　
亮
　
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
四
）

・
一
枚
刷
『
全
国
古
今
書
画
定
位
鏡（
２
）』（
明
治
十
五
年
一
月
、
奥
山
清
兵
衛
）
は
、

「
古
人
」（
円
表
記
）、「
今
人
」（
金
銀
表
記
）
の
部
に
分
け
て
の
書
画
価
格
表
。

文
雄
は
「
金
廿
五
円
」。
本
居
宣
長
金
百
三
十
円
、
加
茂
真
淵
金
百
二
十
円
と

い
ふ
価
格
で
、「
古
人
書
画
部
」
に
掲
載
せ
ら
れ
た
国
学
者
は
こ
の
三
名
の
み
。

「
今
人
書
画
部
」
に
も
僅
か
に
福
羽
美
静
（
明
治
四
十
年
歿
）、
鈴
木
重
嶺
（
明

治
三
十
一
年
歿
）、
本
居
豊
頴
（
大
正
二
年
歿
）
の
三
名
を
数
へ
る
ば
か
り
で

あ
り
、
こ
の
番
附
、
漢
詩
人
に
可
な
り
の
重
き
を
置
い
て
を
り
、
半
数
以
上
を

漢
詩
人
が
占
め
る
。
大
窪
詩
仏
が
文
雄
と
同
額
の
金
二
十
五
円
、
柏
木
如
亭
は

金
二
十
円
で
あ
る
。
刊
記
に
従
ひ
此
処
に
配
置
し
た
が
、
当
時
の
物
価
を
考
慮

す
る
に
、
又
活
字
版
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
、
明
治
十
五
年
一
月
の
刊
行
で
は
な

く
、
後
年
の
改
訂
版
で
あ
ら
う
。

・
嵯
峨
正
作
編
『
大
日
本
人
名
辞
書
』（
明
治
十
九
年
四
月
、
経
済
雑
誌
社
） 

は
、「
井
上
文
雄
は
和
学
者
な
り
通
称
は
元
真
、
歌
堂
及
び
調
鶴
等
の
号
あ
り

（
続
江
戸
墓
所
一
覧
）」
と
、
簡
略
な
記
述
に
と
ゞ
ま
る
。『
続
江
戸
墓
所
一
覧
』

は
、
源
氏
樓
若
紫
編
。『
続
墓
所
一
覧
』『
江
戸
続
墓
所
一
覧
』
と
も
。

・「
東
京
十
五
区
内
の
名
所
旧
跡
神
社
仏
刹
官
省
会
社
学
校
病
院
其
他
古
墳
古

城
あ
ら
ゆ
る
有
名
な
る
所
」（
凡
例
）
を
網
羅
し
た
、
相
澤
朮
『
東
京
名
所
鑑
』

（
明
治
二
十
五
年
九
月
、
東
崖
堂
）
に
は
、
新
島
原
里
、
郵
便
電
信
局
、
竹
芝

浦
、
烏
森
神
社
、
月
岬
、
神
楽
坂
、
赤
城
神
社
、
小
石
川
を
詠
ん
だ
文
雄
の
歌

八
首
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
。
集
中
古
人
の
歌
は
、
蜂
屋
光
世
編
『
江
戸
名
所
和
歌

集
』、
大
久
保
忠
保
編
『
開
化
新
題
歌
集
』、
本
居
豊
穎
編
『
大
八
洲
歌
集
』、

佐
々
木
弘
綱
編
『
千
代
田
歌
集
』
等
よ
り
採
つ
た
と
凡
例
に
あ
る
。
著
者
相
澤

朮
は
文
雄
門
の
歌
人
で
あ
る
。

・
一
枚
刷
『
歌
俳
諧
短
冊
当
時
通
用
代
価
』（
明
治
二
十
九
年
六
月
、
秋
圃
蔵

版
）
は
、
徳
川
時
代
歌
人
俳
人
の
記
し
た
短
冊
の
当
時
に
於
る
値
段
を
記
し
た

も
の（
３
）。
文
雄
は
「
五
銭
」。
因
み
に
、
賀
茂
真
淵
三
円
五
十
銭
、
本
居
宣
長
二

円
五
十
銭
、
烏
丸
光
廣
五
十
銭
、
本
居
大
平
五
十
銭
、
小
澤
蘆
庵
五
十
銭
、
加

藤
千
蔭
五
十
銭
、
村
田
春
海
四
十
五
銭
、
と
続
く
。
荒
木
田
久
守
、
狂
歌
堂
嶋

人
が
文
雄
と
同
額
の
五
銭
で
あ
る
。

　
　
　
二
、
大
正
期

・
金
子
薫
園
「
井
上
文
雄
の
歌
」（『
歌
文
新
話
』
大
正
元
年
十
一
月
、
啓
成
社
）

は
、『
調
鶴
集
』
所
収
の
十
六
首
に
詳
細
な
鑑
賞
を
施
す
。
薫
園
の
文
雄
を
見

る
眼
差
し
は
実
に
温
か
い
。

・
明
治
記
念
会
編
『
明
治
記
念
写
真
帖
』（
大
正
三
年
六
月
、
山
陽
新
報
社
）
に

は
、
略
伝
が
掲
載
せ
ら
れ
る
も
、
忌
日
に
誤
り
（
十
一
月
十
七
日

0

0

0

）
が
あ
る
。

・
芳
賀
矢
一
編
『
日
本
人
名
辞
典
』（
大
正
三
年
九
月
、
大
倉
書
店
）「
文
雄
」

の
項
は
、
凡
例
に
「
記
述
は
極
め
て
簡
明
を
旨
と
し
た
」
と
あ
る
と
ほ
り
、
実

に
簡
潔
で
あ
る
。

・『
同
方
会
誌
』
第
四
十
二
（
大
正
五
年
八
月
）、
第
四
十
三
（
同
年
十
二
月
）、

第
四
十
四
（
大
正
六
年
九
月
）、
第
四
十
五
（
同
年
十
月
）
に
は
、『
諷
歌
新
聞
』

が
翻
刻
掲
載
せ
ら
れ
る
。「
新
聞
と
は
い
へ
ど
今
の
雑
誌
体
の
小
冊
子
」
と
解

題
に
あ
る
。



・
一
枚
刷
『
全
国
古
今
書
画
定
位
鏡（
２
）』（
明
治
十
五
年
一
月
、
奥
山
清
兵
衛
）
は
、

「
古
人
」（
円
表
記
）、「
今
人
」（
金
銀
表
記
）
の
部
に
分
け
て
の
書
画
価
格
表
。

文
雄
は
「
金
廿
五
円
」。
本
居
宣
長
金
百
三
十
円
、
加
茂
真
淵
金
百
二
十
円
と

い
ふ
価
格
で
、「
古
人
書
画
部
」
に
掲
載
せ
ら
れ
た
国
学
者
は
こ
の
三
名
の
み
。

「
今
人
書
画
部
」
に
も
僅
か
に
福
羽
美
静
（
明
治
四
十
年
歿
）、
鈴
木
重
嶺
（
明

治
三
十
一
年
歿
）、
本
居
豊
頴
（
大
正
二
年
歿
）
の
三
名
を
数
へ
る
ば
か
り
で

あ
り
、
こ
の
番
附
、
漢
詩
人
に
可
な
り
の
重
き
を
置
い
て
を
り
、
半
数
以
上
を

漢
詩
人
が
占
め
る
。
大
窪
詩
仏
が
文
雄
と
同
額
の
金
二
十
五
円
、
柏
木
如
亭
は

金
二
十
円
で
あ
る
。
刊
記
に
従
ひ
此
処
に
配
置
し
た
が
、
当
時
の
物
価
を
考
慮

す
る
に
、
又
活
字
版
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
、
明
治
十
五
年
一
月
の
刊
行
で
は
な

く
、
後
年
の
改
訂
版
で
あ
ら
う
。

・「
中
学
校
・
師
範
学
校
並
に
高
等
女
学
校
の
補
助
読
本
」（
凡
例
）
た
る
、
小

原
要
逸
『
近
代
文
鈔
』（
大
正
六
年
六
月
、
啓
成
社
）
に
は
、『
井
上
文
雄
翁
家

集
』（
明
治
十
七
年
四
月
、
小
川
三
艸
）
よ
り
二
編
の
文
章
「
古
戦
場
」「
閑
居
」

を
収
め
る
。『
井
上
文
雄
翁
家
集
』
は
『
調
鶴
集
』
の
再
板
本
。

・
嵯
峨
正
作
編
『
大
日
本
人
名
辞
書
』（
明
治
十
九
年
四
月
、
経
済
雑
誌
社
） 

は
、「
井
上
文
雄
は
和
学
者
な
り
通
称
は
元
真
、
歌
堂
及
び
調
鶴
等
の
号
あ
り

（
続
江
戸
墓
所
一
覧
）」
と
、
簡
略
な
記
述
に
と
ゞ
ま
る
。『
続
江
戸
墓
所
一
覧
』

は
、
源
氏
樓
若
紫
編
。『
続
墓
所
一
覧
』『
江
戸
続
墓
所
一
覧
』
と
も
。

・「
東
京
十
五
区
内
の
名
所
旧
跡
神
社
仏
刹
官
省
会
社
学
校
病
院
其
他
古
墳
古

城
あ
ら
ゆ
る
有
名
な
る
所
」（
凡
例
）
を
網
羅
し
た
、
相
澤
朮
『
東
京
名
所
鑑
』

（
明
治
二
十
五
年
九
月
、
東
崖
堂
）
に
は
、
新
島
原
里
、
郵
便
電
信
局
、
竹
芝

浦
、
烏
森
神
社
、
月
岬
、
神
楽
坂
、
赤
城
神
社
、
小
石
川
を
詠
ん
だ
文
雄
の
歌

八
首
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
。
集
中
古
人
の
歌
は
、
蜂
屋
光
世
編
『
江
戸
名
所
和
歌

集
』、
大
久
保
忠
保
編
『
開
化
新
題
歌
集
』、
本
居
豊
穎
編
『
大
八
洲
歌
集
』、

佐
々
木
弘
綱
編
『
千
代
田
歌
集
』
等
よ
り
採
つ
た
と
凡
例
に
あ
る
。
著
者
相
澤

朮
は
文
雄
門
の
歌
人
で
あ
る
。

・
一
枚
刷
『
歌
俳
諧
短
冊
当
時
通
用
代
価
』（
明
治
二
十
九
年
六
月
、
秋
圃
蔵

版
）
は
、
徳
川
時
代
歌
人
俳
人
の
記
し
た
短
冊
の
当
時
に
於
る
値
段
を
記
し
た

も
の（
３
）。
文
雄
は
「
五
銭
」。
因
み
に
、
賀
茂
真
淵
三
円
五
十
銭
、
本
居
宣
長
二

円
五
十
銭
、
烏
丸
光
廣
五
十
銭
、
本
居
大
平
五
十
銭
、
小
澤
蘆
庵
五
十
銭
、
加

藤
千
蔭
五
十
銭
、
村
田
春
海
四
十
五
銭
、
と
続
く
。
荒
木
田
久
守
、
狂
歌
堂
嶋

人
が
文
雄
と
同
額
の
五
銭
で
あ
る
。

　
　
　
二
、
大
正
期

・
金
子
薫
園
「
井
上
文
雄
の
歌
」（『
歌
文
新
話
』
大
正
元
年
十
一
月
、
啓
成
社
）

は
、『
調
鶴
集
』
所
収
の
十
六
首
に
詳
細
な
鑑
賞
を
施
す
。
薫
園
の
文
雄
を
見

る
眼
差
し
は
実
に
温
か
い
。

・
明
治
記
念
会
編
『
明
治
記
念
写
真
帖
』（
大
正
三
年
六
月
、
山
陽
新
報
社
）
に

は
、
略
伝
が
掲
載
せ
ら
れ
る
も
、
忌
日
に
誤
り
（
十
一
月
十
七
日

0

0

0

）
が
あ
る
。

・
芳
賀
矢
一
編
『
日
本
人
名
辞
典
』（
大
正
三
年
九
月
、
大
倉
書
店
）「
文
雄
」

の
項
は
、
凡
例
に
「
記
述
は
極
め
て
簡
明
を
旨
と
し
た
」
と
あ
る
と
ほ
り
、
実

に
簡
潔
で
あ
る
。

・『
同
方
会
誌
』
第
四
十
二
（
大
正
五
年
八
月
）、
第
四
十
三
（
同
年
十
二
月
）、

第
四
十
四
（
大
正
六
年
九
月
）、
第
四
十
五
（
同
年
十
月
）
に
は
、『
諷
歌
新
聞
』

が
翻
刻
掲
載
せ
ら
れ
る
。「
新
聞
と
は
い
へ
ど
今
の
雑
誌
体
の
小
冊
子
」
と
解

題
に
あ
る
。

・
大
正
六
年
二
月
十
四
日
、
会
津
は
飯
盛
山
な
る
白
虎
隊
三
十
一
士
墓
所
の
奥

に
会
津
藩
士
で
あ
つ
た
書
家
山
内
昇
（
香
溪
）
に
よ
つ
て
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑

が
建
立
せ
ら
れ
た
。
碑
の
前
面
に
は
建
碑
の
由
来
が
誌
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
、

香
溪
が
明
治
元
年
十
月
三
日
、
黒
田
藩
兵
に
よ
り
逮
捕
、
翌
日
糺
問
所
に
拘
禁

せ
ら
れ
た
折
、
武
川
（
内
藤
）
信
臣
、
広
澤
安
任
、
覚
王
院
義
観
、
文
雄
、
草

野
御
牧
、
成
川
尚
義
が
同
所
に
を
り
、「
皆
知
己
な
れ
ば
合
作
し
て
密
か
に
」

一
幅
と
し
て
香
溪
に
贈
つ
て
呉
れ
、
そ
れ
を
「
お
も
ひ
出
の
記
念
」
と
し
て
石

面
に
刻
し
た
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
合
作
の
詩
歌
は
裏
面
に
刻
ま
れ
、
文
雄
の

一
首
は
「
長
閑
な
る
心
の
お
く
の
山
の
う
ち
に
命
を
の
ぶ
る
余
生
な
り
け
り
」

と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
文
雄
の
逮
捕
は
十
一
月
十
二
日
ゆ
ゑ
、
裏
面
に
「
明
治

紀
元
十
月

0

0

囚
中
諸
賢
為
我
友
山
内
雅
兄
書
云　

得
岳
又
識
」
と
あ
る
に
は
、
い

さ
ゝ
か
疑
問
が
残
る
。「
得
岳
」
は
広
澤
安
任
の
号
。
安
任
は
、
獄
中
時
を
回

顧
し
て
八
首
の
詩
を
詠
じ
『
囚
中
八
首
衍
義（
４
）』（
明
治
二
年
成
写
）
と
題
し
て

纏
め
て
を
り
、「
其
六
」
の
詩
に
「
…
…
上
野
僧
義
観
〈
覚
王
院
主
後
安
置
大

河
内
家
以
疾
卒
〉
亦
至
。
善
国
雅
者
井
上
文
雄
草
野
御
牧
〈
共
以
国
雅
頌
我
藩

故
見
執
真
可
憫
也
〉
等
亦
同
室
。
於
是
我
命
紙
筆
、
聊
効
雅
筵
。」
と
註
し
て

ゐ
る
。
安
任
、
義
観
、
文
雄
、
御
牧
等
で
詩
歌
の
会
を
催
し
た
と
あ
る
の
だ

が
、
正
確
な
日
付
は
特
定
し
得
な
い
。
な
ほ
、「
囚
中
八
首
」
に
は
「
悲
惨
極

ま
る
情
景
を
写
し
、
人
を
し
て
卒
読
に
忍
び
ざ
ら
し
む
る
も
の
が
あ
る
。」（
木

下
彪
『
明
治
詩
話
』
昭
和
十
八
年
九
月
、
文
中
堂
）
と
い
ふ
評
が
あ
る
。

・
佐
佐
木
信
綱
『
和
歌
名
所
め
ぐ
り
』（
大
正
八
年
十
一
月
、
博
文
館
）
は
、

恭
仁
京
址
、
淀
川
、
鳴
門
海
峡
を
詠
ん
だ
文
雄
の
歌
三
首
を
掲
載
す
る
。
江
戸

を
詠
ん
だ
歌
を
採
つ
て
ゐ
な
い
の
が
面
白
い
。

・
萩
野
和
庵
（
由
之
）「
学
者
の
伝
統
と
筆
迹
」（『
短
冊
』
三
号
、
大
正
十
年

六
月
）
は
、
師
弟
の
関
係
で
筆
蹟
が
相
近
似
し
て
ゆ
く
も
の
が
あ
る
と
い
ふ
論

考
で
あ
る
が
、
岸
本
由
豆
流
は
「
春
海
の
風
を
帯
び
て
ゐ
る
に
、
其
門
人
の
井

上
文
雄
、
文
雄
門
と
い
ふ
横
山
由
清
な
ど
は
遂
に
そ
れ
て
し
ま
つ
た
。」
と
、

文
雄
の
筆
蹟
が
師
の
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
な
か
つ
た
と
語
ら
れ
る
。

・
平
林
鳳
二
、
大
西
一
外
『
新
選
俳
諧
年
表
』（
大
正
十
二
年
十
二
月
、
書
画

珍
本
雑
誌
社
）
は
、「
文
亀
元
年
よ
り
大
正
十
二
年
に
至
る
四
百
十
三
年
間
に

於
け
る
著
名
の
俳
人
七
千
余
名
の
伝
記
、
事
蹟
、
著
書
、
其
他
の
事
柄
を
年
次

的
に
摘
抉
略
記
」（
凡
例
）
し
た
労
作
で
あ
る
が
、
歌
人
文
雄
も
立
項
せ
ら
れ

る
。
逝
い
た
日
を
明
治
四
年
十
一
月
十
七
日

0

0

0

と
す
る
は
、『
増
補
思
ひ
よ
る
日
』

の
記
事
に
拠
つ
た
か
。
正
し
く
は
十
八
日
。

　
　
　
三
、
昭
和
期
（
昭
和
二
十
年
迄
）

・
吉
野
作
造
編
『
明
治
文
化
全
集
第
十
八
巻
』（
昭
和
三
年
十
二
月
、
日
本
評

論
社
）
に
は
、
文
雄
と
門
人
草
野
御
牧
に
よ
る
徳
川
幕
府
讃
美
の
歌
三
十
首
を

収
め
た
『
諷
歌
新
聞
』
が
影
印
で
収
め
ら
れ
、
宮
武
外
骨
に
よ
る
解
題
が
附
さ

─ 3 ─ ─ 2 ─

成
蹊
人
文
研
究
　
第
三
十
号
（
二
〇
二
二
）

鈴
木
　
亮
　
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
四
）

・
一
枚
刷
『
全
国
古
今
書
画
定
位
鏡（
２
）』（
明
治
十
五
年
一
月
、
奥
山
清
兵
衛
）
は
、

「
古
人
」（
円
表
記
）、「
今
人
」（
金
銀
表
記
）
の
部
に
分
け
て
の
書
画
価
格
表
。

文
雄
は
「
金
廿
五
円
」。
本
居
宣
長
金
百
三
十
円
、
加
茂
真
淵
金
百
二
十
円
と

い
ふ
価
格
で
、「
古
人
書
画
部
」
に
掲
載
せ
ら
れ
た
国
学
者
は
こ
の
三
名
の
み
。

「
今
人
書
画
部
」
に
も
僅
か
に
福
羽
美
静
（
明
治
四
十
年
歿
）、
鈴
木
重
嶺
（
明

治
三
十
一
年
歿
）、
本
居
豊
頴
（
大
正
二
年
歿
）
の
三
名
を
数
へ
る
ば
か
り
で

あ
り
、
こ
の
番
附
、
漢
詩
人
に
可
な
り
の
重
き
を
置
い
て
を
り
、
半
数
以
上
を

漢
詩
人
が
占
め
る
。
大
窪
詩
仏
が
文
雄
と
同
額
の
金
二
十
五
円
、
柏
木
如
亭
は

金
二
十
円
で
あ
る
。
刊
記
に
従
ひ
此
処
に
配
置
し
た
が
、
当
時
の
物
価
を
考
慮

す
る
に
、
又
活
字
版
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
、
明
治
十
五
年
一
月
の
刊
行
で
は
な

く
、
後
年
の
改
訂
版
で
あ
ら
う
。

・「
中
学
校
・
師
範
学
校
並
に
高
等
女
学
校
の
補
助
読
本
」（
凡
例
）
た
る
、
小

原
要
逸
『
近
代
文
鈔
』（
大
正
六
年
六
月
、
啓
成
社
）
に
は
、『
井
上
文
雄
翁
家

集
』（
明
治
十
七
年
四
月
、
小
川
三
艸
）
よ
り
二
編
の
文
章
「
古
戦
場
」「
閑
居
」

を
収
め
る
。『
井
上
文
雄
翁
家
集
』
は
『
調
鶴
集
』
の
再
板
本
。

・
嵯
峨
正
作
編
『
大
日
本
人
名
辞
書
』（
明
治
十
九
年
四
月
、
経
済
雑
誌
社
） 

は
、「
井
上
文
雄
は
和
学
者
な
り
通
称
は
元
真
、
歌
堂
及
び
調
鶴
等
の
号
あ
り

（
続
江
戸
墓
所
一
覧
）」
と
、
簡
略
な
記
述
に
と
ゞ
ま
る
。『
続
江
戸
墓
所
一
覧
』

は
、
源
氏
樓
若
紫
編
。『
続
墓
所
一
覧
』『
江
戸
続
墓
所
一
覧
』
と
も
。

・「
東
京
十
五
区
内
の
名
所
旧
跡
神
社
仏
刹
官
省
会
社
学
校
病
院
其
他
古
墳
古

城
あ
ら
ゆ
る
有
名
な
る
所
」（
凡
例
）
を
網
羅
し
た
、
相
澤
朮
『
東
京
名
所
鑑
』

（
明
治
二
十
五
年
九
月
、
東
崖
堂
）
に
は
、
新
島
原
里
、
郵
便
電
信
局
、
竹
芝

浦
、
烏
森
神
社
、
月
岬
、
神
楽
坂
、
赤
城
神
社
、
小
石
川
を
詠
ん
だ
文
雄
の
歌

八
首
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
。
集
中
古
人
の
歌
は
、
蜂
屋
光
世
編
『
江
戸
名
所
和
歌

集
』、
大
久
保
忠
保
編
『
開
化
新
題
歌
集
』、
本
居
豊
穎
編
『
大
八
洲
歌
集
』、

佐
々
木
弘
綱
編
『
千
代
田
歌
集
』
等
よ
り
採
つ
た
と
凡
例
に
あ
る
。
著
者
相
澤

朮
は
文
雄
門
の
歌
人
で
あ
る
。

・
一
枚
刷
『
歌
俳
諧
短
冊
当
時
通
用
代
価
』（
明
治
二
十
九
年
六
月
、
秋
圃
蔵

版
）
は
、
徳
川
時
代
歌
人
俳
人
の
記
し
た
短
冊
の
当
時
に
於
る
値
段
を
記
し
た

も
の（
３
）。
文
雄
は
「
五
銭
」。
因
み
に
、
賀
茂
真
淵
三
円
五
十
銭
、
本
居
宣
長
二

円
五
十
銭
、
烏
丸
光
廣
五
十
銭
、
本
居
大
平
五
十
銭
、
小
澤
蘆
庵
五
十
銭
、
加

藤
千
蔭
五
十
銭
、
村
田
春
海
四
十
五
銭
、
と
続
く
。
荒
木
田
久
守
、
狂
歌
堂
嶋

人
が
文
雄
と
同
額
の
五
銭
で
あ
る
。

　
　
　
二
、
大
正
期

・
金
子
薫
園
「
井
上
文
雄
の
歌
」（『
歌
文
新
話
』
大
正
元
年
十
一
月
、
啓
成
社
）

は
、『
調
鶴
集
』
所
収
の
十
六
首
に
詳
細
な
鑑
賞
を
施
す
。
薫
園
の
文
雄
を
見

る
眼
差
し
は
実
に
温
か
い
。

・
明
治
記
念
会
編
『
明
治
記
念
写
真
帖
』（
大
正
三
年
六
月
、
山
陽
新
報
社
）
に

は
、
略
伝
が
掲
載
せ
ら
れ
る
も
、
忌
日
に
誤
り
（
十
一
月
十
七
日

0

0

0

）
が
あ
る
。

・
芳
賀
矢
一
編
『
日
本
人
名
辞
典
』（
大
正
三
年
九
月
、
大
倉
書
店
）「
文
雄
」

の
項
は
、
凡
例
に
「
記
述
は
極
め
て
簡
明
を
旨
と
し
た
」
と
あ
る
と
ほ
り
、
実

に
簡
潔
で
あ
る
。

・『
同
方
会
誌
』
第
四
十
二
（
大
正
五
年
八
月
）、
第
四
十
三
（
同
年
十
二
月
）、

第
四
十
四
（
大
正
六
年
九
月
）、
第
四
十
五
（
同
年
十
月
）
に
は
、『
諷
歌
新
聞
』

が
翻
刻
掲
載
せ
ら
れ
る
。「
新
聞
と
は
い
へ
ど
今
の
雑
誌
体
の
小
冊
子
」
と
解

題
に
あ
る
。

・
大
正
六
年
二
月
十
四
日
、
会
津
は
飯
盛
山
な
る
白
虎
隊
三
十
一
士
墓
所
の
奥

に
会
津
藩
士
で
あ
つ
た
書
家
山
内
昇
（
香
溪
）
に
よ
つ
て
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑

が
建
立
せ
ら
れ
た
。
碑
の
前
面
に
は
建
碑
の
由
来
が
誌
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
、

香
溪
が
明
治
元
年
十
月
三
日
、
黒
田
藩
兵
に
よ
り
逮
捕
、
翌
日
糺
問
所
に
拘
禁

せ
ら
れ
た
折
、
武
川
（
内
藤
）
信
臣
、
広
澤
安
任
、
覚
王
院
義
観
、
文
雄
、
草

野
御
牧
、
成
川
尚
義
が
同
所
に
を
り
、「
皆
知
己
な
れ
ば
合
作
し
て
密
か
に
」

一
幅
と
し
て
香
溪
に
贈
つ
て
呉
れ
、
そ
れ
を
「
お
も
ひ
出
の
記
念
」
と
し
て
石

面
に
刻
し
た
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
合
作
の
詩
歌
は
裏
面
に
刻
ま
れ
、
文
雄
の

一
首
は
「
長
閑
な
る
心
の
お
く
の
山
の
う
ち
に
命
を
の
ぶ
る
余
生
な
り
け
り
」

と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
文
雄
の
逮
捕
は
十
一
月
十
二
日
ゆ
ゑ
、
裏
面
に
「
明
治

紀
元
十
月

0

0

囚
中
諸
賢
為
我
友
山
内
雅
兄
書
云　

得
岳
又
識
」
と
あ
る
に
は
、
い

さ
ゝ
か
疑
問
が
残
る
。「
得
岳
」
は
広
澤
安
任
の
号
。
安
任
は
、
獄
中
時
を
回

顧
し
て
八
首
の
詩
を
詠
じ
『
囚
中
八
首
衍
義（
４
）』（
明
治
二
年
成
写
）
と
題
し
て

纏
め
て
を
り
、「
其
六
」
の
詩
に
「
…
…
上
野
僧
義
観
〈
覚
王
院
主
後
安
置
大

河
内
家
以
疾
卒
〉
亦
至
。
善
国
雅
者
井
上
文
雄
草
野
御
牧
〈
共
以
国
雅
頌
我
藩

故
見
執
真
可
憫
也
〉
等
亦
同
室
。
於
是
我
命
紙
筆
、
聊
効
雅
筵
。」
と
註
し
て

ゐ
る
。
安
任
、
義
観
、
文
雄
、
御
牧
等
で
詩
歌
の
会
を
催
し
た
と
あ
る
の
だ

が
、
正
確
な
日
付
は
特
定
し
得
な
い
。
な
ほ
、「
囚
中
八
首
」
に
は
「
悲
惨
極

ま
る
情
景
を
写
し
、
人
を
し
て
卒
読
に
忍
び
ざ
ら
し
む
る
も
の
が
あ
る
。」（
木

下
彪
『
明
治
詩
話
』
昭
和
十
八
年
九
月
、
文
中
堂
）
と
い
ふ
評
が
あ
る
。

・
佐
佐
木
信
綱
『
和
歌
名
所
め
ぐ
り
』（
大
正
八
年
十
一
月
、
博
文
館
）
は
、

恭
仁
京
址
、
淀
川
、
鳴
門
海
峡
を
詠
ん
だ
文
雄
の
歌
三
首
を
掲
載
す
る
。
江
戸

を
詠
ん
だ
歌
を
採
つ
て
ゐ
な
い
の
が
面
白
い
。

・
萩
野
和
庵
（
由
之
）「
学
者
の
伝
統
と
筆
迹
」（『
短
冊
』
三
号
、
大
正
十
年

六
月
）
は
、
師
弟
の
関
係
で
筆
蹟
が
相
近
似
し
て
ゆ
く
も
の
が
あ
る
と
い
ふ
論

考
で
あ
る
が
、
岸
本
由
豆
流
は
「
春
海
の
風
を
帯
び
て
ゐ
る
に
、
其
門
人
の
井

上
文
雄
、
文
雄
門
と
い
ふ
横
山
由
清
な
ど
は
遂
に
そ
れ
て
し
ま
つ
た
。」
と
、

文
雄
の
筆
蹟
が
師
の
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
な
か
つ
た
と
語
ら
れ
る
。

・
平
林
鳳
二
、
大
西
一
外
『
新
選
俳
諧
年
表
』（
大
正
十
二
年
十
二
月
、
書
画

珍
本
雑
誌
社
）
は
、「
文
亀
元
年
よ
り
大
正
十
二
年
に
至
る
四
百
十
三
年
間
に

於
け
る
著
名
の
俳
人
七
千
余
名
の
伝
記
、
事
蹟
、
著
書
、
其
他
の
事
柄
を
年
次

的
に
摘
抉
略
記
」（
凡
例
）
し
た
労
作
で
あ
る
が
、
歌
人
文
雄
も
立
項
せ
ら
れ

る
。
逝
い
た
日
を
明
治
四
年
十
一
月
十
七
日

0

0

0

と
す
る
は
、『
増
補
思
ひ
よ
る
日
』

の
記
事
に
拠
つ
た
か
。
正
し
く
は
十
八
日
。

　
　
　
三
、
昭
和
期
（
昭
和
二
十
年
迄
）

・
吉
野
作
造
編
『
明
治
文
化
全
集
第
十
八
巻
』（
昭
和
三
年
十
二
月
、
日
本
評

論
社
）
に
は
、
文
雄
と
門
人
草
野
御
牧
に
よ
る
徳
川
幕
府
讃
美
の
歌
三
十
首
を

収
め
た
『
諷
歌
新
聞
』
が
影
印
で
収
め
ら
れ
、
宮
武
外
骨
に
よ
る
解
題
が
附
さ

─ 3 ─ ─ 2 ─

成
蹊
人
文
研
究
　
第
三
十
号
（
二
〇
二
二
）

鈴
木
　
亮
　
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
四
）

・
一
枚
刷
『
全
国
古
今
書
画
定
位
鏡（
２
）』（
明
治
十
五
年
一
月
、
奥
山
清
兵
衛
）
は
、

「
古
人
」（
円
表
記
）、「
今
人
」（
金
銀
表
記
）
の
部
に
分
け
て
の
書
画
価
格
表
。

文
雄
は
「
金
廿
五
円
」。
本
居
宣
長
金
百
三
十
円
、
加
茂
真
淵
金
百
二
十
円
と

い
ふ
価
格
で
、「
古
人
書
画
部
」
に
掲
載
せ
ら
れ
た
国
学
者
は
こ
の
三
名
の
み
。

「
今
人
書
画
部
」
に
も
僅
か
に
福
羽
美
静
（
明
治
四
十
年
歿
）、
鈴
木
重
嶺
（
明

治
三
十
一
年
歿
）、
本
居
豊
頴
（
大
正
二
年
歿
）
の
三
名
を
数
へ
る
ば
か
り
で

あ
り
、
こ
の
番
附
、
漢
詩
人
に
可
な
り
の
重
き
を
置
い
て
を
り
、
半
数
以
上
を

漢
詩
人
が
占
め
る
。
大
窪
詩
仏
が
文
雄
と
同
額
の
金
二
十
五
円
、
柏
木
如
亭
は

金
二
十
円
で
あ
る
。
刊
記
に
従
ひ
此
処
に
配
置
し
た
が
、
当
時
の
物
価
を
考
慮

す
る
に
、
又
活
字
版
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
、
明
治
十
五
年
一
月
の
刊
行
で
は
な

く
、
後
年
の
改
訂
版
で
あ
ら
う
。

・「
中
学
校
・
師
範
学
校
並
に
高
等
女
学
校
の
補
助
読
本
」（
凡
例
）
た
る
、
小

原
要
逸
『
近
代
文
鈔
』（
大
正
六
年
六
月
、
啓
成
社
）
に
は
、『
井
上
文
雄
翁
家

集
』（
明
治
十
七
年
四
月
、
小
川
三
艸
）
よ
り
二
編
の
文
章
「
古
戦
場
」「
閑
居
」

を
収
め
る
。『
井
上
文
雄
翁
家
集
』
は
『
調
鶴
集
』
の
再
板
本
。

・
嵯
峨
正
作
編
『
大
日
本
人
名
辞
書
』（
明
治
十
九
年
四
月
、
経
済
雑
誌
社
） 

は
、「
井
上
文
雄
は
和
学
者
な
り
通
称
は
元
真
、
歌
堂
及
び
調
鶴
等
の
号
あ
り

（
続
江
戸
墓
所
一
覧
）」
と
、
簡
略
な
記
述
に
と
ゞ
ま
る
。『
続
江
戸
墓
所
一
覧
』

は
、
源
氏
樓
若
紫
編
。『
続
墓
所
一
覧
』『
江
戸
続
墓
所
一
覧
』
と
も
。

・「
東
京
十
五
区
内
の
名
所
旧
跡
神
社
仏
刹
官
省
会
社
学
校
病
院
其
他
古
墳
古

城
あ
ら
ゆ
る
有
名
な
る
所
」（
凡
例
）
を
網
羅
し
た
、
相
澤
朮
『
東
京
名
所
鑑
』

（
明
治
二
十
五
年
九
月
、
東
崖
堂
）
に
は
、
新
島
原
里
、
郵
便
電
信
局
、
竹
芝

浦
、
烏
森
神
社
、
月
岬
、
神
楽
坂
、
赤
城
神
社
、
小
石
川
を
詠
ん
だ
文
雄
の
歌

八
首
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
。
集
中
古
人
の
歌
は
、
蜂
屋
光
世
編
『
江
戸
名
所
和
歌

集
』、
大
久
保
忠
保
編
『
開
化
新
題
歌
集
』、
本
居
豊
穎
編
『
大
八
洲
歌
集
』、

佐
々
木
弘
綱
編
『
千
代
田
歌
集
』
等
よ
り
採
つ
た
と
凡
例
に
あ
る
。
著
者
相
澤

朮
は
文
雄
門
の
歌
人
で
あ
る
。

・
一
枚
刷
『
歌
俳
諧
短
冊
当
時
通
用
代
価
』（
明
治
二
十
九
年
六
月
、
秋
圃
蔵

版
）
は
、
徳
川
時
代
歌
人
俳
人
の
記
し
た
短
冊
の
当
時
に
於
る
値
段
を
記
し
た

も
の（
３
）。
文
雄
は
「
五
銭
」。
因
み
に
、
賀
茂
真
淵
三
円
五
十
銭
、
本
居
宣
長
二

円
五
十
銭
、
烏
丸
光
廣
五
十
銭
、
本
居
大
平
五
十
銭
、
小
澤
蘆
庵
五
十
銭
、
加

藤
千
蔭
五
十
銭
、
村
田
春
海
四
十
五
銭
、
と
続
く
。
荒
木
田
久
守
、
狂
歌
堂
嶋

人
が
文
雄
と
同
額
の
五
銭
で
あ
る
。

　
　
　
二
、
大
正
期

・
金
子
薫
園
「
井
上
文
雄
の
歌
」（『
歌
文
新
話
』
大
正
元
年
十
一
月
、
啓
成
社
）

は
、『
調
鶴
集
』
所
収
の
十
六
首
に
詳
細
な
鑑
賞
を
施
す
。
薫
園
の
文
雄
を
見

る
眼
差
し
は
実
に
温
か
い
。

・
明
治
記
念
会
編
『
明
治
記
念
写
真
帖
』（
大
正
三
年
六
月
、
山
陽
新
報
社
）
に

は
、
略
伝
が
掲
載
せ
ら
れ
る
も
、
忌
日
に
誤
り
（
十
一
月
十
七
日

0

0

0

）
が
あ
る
。

・
芳
賀
矢
一
編
『
日
本
人
名
辞
典
』（
大
正
三
年
九
月
、
大
倉
書
店
）「
文
雄
」

の
項
は
、
凡
例
に
「
記
述
は
極
め
て
簡
明
を
旨
と
し
た
」
と
あ
る
と
ほ
り
、
実

に
簡
潔
で
あ
る
。

・『
同
方
会
誌
』
第
四
十
二
（
大
正
五
年
八
月
）、
第
四
十
三
（
同
年
十
二
月
）、

第
四
十
四
（
大
正
六
年
九
月
）、
第
四
十
五
（
同
年
十
月
）
に
は
、『
諷
歌
新
聞
』

が
翻
刻
掲
載
せ
ら
れ
る
。「
新
聞
と
は
い
へ
ど
今
の
雑
誌
体
の
小
冊
子
」
と
解

題
に
あ
る
。

・
大
正
六
年
二
月
十
四
日
、
会
津
は
飯
盛
山
な
る
白
虎
隊
三
十
一
士
墓
所
の
奥

に
会
津
藩
士
で
あ
つ
た
書
家
山
内
昇
（
香
溪
）
に
よ
つ
て
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑

が
建
立
せ
ら
れ
た
。
碑
の
前
面
に
は
建
碑
の
由
来
が
誌
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
、

香
溪
が
明
治
元
年
十
月
三
日
、
黒
田
藩
兵
に
よ
り
逮
捕
、
翌
日
糺
問
所
に
拘
禁

せ
ら
れ
た
折
、
武
川
（
内
藤
）
信
臣
、
広
澤
安
任
、
覚
王
院
義
観
、
文
雄
、
草

野
御
牧
、
成
川
尚
義
が
同
所
に
を
り
、「
皆
知
己
な
れ
ば
合
作
し
て
密
か
に
」

一
幅
と
し
て
香
溪
に
贈
つ
て
呉
れ
、
そ
れ
を
「
お
も
ひ
出
の
記
念
」
と
し
て
石

面
に
刻
し
た
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
合
作
の
詩
歌
は
裏
面
に
刻
ま
れ
、
文
雄
の

一
首
は
「
長
閑
な
る
心
の
お
く
の
山
の
う
ち
に
命
を
の
ぶ
る
余
生
な
り
け
り
」

と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
文
雄
の
逮
捕
は
十
一
月
十
二
日
ゆ
ゑ
、
裏
面
に
「
明
治

紀
元
十
月

0

0

囚
中
諸
賢
為
我
友
山
内
雅
兄
書
云　

得
岳
又
識
」
と
あ
る
に
は
、
い

さ
ゝ
か
疑
問
が
残
る
。「
得
岳
」
は
広
澤
安
任
の
号
。
安
任
は
、
獄
中
時
を
回

顧
し
て
八
首
の
詩
を
詠
じ
『
囚
中
八
首
衍
義（
４
）』（
明
治
二
年
成
写
）
と
題
し
て

纏
め
て
を
り
、「
其
六
」
の
詩
に
「
…
…
上
野
僧
義
観
〈
覚
王
院
主
後
安
置
大

河
内
家
以
疾
卒
〉
亦
至
。
善
国
雅
者
井
上
文
雄
草
野
御
牧
〈
共
以
国
雅
頌
我
藩

故
見
執
真
可
憫
也
〉
等
亦
同
室
。
於
是
我
命
紙
筆
、
聊
効
雅
筵
。」
と
註
し
て

ゐ
る
。
安
任
、
義
観
、
文
雄
、
御
牧
等
で
詩
歌
の
会
を
催
し
た
と
あ
る
の
だ

が
、
正
確
な
日
付
は
特
定
し
得
な
い
。
な
ほ
、「
囚
中
八
首
」
に
は
「
悲
惨
極

ま
る
情
景
を
写
し
、
人
を
し
て
卒
読
に
忍
び
ざ
ら
し
む
る
も
の
が
あ
る
。」（
木

下
彪
『
明
治
詩
話
』
昭
和
十
八
年
九
月
、
文
中
堂
）
と
い
ふ
評
が
あ
る
。

・
佐
佐
木
信
綱
『
和
歌
名
所
め
ぐ
り
』（
大
正
八
年
十
一
月
、
博
文
館
）
は
、

恭
仁
京
址
、
淀
川
、
鳴
門
海
峡
を
詠
ん
だ
文
雄
の
歌
三
首
を
掲
載
す
る
。
江
戸

を
詠
ん
だ
歌
を
採
つ
て
ゐ
な
い
の
が
面
白
い
。

・
萩
野
和
庵
（
由
之
）「
学
者
の
伝
統
と
筆
迹
」（『
短
冊
』
三
号
、
大
正
十
年

六
月
）
は
、
師
弟
の
関
係
で
筆
蹟
が
相
近
似
し
て
ゆ
く
も
の
が
あ
る
と
い
ふ
論

考
で
あ
る
が
、
岸
本
由
豆
流
は
「
春
海
の
風
を
帯
び
て
ゐ
る
に
、
其
門
人
の
井

上
文
雄
、
文
雄
門
と
い
ふ
横
山
由
清
な
ど
は
遂
に
そ
れ
て
し
ま
つ
た
。」
と
、

文
雄
の
筆
蹟
が
師
の
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
な
か
つ
た
と
語
ら
れ
る
。

・
平
林
鳳
二
、
大
西
一
外
『
新
選
俳
諧
年
表
』（
大
正
十
二
年
十
二
月
、
書
画

珍
本
雑
誌
社
）
は
、「
文
亀
元
年
よ
り
大
正
十
二
年
に
至
る
四
百
十
三
年
間
に

於
け
る
著
名
の
俳
人
七
千
余
名
の
伝
記
、
事
蹟
、
著
書
、
其
他
の
事
柄
を
年
次

的
に
摘
抉
略
記
」（
凡
例
）
し
た
労
作
で
あ
る
が
、
歌
人
文
雄
も
立
項
せ
ら
れ

る
。
逝
い
た
日
を
明
治
四
年
十
一
月
十
七
日

0

0

0

と
す
る
は
、『
増
補
思
ひ
よ
る
日
』

の
記
事
に
拠
つ
た
か
。
正
し
く
は
十
八
日
。

　
　
　
三
、
昭
和
期
（
昭
和
二
十
年
迄
）

・
吉
野
作
造
編
『
明
治
文
化
全
集
第
十
八
巻
』（
昭
和
三
年
十
二
月
、
日
本
評

論
社
）
に
は
、
文
雄
と
門
人
草
野
御
牧
に
よ
る
徳
川
幕
府
讃
美
の
歌
三
十
首
を

収
め
た
『
諷
歌
新
聞
』
が
影
印
で
収
め
ら
れ
、
宮
武
外
骨
に
よ
る
解
題
が
附
さ

─ 3 ─ ─ 2 ─

成
蹊
人
文
研
究
　
第
三
十
号
（
二
〇
二
二
）

鈴
木
　
亮
　
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
四
）

・
大
正
六
年
二
月
十
四
日
、
会
津
は
飯
盛
山
な
る
白
虎
隊
三
十
一
士
墓
所
の
奥

に
会
津
藩
士
で
あ
つ
た
書
家
山
内
昇
（
香
溪
）
に
よ
つ
て
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑

が
建
立
せ
ら
れ
た
。
碑
の
前
面
に
は
建
碑
の
由
来
が
誌
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
、

香
溪
が
明
治
元
年
十
月
三
日
、
黒
田
藩
兵
に
よ
り
逮
捕
、
翌
日
糺
問
所
に
拘
禁

せ
ら
れ
た
折
、
武
川
（
内
藤
）
信
臣
、
広
澤
安
任
、
覚
王
院
義
観
、
文
雄
、
草

野
御
牧
、
成
川
尚
義
が
同
所
に
を
り
、「
皆
知
己
な
れ
ば
合
作
し
て
密
か
に
」

一
幅
と
し
て
香
溪
に
贈
つ
て
呉
れ
、
そ
れ
を
「
お
も
ひ
出
の
記
念
」
と
し
て
石

面
に
刻
し
た
と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
合
作
の
詩
歌
は
裏
面
に
刻
ま
れ
、
文
雄
の

一
首
は
「
長
閑
な
る
心
の
お
く
の
山
の
う
ち
に
命
を
の
ぶ
る
余
生
な
り
け
り
」

と
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
文
雄
の
逮
捕
は
十
一
月
十
二
日
ゆ
ゑ
、
裏
面
に
「
明
治

紀
元
十
月

0

0

囚
中
諸
賢
為
我
友
山
内
雅
兄
書
云　

得
岳
又
識
」
と
あ
る
に
は
、
い

さ
ゝ
か
疑
問
が
残
る
。「
得
岳
」
は
広
澤
安
任
の
号
。
安
任
は
、
獄
中
時
を
回

顧
し
て
八
首
の
詩
を
詠
じ
『
囚
中
八
首
衍
義（
４
）』（
明
治
二
年
成
写
）
と
題
し
て

纏
め
て
を
り
、「
其
六
」
の
詩
に
「
…
…
上
野
僧
義
観
〈
覚
王
院
主
後
安
置
大

河
内
家
以
疾
卒
〉
亦
至
。
善
国
雅
者
井
上
文
雄
草
野
御
牧
〈
共
以
国
雅
頌
我
藩

故
見
執
真
可
憫
也
〉
等
亦
同
室
。
於
是
我
命
紙
筆
、
聊
効
雅
筵
。」
と
註
し
て

ゐ
る
。
安
任
、
義
観
、
文
雄
、
御
牧
等
で
詩
歌
の
会
を
催
し
た
と
あ
る
の
だ

が
、
正
確
な
日
付
は
特
定
し
得
な
い
。
な
ほ
、「
囚
中
八
首
」
に
は
「
悲
惨
極

ま
る
情
景
を
写
し
、
人
を
し
て
卒
読
に
忍
び
ざ
ら
し
む
る
も
の
が
あ
る
。」（
木

下
彪
『
明
治
詩
話
』
昭
和
十
八
年
九
月
、
文
中
堂
）
と
い
ふ
評
が
あ
る
。

・「
中
学
校
・
師
範
学
校
並
に
高
等
女
学
校
の
補
助
読
本
」（
凡
例
）
た
る
、
小

原
要
逸
『
近
代
文
鈔
』（
大
正
六
年
六
月
、
啓
成
社
）
に
は
、『
井
上
文
雄
翁
家

集
』（
明
治
十
七
年
四
月
、
小
川
三
艸
）
よ
り
二
編
の
文
章
「
古
戦
場
」「
閑
居
」

を
収
め
る
。『
井
上
文
雄
翁
家
集
』
は
『
調
鶴
集
』
の
再
板
本
。

・
佐
佐
木
信
綱
『
和
歌
名
所
め
ぐ
り
』（
大
正
八
年
十
一
月
、
博
文
館
）
は
、

恭
仁
京
址
、
淀
川
、
鳴
門
海
峡
を
詠
ん
だ
文
雄
の
歌
三
首
を
掲
載
す
る
。
江
戸

を
詠
ん
だ
歌
を
採
つ
て
ゐ
な
い
の
が
面
白
い
。

・
萩
野
和
庵
（
由
之
）「
学
者
の
伝
統
と
筆
迹
」（『
短
冊
』
三
号
、
大
正
十
年

六
月
）
は
、
師
弟
の
関
係
で
筆
蹟
が
相
近
似
し
て
ゆ
く
も
の
が
あ
る
と
い
ふ
論

考
で
あ
る
が
、
岸
本
由
豆
流
は
「
春
海
の
風
を
帯
び
て
ゐ
る
に
、
其
門
人
の
井

上
文
雄
、
文
雄
門
と
い
ふ
横
山
由
清
な
ど
は
遂
に
そ
れ
て
し
ま
つ
た
。」
と
、

文
雄
の
筆
蹟
が
師
の
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
な
か
つ
た
と
語
ら
れ
る
。

・
平
林
鳳
二
、
大
西
一
外
『
新
選
俳
諧
年
表
』（
大
正
十
二
年
十
二
月
、
書
画

珍
本
雑
誌
社
）
は
、「
文
亀
元
年
よ
り
大
正
十
二
年
に
至
る
四
百
十
三
年
間
に

於
け
る
著
名
の
俳
人
七
千
余
名
の
伝
記
、
事
蹟
、
著
書
、
其
他
の
事
柄
を
年
次

的
に
摘
抉
略
記
」（
凡
例
）
し
た
労
作
で
あ
る
が
、
歌
人
文
雄
も
立
項
せ
ら
れ

る
。
逝
い
た
日
を
明
治
四
年
十
一
月
十
七
日

0

0

0

と
す
る
は
、『
増
補
思
ひ
よ
る
日
』

の
記
事
に
拠
つ
た
か
。
正
し
く
は
十
八
日
。



れ
る
（
署
名
は
「
廃
姓
外
骨
」）。
な
ほ
、
こ
の
解
題
、『
す
き
な
み
ち
第
一
篇
』

（
昭
和
二
年
十
一
月
、
半
狂
堂
）
所
収
「
諷
歌
新
聞
」
の
略
述
で
あ
る
。

・「
師
範
学
校
及
び
高
等
女
学
校
程
度
の
国
語
科
副
読
本
と
し
て
編
纂
」（
緒 

言
）
せ
ら
れ
た
、
木
枝
増
一
編
『
歴
代
和
歌
正
選
』（
昭
和
五
年
十
一
月
、
修

文
館
）
は
、
文
雄
の
詠
五
首
を
収
め
る
。
出
典
が
『
調
鶴
集
』
と
記
さ
れ
る
も
、

「
さ
え
と
ほ
る
獄ひ

と
や

の
夜
床
下
冷
え
て
寝
ら
れ
ぬ
も
の
を
雪
さ
へ
ぞ
降
る
」（
獄

中
に
て
）
は
、「
雪
ふ
り
け
る
夜
」
と
い
ふ
詞
書
で
『
調
鶴
集
二
編（
５
）』
に
収
録

せ
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。

・
正
岡
子
規
が
、
明
治
三
十
一
年
「
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
執
筆
の
た
め
に
写

し
お
い
た
家
集
撰
集
の
手
控
へ
『
和
歌
手
抄
』
は
、『
子
規
全
集
第
二
十
二
巻
』 

（
昭
和
六
年
十
一
月
、
改
造
社
）
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
源
俊
頼
『
散
木
弃
歌

集
』、
元
政
『
草
山
和
歌
集
』、
中
島
広
足
編
『
瓊
浦
集
』、
泉
円
『
鄙
佐
辺

（
マ
マ
）豆

理
』、
加
納
諸
平
『
柿
園
詠
草
』、
井
上
文
雄
編
『
摘
英
和
歌
集
』、
原
久
胤

『
五
十
槻
掻
葉
集
』、
井
上
文
雄
『
調
鶴
集
』、
橘
曙
覧
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』

と
い
ふ
九
点
を
収
録
す
る
が
、
子
規
自
筆
本
『〔
和
歌
手
抄
〕』（
国
立
国
会
図

書
館
所
蔵
）
に
は
、『
田
安
宗
武
卿
集
』
も
採
ら
れ
て
ゐ
る
。
子
規
は
、
文
雄

の
詠
を
「『
調
鶴
集
』
を
見
て
ま
た
失
望
す
。」（「
曙
覧
の
歌
」『
日
本
』
明
治

三
十
二
年
三
月
二
十
三
日
）
と
難
ず
る
一
方
で
、
少
な
か
ら
ず
関
心
を
寄
せ
て

は
ゐ
た
の
で
あ
る（
６
）。

・
藤
村
作
編
『
日
本
文
学
大
辞
典
第
一
巻
』（
昭
和
七
年
六
月
、
新
潮
社
）「
井

上
文
雄
」
の
項
は
窪
田
空
穂
の
執
筆
。
通
称
、
号
、
墓
所
、
著
書
、
歌
風
と
、

簡
に
し
て
要
を
得
た
記
述
で
あ
る
。

・『
諷
歌
新
聞
』
は
、
明
治
文
化
研
究
会
編
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
第
五
巻
』 

（
昭
和
十
年
二
月
、
大
誠
堂
）
に
於
て
は
翻
刻
し
た
も
の
が
収
録
せ
ら
れ
る
が
、

翻
字
が
正
確
で
な
い
の
が
欠
点
で
あ
る
。
解
題
は
宮
武
外
骨
（『
明
治
文
化
全

集
第
十
八
巻
』〈
昭
和
三
年
十
二
月
、
日
本
評
論
社
〉
と
同
一
の
も
の
）。

・
武
田
祐
吉
、
水
野
駒
雄
『
大
和
物
語
詳
解
』（
昭
和
十
一
年
五
月
、
湯
川
弘

文
社
）
冒
頭
に
置
か
れ
る
「
大
和
物
語
解
説
」（
水
野
駒
雄
執
筆
）
に
於
て
は
、

「
古
刊
本
中
の
主
な
る
も
の
に
就
い
て
略
述
す
る
」
と
し
、『
慶
安
本
大
和
物

語
』、
北
村
季
吟
『
大
和
物
語
抄
』、
賀
茂
真
淵
『
大
和
物
語
直
解
』、『
秋
成
本

大
和
物
語
』、
文
雄
『
冠
注
大
和
物
語
』
の
五
点
を
紹
介
す
る
。『
冠
注
大
和
物

語
』
に
就
て
は
、「
註
釈
は
適
確
を
旨
と
し
、
本
文
を
校
合
し
た
点
な
ど
は
注

目
す
べ
き
価
値
が
あ
る
。」
と
述
べ
る
。
な
ほ
、「
序
」
で
佐
佐
木
信
綱
は
「
自

分
は
曾
て
東
京
帝
国
大
学
に
中
世
和
歌
史
を
講
じ
て
を
つ
た
を
り
、
歌
物
語
の

一
と
し
て
大
和
物
語
を
考
へ
る
に
就
い
て
、
縣
居
翁
の
直
解
、
及
び
柯
堂
大
人

の
冠
注
を
参
考
に
し
」
た
と
語
る
。

・
片
桐
顕
智
は
、『
明
治
短
歌
史
論
』（
昭
和
十
四
年
十
二
月
、
人
文
書
院
）「
幕

末
歌
壇
と
明
治
和
歌
史
」
の
節
で
、
文
雄
に
就
て
「
桂
園
派
の
千
篇
一
律
の
余

弊
を
攻
撃
し
た
歌
論
」「
佐
佐
木
弘
綱
と
の
交
渉
」
と
い
ふ
二
点
に
注
目
す
べ

き
で
あ
る
と
書
い
て
ゐ
る
。

・
小
泉
苳
三
『
近
代
短
歌
の
性
格
』（
昭
和
十
五
年
九
月
、
萬
理
閣
）
に
於
て 

は
、「
明
治
短
歌
史
の
幕
は
幕
末
志
士
歌
集
の
板
行
に
よ
つ
て
切
つ
て
落
さ
れ

た
と
も
い
へ
な
く
は
な
い
。
且
そ
の
反
面
に
は
、
井
上
文
雄
の
諷
歌
新
聞
の
如

き
も
の
さ
へ
出
で
て
、
そ
の
現
実
的
思
考
―
―
諷
歌
新
聞
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
新
政
府
へ
の
批
判
と
徳
川
幕
府
へ
の
追
慕
―
―
の
た
め
に
、
明
治
文
学
史

上
最
初
の
筆
禍
を
買
ふ
に
到
つ
た
り
し
て
ゐ
る
。」
と
『
諷
歌
新
聞
』
が
「
文
学

史
上
に
特
殊
の
地
位
を
占
む
べ
き
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

・
佐
佐
木
信
綱
『
和
歌
初
学
』（
昭
和
十
六
年
九
月
、
人
文
書
院
）
は
、
和
歌

に
志
す
人
へ
の
入
門
書
。「
初
学
の
人
に
」
の
章
に
於
て
、
文
雄
の
詠
三
首
が

簡
単
な
解
説
と
共
に
紹
介
せ
ら
れ
る
。『
調
鶴
集
』
よ
り
一
首
、『
調
鶴
集
二

編
』
よ
り
一
首
、
出
典
未
詳
一
首
と
い
ふ
内
訳
で
あ
る
（
出
典
に
就
て
明
記
は

せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
）。

・
森
敬
三
に
よ
つ
て
「
高
等
学
校
、
大
学
予
科
、
高
等
専
門
諸
学
校
並
び
に 

師
範
学
校
専
攻
科
、
高
等
女
学
校
専
攻
科
高
等
科
、
等
の
教
科
書
用
に
編
纂
」 

（
は
し
が
き
）
せ
ら
れ
た
『
近
世
名
歌
新
選
・
幕
末
勤
皇
名
歌
選
』（
昭
和
十
六

年
九
月
、
東
京
武
蔵
野
書
院
）
は
、
文
雄
の
詠
十
四
首
を
掲
載
す
る
（『
調
鶴

集
』
よ
り
十
二
首
、『
調
鶴
集
二
編
』
よ
り
一
首
、
出
典
未
詳
一
首
。
こ
ち
ら

も
出
典
に
就
て
の
記
載
は
な
い
）。

・
藤
田
徳
太
郎
『
古
典
の
歴
史
』（
昭
和
十
六
年
十
一
月
、
モ
ダ
ン
日
本
社
） 

は
、「
近
世
和
歌
史
概
説
」
の
節
で
、「
自
由
の
歌
風
を
理
想
と
す
る
」
文
雄
を
、

「
縣
門
派
で
も
な
く
、
桂
園
派
で
も
な
く
、
自
由
に
表
現
し
た
い
と
い
ふ
欲
求
」

を
持
つ
て
ゐ
た
歌
人
で
あ
つ
た
と
説
く
。

・
佐
佐
木
信
綱
「
江
戸
派
末
期
の
諸
歌
人
」（『
鶯
』
三
巻
六
号
、
昭
和
十
七
年

六
月
、
那
木
の
葉
会
）
は
、『
近
世
和
歌
史
』（
大
正
十
二
年
一
月
、
博
文
館
）

と
同
内
容
の
記
述
。

・
山
本
嘉
将
『
香
川
景
樹
論
』（
昭
和
十
七
年
十
二
月
、
育
英
書
院
）
の
「
第

八
章　

景
樹
と
後
世
歌
壇
」
に
於
て
は
、
文
雄
の
『
摘
英
集
』
附
言
に
書
か
れ

て
ゐ
る
「
賀
茂
真
淵
が
歌
は
う
た
ふ
も
の
ゆ
え
し
ら
べ
を
専
ら
心
す
べ
し
と
い

へ
る
は
ひ
が
ご
と
也
。
香
川
景
樹
が
調
べ
は
天
地
の
な
し
の
ま
に
ま
に
て
、
う

た
ひ
出
る
則
ち
な
る
物
ぞ
と
い
へ
る
な
む
よ
ろ
し
か
り
け
る（
７
）」
を
引
き
、「
景

樹
歌
論
の
影
響
が
充
分
に
見
ら
れ
る
と
思
ふ
。」
と
結
論
づ
け
る
。
本
論
考
こ

そ
、
文
雄
を
「
景
樹
歌
論
を
発
展
せ
し
め
た
」
歌
人
と
見
た
嚆
矢
で
あ
ら
う
。

　
　
　
四
、
昭
和
期
（
昭
和
二
十
年
以
降
）

・
山
本
文
雄
『
日
本
新
聞
史
』（
昭
和
二
十
三
年
九
月
、
国
際
出
版
）
に
は
、「
明

治
元
年
（
一
八
六
八
年
）…
…
閏
四
月
、「
諷
歌
新
聞
」
の
井
上
文
雄
、
大
神

（
草
野
）
御
牧
の
両
人
が
逮
捕
」
と
い
ふ
記
述
が
あ
る
の
だ
が
、
文
雄
、
御
牧

が
逮
捕
せ
ら
れ
た
の
は
明
治
元
年
十
一
月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。

・
黒
岩
一
郎
『
近
世
近
代
秀
歌
選
』（
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
、
武
蔵
野
書
院
）

も
「
高
等
学
校
に
お
け
る
国
語
科
副
教
材
、
又
は
大
学
教
養
課
程
の
教
科
書
と

し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。」（
例
言
）。
文
雄
は
『
調
鶴
集
』
よ
り
八
首
が

採
ら
れ
て
ゐ
る
。「
播
磨
が
た
瀬
戸
の
し
ほ
瀬
の
霧
は
れ
て
月
に
ち
ひ
さ
き
淡

路
島
山
」（
月
前
遠
島
）
を
引
く
の
は
、
著
者
の
郷
土
愛
に
よ
る
も
の
で
あ
ら

う
。
黒
岩
一
郎
は
姫
路
市
出
身
。
旧
制
姫
路
高
等
学
校
教
授
、
神
戸
大
学
教
授

を
歴
任
し
た
。

・
丸
山
季
夫
「
三
村
翁
の
詩
其
他
」（『
典
籍
』
第
九
冊
、
昭
和
二
十
八
年
十
一

月
→
『
国
学
史
上
の
人
々
』
昭
和
五
十
四
年
七
月
、
丸
山
隆
）
で
は
、『
色
川

─ 5 ─ ─ 4 ─

成
蹊
人
文
研
究
　
第
三
十
号
（
二
〇
二
二
）

鈴
木
　
亮
　
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
四
）



れ
る
（
署
名
は
「
廃
姓
外
骨
」）。
な
ほ
、
こ
の
解
題
、『
す
き
な
み
ち
第
一
篇
』

（
昭
和
二
年
十
一
月
、
半
狂
堂
）
所
収
「
諷
歌
新
聞
」
の
略
述
で
あ
る
。

・「
師
範
学
校
及
び
高
等
女
学
校
程
度
の
国
語
科
副
読
本
と
し
て
編
纂
」（
緒 

言
）
せ
ら
れ
た
、
木
枝
増
一
編
『
歴
代
和
歌
正
選
』（
昭
和
五
年
十
一
月
、
修

文
館
）
は
、
文
雄
の
詠
五
首
を
収
め
る
。
出
典
が
『
調
鶴
集
』
と
記
さ
れ
る
も
、

「
さ
え
と
ほ
る
獄ひ

と
や

の
夜
床
下
冷
え
て
寝
ら
れ
ぬ
も
の
を
雪
さ
へ
ぞ
降
る
」（
獄

中
に
て
）
は
、「
雪
ふ
り
け
る
夜
」
と
い
ふ
詞
書
で
『
調
鶴
集
二
編（
５
）』
に
収
録

せ
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。

・
正
岡
子
規
が
、
明
治
三
十
一
年
「
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
執
筆
の
た
め
に
写

し
お
い
た
家
集
撰
集
の
手
控
へ
『
和
歌
手
抄
』
は
、『
子
規
全
集
第
二
十
二
巻
』 

（
昭
和
六
年
十
一
月
、
改
造
社
）
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
源
俊
頼
『
散
木
弃
歌

集
』、
元
政
『
草
山
和
歌
集
』、
中
島
広
足
編
『
瓊
浦
集
』、
泉
円
『
鄙
佐
辺

（
マ
マ
）豆

理
』、
加
納
諸
平
『
柿
園
詠
草
』、
井
上
文
雄
編
『
摘
英
和
歌
集
』、
原
久
胤

『
五
十
槻
掻
葉
集
』、
井
上
文
雄
『
調
鶴
集
』、
橘
曙
覧
『
志
濃
夫
廼
舎
歌
集
』

と
い
ふ
九
点
を
収
録
す
る
が
、
子
規
自
筆
本
『〔
和
歌
手
抄
〕』（
国
立
国
会
図

書
館
所
蔵
）
に
は
、『
田
安
宗
武
卿
集
』
も
採
ら
れ
て
ゐ
る
。
子
規
は
、
文
雄

の
詠
を
「『
調
鶴
集
』
を
見
て
ま
た
失
望
す
。」（「
曙
覧
の
歌
」『
日
本
』
明
治

三
十
二
年
三
月
二
十
三
日
）
と
難
ず
る
一
方
で
、
少
な
か
ら
ず
関
心
を
寄
せ
て

は
ゐ
た
の
で
あ
る（
６
）。

・
藤
村
作
編
『
日
本
文
学
大
辞
典
第
一
巻
』（
昭
和
七
年
六
月
、
新
潮
社
）「
井

上
文
雄
」
の
項
は
窪
田
空
穂
の
執
筆
。
通
称
、
号
、
墓
所
、
著
書
、
歌
風
と
、

簡
に
し
て
要
を
得
た
記
述
で
あ
る
。

・『
諷
歌
新
聞
』
は
、
明
治
文
化
研
究
会
編
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
第
五
巻
』 

（
昭
和
十
年
二
月
、
大
誠
堂
）
に
於
て
は
翻
刻
し
た
も
の
が
収
録
せ
ら
れ
る
が
、

翻
字
が
正
確
で
な
い
の
が
欠
点
で
あ
る
。
解
題
は
宮
武
外
骨
（『
明
治
文
化
全

集
第
十
八
巻
』〈
昭
和
三
年
十
二
月
、
日
本
評
論
社
〉
と
同
一
の
も
の
）。

・
武
田
祐
吉
、
水
野
駒
雄
『
大
和
物
語
詳
解
』（
昭
和
十
一
年
五
月
、
湯
川
弘

文
社
）
冒
頭
に
置
か
れ
る
「
大
和
物
語
解
説
」（
水
野
駒
雄
執
筆
）
に
於
て
は
、

「
古
刊
本
中
の
主
な
る
も
の
に
就
い
て
略
述
す
る
」
と
し
、『
慶
安
本
大
和
物

語
』、
北
村
季
吟
『
大
和
物
語
抄
』、
賀
茂
真
淵
『
大
和
物
語
直
解
』、『
秋
成
本

大
和
物
語
』、
文
雄
『
冠
注
大
和
物
語
』
の
五
点
を
紹
介
す
る
。『
冠
注
大
和
物

語
』
に
就
て
は
、「
註
釈
は
適
確
を
旨
と
し
、
本
文
を
校
合
し
た
点
な
ど
は
注

目
す
べ
き
価
値
が
あ
る
。」
と
述
べ
る
。
な
ほ
、「
序
」
で
佐
佐
木
信
綱
は
「
自

分
は
曾
て
東
京
帝
国
大
学
に
中
世
和
歌
史
を
講
じ
て
を
つ
た
を
り
、
歌
物
語
の

一
と
し
て
大
和
物
語
を
考
へ
る
に
就
い
て
、
縣
居
翁
の
直
解
、
及
び
柯
堂
大
人

の
冠
注
を
参
考
に
し
」
た
と
語
る
。

・
片
桐
顕
智
は
、『
明
治
短
歌
史
論
』（
昭
和
十
四
年
十
二
月
、
人
文
書
院
）「
幕

末
歌
壇
と
明
治
和
歌
史
」
の
節
で
、
文
雄
に
就
て
「
桂
園
派
の
千
篇
一
律
の
余

弊
を
攻
撃
し
た
歌
論
」「
佐
佐
木
弘
綱
と
の
交
渉
」
と
い
ふ
二
点
に
注
目
す
べ

き
で
あ
る
と
書
い
て
ゐ
る
。

・
小
泉
苳
三
『
近
代
短
歌
の
性
格
』（
昭
和
十
五
年
九
月
、
萬
理
閣
）
に
於
て 

は
、「
明
治
短
歌
史
の
幕
は
幕
末
志
士
歌
集
の
板
行
に
よ
つ
て
切
つ
て
落
さ
れ

た
と
も
い
へ
な
く
は
な
い
。
且
そ
の
反
面
に
は
、
井
上
文
雄
の
諷
歌
新
聞
の
如

き
も
の
さ
へ
出
で
て
、
そ
の
現
実
的
思
考
―
―
諷
歌
新
聞
の
場
合
に
あ
つ
て

は
、
新
政
府
へ
の
批
判
と
徳
川
幕
府
へ
の
追
慕
―
―
の
た
め
に
、
明
治
文
学
史

上
最
初
の
筆
禍
を
買
ふ
に
到
つ
た
り
し
て
ゐ
る
。」
と
『
諷
歌
新
聞
』
が
「
文
学

史
上
に
特
殊
の
地
位
を
占
む
べ
き
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

・
佐
佐
木
信
綱
『
和
歌
初
学
』（
昭
和
十
六
年
九
月
、
人
文
書
院
）
は
、
和
歌

に
志
す
人
へ
の
入
門
書
。「
初
学
の
人
に
」
の
章
に
於
て
、
文
雄
の
詠
三
首
が

簡
単
な
解
説
と
共
に
紹
介
せ
ら
れ
る
。『
調
鶴
集
』
よ
り
一
首
、『
調
鶴
集
二

編
』
よ
り
一
首
、
出
典
未
詳
一
首
と
い
ふ
内
訳
で
あ
る
（
出
典
に
就
て
明
記
は

せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
）。

・
森
敬
三
に
よ
つ
て
「
高
等
学
校
、
大
学
予
科
、
高
等
専
門
諸
学
校
並
び
に 

師
範
学
校
専
攻
科
、
高
等
女
学
校
専
攻
科
高
等
科
、
等
の
教
科
書
用
に
編
纂
」 

（
は
し
が
き
）
せ
ら
れ
た
『
近
世
名
歌
新
選
・
幕
末
勤
皇
名
歌
選
』（
昭
和
十
六

年
九
月
、
東
京
武
蔵
野
書
院
）
は
、
文
雄
の
詠
十
四
首
を
掲
載
す
る
（『
調
鶴

集
』
よ
り
十
二
首
、『
調
鶴
集
二
編
』
よ
り
一
首
、
出
典
未
詳
一
首
。
こ
ち
ら

も
出
典
に
就
て
の
記
載
は
な
い
）。

・
藤
田
徳
太
郎
『
古
典
の
歴
史
』（
昭
和
十
六
年
十
一
月
、
モ
ダ
ン
日
本
社
） 

は
、「
近
世
和
歌
史
概
説
」
の
節
で
、「
自
由
の
歌
風
を
理
想
と
す
る
」
文
雄
を
、

「
縣
門
派
で
も
な
く
、
桂
園
派
で
も
な
く
、
自
由
に
表
現
し
た
い
と
い
ふ
欲
求
」

を
持
つ
て
ゐ
た
歌
人
で
あ
つ
た
と
説
く
。

・
佐
佐
木
信
綱
「
江
戸
派
末
期
の
諸
歌
人
」（『
鶯
』
三
巻
六
号
、
昭
和
十
七
年

六
月
、
那
木
の
葉
会
）
は
、『
近
世
和
歌
史
』（
大
正
十
二
年
一
月
、
博
文
館
）

と
同
内
容
の
記
述
。

・
山
本
嘉
将
『
香
川
景
樹
論
』（
昭
和
十
七
年
十
二
月
、
育
英
書
院
）
の
「
第

八
章　

景
樹
と
後
世
歌
壇
」
に
於
て
は
、
文
雄
の
『
摘
英
集
』
附
言
に
書
か
れ

て
ゐ
る
「
賀
茂
真
淵
が
歌
は
う
た
ふ
も
の
ゆ
え
し
ら
べ
を
専
ら
心
す
べ
し
と
い

へ
る
は
ひ
が
ご
と
也
。
香
川
景
樹
が
調
べ
は
天
地
の
な
し
の
ま
に
ま
に
て
、
う

た
ひ
出
る
則
ち
な
る
物
ぞ
と
い
へ
る
な
む
よ
ろ
し
か
り
け
る（
７
）」
を
引
き
、「
景

樹
歌
論
の
影
響
が
充
分
に
見
ら
れ
る
と
思
ふ
。」
と
結
論
づ
け
る
。
本
論
考
こ

そ
、
文
雄
を
「
景
樹
歌
論
を
発
展
せ
し
め
た
」
歌
人
と
見
た
嚆
矢
で
あ
ら
う
。

　
　
　
四
、
昭
和
期
（
昭
和
二
十
年
以
降
）

・
山
本
文
雄
『
日
本
新
聞
史
』（
昭
和
二
十
三
年
九
月
、
国
際
出
版
）
に
は
、「
明

治
元
年
（
一
八
六
八
年
）…
…
閏
四
月
、「
諷
歌
新
聞
」
の
井
上
文
雄
、
大
神

（
草
野
）
御
牧
の
両
人
が
逮
捕
」
と
い
ふ
記
述
が
あ
る
の
だ
が
、
文
雄
、
御
牧

が
逮
捕
せ
ら
れ
た
の
は
明
治
元
年
十
一
月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。

・
黒
岩
一
郎
『
近
世
近
代
秀
歌
選
』（
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
、
武
蔵
野
書
院
）

も
「
高
等
学
校
に
お
け
る
国
語
科
副
教
材
、
又
は
大
学
教
養
課
程
の
教
科
書
と

し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。」（
例
言
）。
文
雄
は
『
調
鶴
集
』
よ
り
八
首
が

採
ら
れ
て
ゐ
る
。「
播
磨
が
た
瀬
戸
の
し
ほ
瀬
の
霧
は
れ
て
月
に
ち
ひ
さ
き
淡

路
島
山
」（
月
前
遠
島
）
を
引
く
の
は
、
著
者
の
郷
土
愛
に
よ
る
も
の
で
あ
ら

う
。
黒
岩
一
郎
は
姫
路
市
出
身
。
旧
制
姫
路
高
等
学
校
教
授
、
神
戸
大
学
教
授

を
歴
任
し
た
。

・
丸
山
季
夫
「
三
村
翁
の
詩
其
他
」（『
典
籍
』
第
九
冊
、
昭
和
二
十
八
年
十
一

月
→
『
国
学
史
上
の
人
々
』
昭
和
五
十
四
年
七
月
、
丸
山
隆
）
で
は
、『
色
川
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三
中
来
翰
帖
』
よ
り
伊
能
穎
則
の
書
翰
「
井
上
文
雄
は
浮
薄
第
一
の
人
な
り
」

が
引
か
れ
る
。「
何
れ
全
文
を
御
目
に
か
け
る
事
と
す
る
」
と
あ
る
通
り
、
こ

の
『
来
翰
帖
』
の
記
事
を
増
補
し
て
「
幕
末
国
文
学
界
の
ゴ
シ
ッ
プ
」（『
日
本

歴
史
』
七
十
一
号
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
→
『
国
学
史
上
の
人
々
』）
が
成
つ

た
。「
三
村
翁
の
詩
其
他
」
末
尾
に
は
、
渡
辺
刀
水
書
入
本
『
国
学
者
伝
記
集

成
』
に
「
文
雄
の
娘
」
と
題
す
る
三
村
竹
清
の
「
附
記
」
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
、

と
あ
る
。
こ
の
「
附
記
」
は
、
三
村
竹
清
「
永
阪
或
斎
先
生
」（『
書
菀
』
六
巻

六
～
七
号
、
昭
和
十
七
年
六
～
七
月
→
『
三
村
竹
清
集
六
』
昭
和
五
十
九
年
八

月
、
青
裳
堂
書
店
）
を
略
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
上
田
秋
成
の
仮
名
遣
書
『
霊
語
通
』
の
受
容
を
説
い
た
、
江
湖
山
恒
明
『
新
・

か
な
づ
か
い
論
』（
昭
和
三
十
五
年
十
月
、
牧
書
店
）「
第
五
章　

異
流
か
な
づ

か
い
」
で
は
、「
量
の
点
で
は
、
井
上
文
雄
が
『
仮
名

（
マ
マ
）一

新
』
で
秋
成
の
主
張

を
祖
述
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
、
ま
こ
と
に
微
々
た
る
勢
力
で
あ
っ
た
」
と

指
摘
せ
ら
れ
る
。「
異
流
か
な
づ
か
い
」
は
、
木
枝
増
一
『
仮
名
遣
研
究
史
』（
昭

和
八
年
六
月
、
賛
精
社
）
の
記
述
（「
異
流
仮
名
遣
」）
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
。

・
西
田
長
寿
『
明
治
時
代
の
新
聞
と
雑
誌
』（
昭
和
三
十
六
年
八
月
、
至
文
堂
）

「
第
二
章
第
一
節　

明
治
元
年
の
新
聞
」
に
於
て
は
、『
諷
歌
新
聞
』
一
件
が
紹

介
せ
ら
れ
る
。

・
佐
佐
木
幸
綱
「
旧
派
と
新
派
の
交
替
期
」（『
短
歌
』
十
四
巻
八
号
、
昭
和

四
十
二
年
八
月
）
で
は
、「
明
治
初
期
に
な
る
と
…
…
江
戸
派
は
、
井
上
文
雄

の
死
に
よ
っ
て
事
実
上
消
滅
し
か
か
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
江
戸
期
に
あ
っ
た

「
派
」
の
対
立
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。」
と

語
ら
れ
る
。

・
島
田
修
二
「『
諷
歌
新
聞
』
以
降
―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
み
た
短
歌
の

一
〇
〇
年
―
」（『
短
歌
』
十
四
巻
九
号
、
昭
和
四
十
二
年
九
月
）
は
、『
諷
歌

新
聞
』
を
論
じ
た
数
少
な
い
論
考
で
あ
る
。
島
田
は
言
ふ
「
こ
の
歌
集
は
、
と

に
か
く
「
新
聞
」
と
名
付
け
ら
れ
た
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
創
作
」
で
あ
る
、
と
。

そ
し
て
文
雄
を
「
一
首
一
首
に
批
判
を
こ
め
、
身
を
賭
し
て
作
品
を
世
に
送
っ

て
い
た
抵
抗
歌
人
」
と
評
し
て
ゐ
る
。 

・
和
歌
文
学
会
編
『
和
歌
文
学
講
座
第
二
巻　

和
歌
史
・
歌
論
史
』（
昭
和

四
十
四
年
七
月
、
桜
楓
社
）
に
収
録
せ
ら
れ
る
伊
藤
嘉
夫
「
和
歌
史　

近
世
」

は
、
文
雄
に
就
て
「
歌
に
対
す
る
一
家
の
見
識
を
も
ち
、
桂
園
派
の
平
弱
を
攻

撃
し
個
性
の
発
揮
と
用
語
の
自
由
を
唱
道
し
た
」
と
評
す
る
。
同
書
所
収
、
内

野
吾
郎
「
歌
論
史　

近
世
」（
→
内
野
吾
郎
『
文
芸
学
史
の
方
法
―
国
学
史
の

再
検
討
―
』
昭
和
四
十
九
年
六
月
、
桜
楓
社
）
で
は
、
江
戸
派
の
末
流
に
木
村

定
良
、
中
島
広
足
、
清
水
浜
臣
、
松
平
定
信
、
文
雄
を
挙
げ
、「
秀
れ
た
歌
人
」

と
認
め
る
も
の
ゝ
、「
歌
論
上
の
業
績
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。」
と
歌
論
に
関

し
て
は
低
評
価
で
あ
る
。

・
記
紀
歌
謡
か
ら
徳
川
時
代
ま
で
の
秀
歌
千
首
余
を
収
録
す
る
、
窪
田
章
一

郎
、
藤
平
春
男
、
山
路
平
四
郎
編
『
和
歌
鑑
賞
辞
典
』（
昭
和
四
十
五
年
二
月
、

東
京
堂
出
版
）
は
、『
調
鶴
集
』
よ
り
三
首
を
引
き
鑑
賞
（
藤
平
春
男
執
筆
）

を
附
す
。

・
和
歌
文
学
会
編
『
和
歌
文
学
講
座
第
十
一
巻　
秀
歌
鑑
賞
Ⅱ
』（
昭
和
四
十
五

年
五
月
、
桜
楓
社
）
も
、『
調
鶴
集
』
よ
り
三
首
を
引
く
。
鑑
賞
文
は
、
池
田
勉

の
執
筆
に
よ
る
。

・
太
田
青
丘
「
近
代
短
歌
史
論
序
説
―
近
代
短
歌
と
新
体
詩
㈠
」（『
潮
音
』

五
十
六
巻
十
一
号
、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
→
『
短
歌
と
人
生
』
昭
和
五
十
四

年
七
月
、
東
京
堂
出
版
）
で
は
、
八
田
知
紀
、
税
所
敦
子
、
文
雄
、
岩
倉
具
視
、

入
江
為
守
、
高
崎
正
風
、
阪
正
臣
を
「
明
治
の
旧
派
を
代
表
す
る
人
々
」
と
記

し
て
ゐ
る
。
文
雄
は
「
を
と
め
子
が
物
は
ぢ
し
た
る
お
も
か
げ
に
匂
ひ
い
で
た

る
八
重
ざ
く
ら
哉
」（
調
鶴
集
・
八
重
桜
）
の
一
首
が
引
か
れ
る
。

・
会
津
郷
土
研
究
会
編
『
会
津
ふ
る
さ
と
散
歩
』（
昭
和
五
十
三
年
五
月
、
歴

史
春
秋
社
）
に
は
、
山
内
香
溪
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑
が
紹
介
せ
ら
れ
る
も
、
文

雄
に
就
て
「
京
の
歌
人
」、「
投
獄
さ
れ
た
の
も
八
月
」
と
そ
の
記
述
に
誤
り
が

あ
る
。

・
日
本
歴
史
学
会
編
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』（
昭
和
五
十
六
年
九
月
、
吉
川

弘
文
館
）
の
文
雄
の
項
に
於
て
、「
江
戸
明
治
初
期
歌
壇
の
殿
将
と
い
わ
れ
て

い
る
。」
と
あ
る
は
、
佐
佐
木
信
綱
言
ふ
と
こ
ろ
の
「
江
戸
派
の
殿
将
と
し
て
幕

末
の
歌
壇
に
光
を
放
つ
た
」（『
近
世
和
歌
史
』
大
正
十
二
年
一
月
、
博
文
館
）

に
拠
つ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
文
雄
は
明
治
四
年
に
逝
い
て
を
り
、「
明
治
初
期
」

の
殿し

ん
が
り将

と
す
る
に
は
、
多
少
無
理
が
あ
ら
う
。
参
考
文
献
に
挙
が
る
「
小
学

0

0

小

伝
」
は
「
古
学
」
の
誤
り
。

・
星
勝
『
会
津
文
学
碑
散
歩
』（
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
、
会
津
文
化
財
調
査

研
究
会
→
増
補
平
成
三
年
一
月
）
に
も
、
山
内
香
溪
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑
が
紹

介
せ
ら
れ
る
。
文
雄
の
略
伝
も
記
さ
れ
、「
清
新
な
歌
風
で
、
後
の
新
派
和
歌

に
先
行
す
る
歌
も
多
い
。」
と
の
評
が
あ
る
。

・
福
井
貞
助
編
『
日
本
古
典
文
学
評
論
史
』（
昭
和
六
十
年
四
月
、
桜
楓
社
）
所

収
「
詩
歌
編
２　

近
世
歌
論
」
は
井
上
豊
の
執
筆
。
文
雄
の
歌
学
思
想
を
村
田

春
海
、
小
澤
蘆
庵
、
香
川
景
樹
の
影
響
を
受
け
「
諸
説
が
合
流
し
て
い
」
る
と

説
く
。「
歌
学
説
は
、『
摘
英
集
』（
安
政
三
年
序
）
や
『
伊
勢
の
家
づ
と
』（
三

巻
、
安
政
五
年
～
元
治
元
年
刊
）、『
道
の
さ
き
は
ひ
』（
文
久
四
年
成
る
）、『
老

の
く
り
言
』（
明
治
二
年
成
る
）
等
に
見
え
る
。」
と
て
し
て
ゐ
る
が
、『
老
の

く
り
ご
と
』
は
家
集
で
あ
る
。

・
浅
野
三
平
「
上
田
秋
成
の
国
語
研
究
」（『
国
文
目
白
』
二
十
五
号
、
昭
和

六
十
一
年
二
月
→
『
近
世
国
学
論
攷
』
平
成
十
一
年
十
一
月
、
翰
林
書
房
）
で

は
、
秋
成
『
霊
語
通
』
の
国
語
学
史
上
に
於
る
位
置
を
述
べ
て
ゆ
く
中
で
、
秋

成
の
説
を
是
と
す
る
文
雄
の
『
仮
字
一
新
』『
続
霊
語
通
』
が
紹
介
せ
ら
れ
る
。

『
近
世
国
学
論
攷
』
が
刊
行
せ
ら
れ
た
平
成
十
一
年
の
時
点
で
は
、
こ
の
二
冊

所
在
が
不
明
で
あ
つ
た（
８
）が
、『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
は
記
載
が
あ
る
た
め
、

文
雄
が
「
秋
成
の
『
霊
語
通
』
を
、
大
変
買
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。」

と
述
べ
て
ゐ
る
。

・
歌
人
俳
人
の
短
冊
（
筆
蹟
）
研
究
に
は
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
、
中
野
荘
次
編

『
和
歌
俳
諧
人
名
辞
書
』（
昭
和
六
十
一
年
八
月
、
臨
川
書
店
）
に
は
、
文
雄
短

冊
の
影
印
を
収
め
た
文
献
が
紹
介
せ
ら
れ
る
。

・
北
根
豊
編
『
編
年
複
製
版
日
本
初
期
新
聞
全
集
13
』（
昭
和
六
十
三
年
八
月
、

ぺ
り
か
ん
社
）
は
、『
諷
歌
新
聞
』
を
影
印
で
収
め
る
。「
全
丁
悉
皆
、
幕
府
の

崩
壊
を
悲
哀
し
、
官
軍
の
跋
扈
に
切
歯
扼
腕
す
る
断
腸
の
歌
で
占
め
ら
れ
て
い

る
。」
と
北
根
は
解
題
で
述
べ
る
。

─ 7 ─ ─ 6 ─

成
蹊
人
文
研
究
　
第
三
十
号
（
二
〇
二
二
）

鈴
木
　
亮
　
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
四
）



三
中
来
翰
帖
』
よ
り
伊
能
穎
則
の
書
翰
「
井
上
文
雄
は
浮
薄
第
一
の
人
な
り
」

が
引
か
れ
る
。「
何
れ
全
文
を
御
目
に
か
け
る
事
と
す
る
」
と
あ
る
通
り
、
こ

の
『
来
翰
帖
』
の
記
事
を
増
補
し
て
「
幕
末
国
文
学
界
の
ゴ
シ
ッ
プ
」（『
日
本

歴
史
』
七
十
一
号
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
→
『
国
学
史
上
の
人
々
』）
が
成
つ

た
。「
三
村
翁
の
詩
其
他
」
末
尾
に
は
、
渡
辺
刀
水
書
入
本
『
国
学
者
伝
記
集

成
』
に
「
文
雄
の
娘
」
と
題
す
る
三
村
竹
清
の
「
附
記
」
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
、

と
あ
る
。
こ
の
「
附
記
」
は
、
三
村
竹
清
「
永
阪
或
斎
先
生
」（『
書
菀
』
六
巻

六
～
七
号
、
昭
和
十
七
年
六
～
七
月
→
『
三
村
竹
清
集
六
』
昭
和
五
十
九
年
八

月
、
青
裳
堂
書
店
）
を
略
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
上
田
秋
成
の
仮
名
遣
書
『
霊
語
通
』
の
受
容
を
説
い
た
、
江
湖
山
恒
明
『
新
・

か
な
づ
か
い
論
』（
昭
和
三
十
五
年
十
月
、
牧
書
店
）「
第
五
章　

異
流
か
な
づ

か
い
」
で
は
、「
量
の
点
で
は
、
井
上
文
雄
が
『
仮
名

（
マ
マ
）一

新
』
で
秋
成
の
主
張

を
祖
述
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
、
ま
こ
と
に
微
々
た
る
勢
力
で
あ
っ
た
」
と

指
摘
せ
ら
れ
る
。「
異
流
か
な
づ
か
い
」
は
、
木
枝
増
一
『
仮
名
遣
研
究
史
』（
昭

和
八
年
六
月
、
賛
精
社
）
の
記
述
（「
異
流
仮
名
遣
」）
を
踏
襲
し
て
ゐ
る
。

・
西
田
長
寿
『
明
治
時
代
の
新
聞
と
雑
誌
』（
昭
和
三
十
六
年
八
月
、
至
文
堂
）

「
第
二
章
第
一
節　

明
治
元
年
の
新
聞
」
に
於
て
は
、『
諷
歌
新
聞
』
一
件
が
紹

介
せ
ら
れ
る
。

・
佐
佐
木
幸
綱
「
旧
派
と
新
派
の
交
替
期
」（『
短
歌
』
十
四
巻
八
号
、
昭
和

四
十
二
年
八
月
）
で
は
、「
明
治
初
期
に
な
る
と
…
…
江
戸
派
は
、
井
上
文
雄

の
死
に
よ
っ
て
事
実
上
消
滅
し
か
か
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
江
戸
期
に
あ
っ
た

「
派
」
の
対
立
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。」
と

語
ら
れ
る
。

・
島
田
修
二
「『
諷
歌
新
聞
』
以
降
―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
み
た
短
歌
の

一
〇
〇
年
―
」（『
短
歌
』
十
四
巻
九
号
、
昭
和
四
十
二
年
九
月
）
は
、『
諷
歌

新
聞
』
を
論
じ
た
数
少
な
い
論
考
で
あ
る
。
島
田
は
言
ふ
「
こ
の
歌
集
は
、
と

に
か
く
「
新
聞
」
と
名
付
け
ら
れ
た
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
創
作
」
で
あ
る
、
と
。

そ
し
て
文
雄
を
「
一
首
一
首
に
批
判
を
こ
め
、
身
を
賭
し
て
作
品
を
世
に
送
っ

て
い
た
抵
抗
歌
人
」
と
評
し
て
ゐ
る
。 

・
和
歌
文
学
会
編
『
和
歌
文
学
講
座
第
二
巻　

和
歌
史
・
歌
論
史
』（
昭
和

四
十
四
年
七
月
、
桜
楓
社
）
に
収
録
せ
ら
れ
る
伊
藤
嘉
夫
「
和
歌
史　

近
世
」

は
、
文
雄
に
就
て
「
歌
に
対
す
る
一
家
の
見
識
を
も
ち
、
桂
園
派
の
平
弱
を
攻

撃
し
個
性
の
発
揮
と
用
語
の
自
由
を
唱
道
し
た
」
と
評
す
る
。
同
書
所
収
、
内

野
吾
郎
「
歌
論
史　

近
世
」（
→
内
野
吾
郎
『
文
芸
学
史
の
方
法
―
国
学
史
の

再
検
討
―
』
昭
和
四
十
九
年
六
月
、
桜
楓
社
）
で
は
、
江
戸
派
の
末
流
に
木
村

定
良
、
中
島
広
足
、
清
水
浜
臣
、
松
平
定
信
、
文
雄
を
挙
げ
、「
秀
れ
た
歌
人
」

と
認
め
る
も
の
ゝ
、「
歌
論
上
の
業
績
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。」
と
歌
論
に
関

し
て
は
低
評
価
で
あ
る
。

・
記
紀
歌
謡
か
ら
徳
川
時
代
ま
で
の
秀
歌
千
首
余
を
収
録
す
る
、
窪
田
章
一

郎
、
藤
平
春
男
、
山
路
平
四
郎
編
『
和
歌
鑑
賞
辞
典
』（
昭
和
四
十
五
年
二
月
、

東
京
堂
出
版
）
は
、『
調
鶴
集
』
よ
り
三
首
を
引
き
鑑
賞
（
藤
平
春
男
執
筆
）

を
附
す
。

・
和
歌
文
学
会
編
『
和
歌
文
学
講
座
第
十
一
巻　
秀
歌
鑑
賞
Ⅱ
』（
昭
和
四
十
五

年
五
月
、
桜
楓
社
）
も
、『
調
鶴
集
』
よ
り
三
首
を
引
く
。
鑑
賞
文
は
、
池
田
勉

の
執
筆
に
よ
る
。

・
太
田
青
丘
「
近
代
短
歌
史
論
序
説
―
近
代
短
歌
と
新
体
詩
㈠
」（『
潮
音
』

五
十
六
巻
十
一
号
、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
→
『
短
歌
と
人
生
』
昭
和
五
十
四

年
七
月
、
東
京
堂
出
版
）
で
は
、
八
田
知
紀
、
税
所
敦
子
、
文
雄
、
岩
倉
具
視
、

入
江
為
守
、
高
崎
正
風
、
阪
正
臣
を
「
明
治
の
旧
派
を
代
表
す
る
人
々
」
と
記

し
て
ゐ
る
。
文
雄
は
「
を
と
め
子
が
物
は
ぢ
し
た
る
お
も
か
げ
に
匂
ひ
い
で
た

る
八
重
ざ
く
ら
哉
」（
調
鶴
集
・
八
重
桜
）
の
一
首
が
引
か
れ
る
。

・
会
津
郷
土
研
究
会
編
『
会
津
ふ
る
さ
と
散
歩
』（
昭
和
五
十
三
年
五
月
、
歴

史
春
秋
社
）
に
は
、
山
内
香
溪
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑
が
紹
介
せ
ら
れ
る
も
、
文

雄
に
就
て
「
京
の
歌
人
」、「
投
獄
さ
れ
た
の
も
八
月
」
と
そ
の
記
述
に
誤
り
が

あ
る
。

・
日
本
歴
史
学
会
編
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』（
昭
和
五
十
六
年
九
月
、
吉
川

弘
文
館
）
の
文
雄
の
項
に
於
て
、「
江
戸
明
治
初
期
歌
壇
の
殿
将
と
い
わ
れ
て

い
る
。」
と
あ
る
は
、
佐
佐
木
信
綱
言
ふ
と
こ
ろ
の
「
江
戸
派
の
殿
将
と
し
て
幕

末
の
歌
壇
に
光
を
放
つ
た
」（『
近
世
和
歌
史
』
大
正
十
二
年
一
月
、
博
文
館
）

に
拠
つ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
文
雄
は
明
治
四
年
に
逝
い
て
を
り
、「
明
治
初
期
」

の
殿し

ん
が
り将

と
す
る
に
は
、
多
少
無
理
が
あ
ら
う
。
参
考
文
献
に
挙
が
る
「
小
学

0

0

小

伝
」
は
「
古
学
」
の
誤
り
。

・
星
勝
『
会
津
文
学
碑
散
歩
』（
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
、
会
津
文
化
財
調
査

研
究
会
→
増
補
平
成
三
年
一
月
）
に
も
、
山
内
香
溪
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑
が
紹

介
せ
ら
れ
る
。
文
雄
の
略
伝
も
記
さ
れ
、「
清
新
な
歌
風
で
、
後
の
新
派
和
歌

に
先
行
す
る
歌
も
多
い
。」
と
の
評
が
あ
る
。

・
福
井
貞
助
編
『
日
本
古
典
文
学
評
論
史
』（
昭
和
六
十
年
四
月
、
桜
楓
社
）
所

収
「
詩
歌
編
２　

近
世
歌
論
」
は
井
上
豊
の
執
筆
。
文
雄
の
歌
学
思
想
を
村
田

春
海
、
小
澤
蘆
庵
、
香
川
景
樹
の
影
響
を
受
け
「
諸
説
が
合
流
し
て
い
」
る
と

説
く
。「
歌
学
説
は
、『
摘
英
集
』（
安
政
三
年
序
）
や
『
伊
勢
の
家
づ
と
』（
三

巻
、
安
政
五
年
～
元
治
元
年
刊
）、『
道
の
さ
き
は
ひ
』（
文
久
四
年
成
る
）、『
老

の
く
り
言
』（
明
治
二
年
成
る
）
等
に
見
え
る
。」
と
て
し
て
ゐ
る
が
、『
老
の

く
り
ご
と
』
は
家
集
で
あ
る
。

・
浅
野
三
平
「
上
田
秋
成
の
国
語
研
究
」（『
国
文
目
白
』
二
十
五
号
、
昭
和

六
十
一
年
二
月
→
『
近
世
国
学
論
攷
』
平
成
十
一
年
十
一
月
、
翰
林
書
房
）
で

は
、
秋
成
『
霊
語
通
』
の
国
語
学
史
上
に
於
る
位
置
を
述
べ
て
ゆ
く
中
で
、
秋

成
の
説
を
是
と
す
る
文
雄
の
『
仮
字
一
新
』『
続
霊
語
通
』
が
紹
介
せ
ら
れ
る
。

『
近
世
国
学
論
攷
』
が
刊
行
せ
ら
れ
た
平
成
十
一
年
の
時
点
で
は
、
こ
の
二
冊

所
在
が
不
明
で
あ
つ
た（
８
）が
、『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
は
記
載
が
あ
る
た
め
、

文
雄
が
「
秋
成
の
『
霊
語
通
』
を
、
大
変
買
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。」

と
述
べ
て
ゐ
る
。

・
歌
人
俳
人
の
短
冊
（
筆
蹟
）
研
究
に
は
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
、
中
野
荘
次
編

『
和
歌
俳
諧
人
名
辞
書
』（
昭
和
六
十
一
年
八
月
、
臨
川
書
店
）
に
は
、
文
雄
短

冊
の
影
印
を
収
め
た
文
献
が
紹
介
せ
ら
れ
る
。

・
北
根
豊
編
『
編
年
複
製
版
日
本
初
期
新
聞
全
集
13
』（
昭
和
六
十
三
年
八
月
、

ぺ
り
か
ん
社
）
は
、『
諷
歌
新
聞
』
を
影
印
で
収
め
る
。「
全
丁
悉
皆
、
幕
府
の

崩
壊
を
悲
哀
し
、
官
軍
の
跋
扈
に
切
歯
扼
腕
す
る
断
腸
の
歌
で
占
め
ら
れ
て
い

る
。」
と
北
根
は
解
題
で
述
べ
る
。
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成
蹊
人
文
研
究
　
第
三
十
号
（
二
〇
二
二
）

鈴
木
　
亮
　
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
四
）



　
　
　
五
、
平
成
期

・
藤
平
春
男
「
久
貝
正
典
の
歌
」（『
紅
霞
』
三
巻
二
号
、
平
成
二
年
二
月
→ 

『
藤
平
春
男
著
作
集
第
五
巻
』
平
成
十
五
年
二
月
、
笠
間
書
院
）
は
、
文
雄
の

詠
を
「
か
な
り
繊
細
な
感
覚
の
窺
わ
れ
る
作
品
」
と
評
し
、『
調
鶴
集
』
よ
り

「
国
越
え
の
切
通
し
た
る
作
り
道
卯
の
花
咲
け
り
右
に
左
に
」（
岡
卯
花
）
を
引

き
、「
家
集
『
調
鶴
集
』
に
は
読
む
に
足
る
歌
が
あ
る
。」
と
述
べ
る
。

・
宮
崎
十
三
八
「
武
川
信
臣
―
彰
義
隊
の
残
党
ゆ
え
に
斬
首
の
刑
―
」（
新
人

物
往
来
社
編
『
物
語
悲
劇
の
会
津
人
』
平
成
二
年
五
月
、
新
人
物
往
来
社
）
に

於
て
も
飯
盛
山
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑
が
紹
介
せ
ら
れ
る
。
文
雄
の
筆
禍
に
関 

し
て
、「
徳
川
の
濁
り
そ
そ
ぎ
て
会
津
川
い
さ
ぎ
よ
き
名
ぞ
世
に
流
れ
け
る（
９
）」

の
一
首
を
引
き
、「
会
津
を
褒
め
讃
え
た
和
歌
を
作
っ
た
罪
で
捕
ま
っ
た
江
戸

の
歌
人
井
上
文
雄
と
草
野
御
牧
」
と
述
べ
る
が
、『
諷
歌
新
聞
』
へ
の
言
及
は

な
い
。

・
新
潮
社
辞
典
編
集
部
編
『
新
潮
日
本
人
名
辞
典
』（
平
成
三
年
三
月
、
新
潮

社
）、「
井
上
文
雄
」
の
項
あ
り
。

・
中
野
三
敏
『
江
戸
文
化
評
判
記
』（
平
成
四
年
十
月
、
中
央
公
論
社
）「
老
境

の
詠
」
の
節
に
於
て
は
、
文
雄
の
家
集
『
老
の
く
り
ご
と
』
が
紹
介
せ
ら
れ
る
。

元
治
元
年
刊
本
よ
り
「
よ
き
こ
と
を
め
で
た
き
事
を
み
れ
ば
先
な
み
だ
ぐ
む
ま

で
老
に
け
る
か
な
」
等
四
首
を
引
き
、「
せ
め
て
こ
の
く
ら
い
の
自
己
客
観
化

が
で
き
れ
ば
、
老
人
問
題
も
そ
れ
ほ
ど
騒
ぐ
こ
と
も
な
か
ろ
う
に
。」
と
述
べ

る
。『
老
の
く
り
ご
と
』
明
治
二
年
刊
本
に
就
て
は
言
及
が
な
い
。

・
山
崎
勝
昭
「
せ
ち
に
思
ふ
心
―
萩
原
広
道
の
歌
論
―
」（『
日
本
文
学
』
四
十 

一
号
、
平
成
四
年
十
二
月
）
は
、
広
道
の
歌
論
『
さ
よ
し
ぐ
れ
』
と
文
雄
の
歌

論
『
伊
勢
の
家
づ
と
』
と
を
比
較
し
つ
ゝ
、
両
者
の
恋
歌
を
検
討
し
た
論
考

で
あ
る
。
広
道
の
恋
歌
を
「
艶
で
あ
っ
た
り
（
例
え
ば
、〝
後
朝
〟）、
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
で
あ
っ
た
り
（
例
え
ば
〝
待
久
恋
〟〝
初
恋
〟〝
不
逢
恋
〟）
で
、
恋

の
風
情
は
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。」
と
評
価
す
る
一
方
、
文
雄
の
恋
の
歌

は
「（
駄
）
洒
落
使
用
」
が
、「
随
所
に
見
ら
れ
る
。」
と
捉
へ
、
広
道
の
「
さ

れ
バ
恋
ノ
哥
の
だ
い
な
ど
取
り
あ
て
た
る
時
に
は
、
大
か
た
上
ノ
句
ハ
あ
だ
し

物
の
事
も
て
い
ひ
く
だ
し
て
、
さ
て
下
ノ
句
に
、
い
さ
ゝ
か
か
い
な
で
の
恋
ノ

心
を
ほ
の
め
か
し
お
く
類
お
ほ
し
」
と
い
ふ
批
判
が
ま
さ
に
文
雄
に
当
て
嵌
ま

つ
て
ゐ
る
と
説
く
。
し
か
し
、
当
時
の
人
々
は
、
文
雄
の
「
そ
の
洒
落
て
機
転

の
利
い
た
作
品
を
、「
気
概
」
あ
り
「
才
」
あ
ふ
れ
た
も
の
と
し
て
好
ま
し
く

迎
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。」
と
言
ふ
。
そ
し
て
、
文
雄
の
「
萩
原
何
が
し

が
、
さ
よ
し
ぐ
れ
、
と
い
へ
る
書
に
い
へ
ら
く
、
歌
に
雅
情
と
俗
情
と
の
け
じ

め
あ
り
、
と
い
へ
る
ハ
僻
言
な
り
。」
と
書
き
起
こ
す
『
さ
よ
し
ぐ
れ
』
批
判

の
言
（『
伊
勢
の
家
づ
と
』）―
―
、
歌
は
「
人
々
生
れ
つ
き
た
る
性
情
を
、
あ

り
の
ま
ゝ
に
、
い
ひ
出
る
」
も
の
で
あ
り
、
広
道
の
理
想
と
す
る
歌
は
、「
古
人

の
口
真
似
す
る
作
り
物
」
に
過
ぎ
な
い
と
喝
破
す
る
、
こ
の
姿
勢
を
山
崎
は
、

大
隈
言
道
の
「
吾
は
天
保
の
民
な
り
、
古
人
に
は
あ
ら
ず
。」（『
ひ
と
り
ご
ち
』）

な
ど
の
言
葉
と
「
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。」
と
述
べ
る
（
文
雄
の
歌
に
就

て
も
「
言
道
の
歌
と
似
通
っ
て
い
る
の
が
多
い
。」
と
指
摘
し
て
ゐ
る
）。
ま 

た
、
文
雄
の
主
張
す
る
「
気
概
あ
る
哥
」
に
着
目
し
、
其
処
か
ら
橘
曙
覧
の

『
圍
炉
裡
譚
』
の
言
説
を
も
想
起
し
て
ゐ
る
。

・
朝
日
新
聞
社
編
『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』（
平
成
六
年
十
一
月
、
朝
日

新
聞
社
）
の
「
井
上
文
雄
」
の
項
目
は
、
久
保
田
啓
一
の
執
筆
。「
草
野
御
牧
、

佐
佐
木
弘
綱
、
横
山
由
清
ら
有
力
な
門
人
に
恵
ま
れ
て
没
後
も
名
声
は
高
か
っ

た
。」
の
評
あ
り
。

・
加
藤
楸
邨
、
大
谷
篤
蔵
、
井
本
農
一
監
修
『
俳
文
学
大
辞
典
』（
平
成
七
年

十
月
、
角
川
書
店
）
に
於
て
、
惟
草
編
『
俳
諧
人
名
録
二
編
』（
弘
化
三
年
跋

刊
）
の
序
文
、
氷
壺
編
『
俳
林
良
材
集
夏
之
部
上
』（
安
政
六
年
序
刊
）
の
序

文
を
多
賀
神
社
宮
司
の
俳
人
文
雄
が
も
の
し
た
と
し
て
ゐ
る
（「
俳
諧
人
名
録
」

本
間
正
幸
執
筆
、「
俳
林
良
材
集
」
本
間
正
幸
執
筆
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
歌
堂

老
人
」「
柯
堂
の
あ
る
じ
」
と
署
名
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
正
し
く
は
井
上
文

雄
の
こ
と
で
あ
る
。
俳
人
文
雄
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
頃
歿
。
青
山
氏
。

・
中
澤
伸
弘
「
近
世
末
期
江
戸
派
和
歌
傍
證
―
鋤
柄
助
之
編
『
現
存
百
人
一

首
』
翻
刻
と
研
究
―
」（『
東
京
都
立
上
野
高
等
学
校
紀
要
』
二
十
四
集
、
平
成

八
年
三
月
）
は
、
安
政
年
間
江
戸
に
在
住
し
て
ゐ
た
歌
人
の
詠
を
蒐
め
た
『
現

存
百
人
一
首
』（
安
政
七
年
序
刊
）
を
紹
介
す
る
。
出
詠
歌
人
は
「
村
田
春
海
、

清
水
浜
臣
、
高
田
与
清
な
ど
江
戸
派
の
代
表
歌
人
を
師
と
す
る
人
物
で
綴
ら
れ

て
ゐ
る
」。
巻
末
に
「
江
戸
派
短
冊
集
影
」
と
し
て
、
柿
之
舎
文
庫
所
蔵
に
か
ゝ

る
小
林
歌
城
「
夕
山
」、
加
藤
千
浪
「
歌
」、
片
岡
寛
光
「
月
前
餞
別
」、
間
宮

永
好
「
除
夜
」、
伊
東
祐
命
「
尋
梅
」、
文
雄
「
月
前
梅　

世
の
常
の
朧
月
夜
を

い
た
つ
ら
の
は
る
に
は
な
さ
ぬ
梅
の
香
そ
す
る
」
と
い
ふ
六
葉
の
短
冊
を
影
印

で
掲
げ
る
。
こ
の
文
雄
短
冊
は
中
澤
伸
弘
、
宮
崎
和
廣
、
鈴
木
亮
編
『
近
世
和

歌
研
究
書
要
集
』（
平
成
十
七
年
十
一
月
、
ク
レ
ス
出
版
）
内
容
見
本
の
表
紙

を
も
飾
つ
て
ゐ
る
。

・
雨
海
博
洋
、
神
作
光
一
、
中
田
武
司
編
『
歌
語
り
・
歌
物
語
事
典
』（
平
成

九
年
二
月
、
勉
誠
社
）
所
収
、
高
桑
佳
與
子
執
筆
「
大
和
物
語　

注
釈
書
古
注

釈
」
に
於
て
は
、
文
雄
の
大
和
物
語
の
註
釈
書
『
冠
註
大
和
物
語
』
の
概
略
が

紹
介
せ
ら
れ
る
。

・
全
国
各
地
の
文
学
碑
を
網
羅
し
た
、
宮
澤
康
造
、
本
城
靖
編
『
全
国
文
学

碑
総
覧
』（
平
成
十
年
五
月
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
→
新
訂
増
補
平
成
十
八
年

十
二
月
）
に
は
、
文
雄
の
文
学
碑
と
し
て
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑
の
所
在
が
掲
載

せ
ら
れ
る
。

・
上
田
正
昭
、
西
澤
潤
一
、
平
山
郁
夫
、
三
浦
朱
門
監
修
『
日
本
人
名
大
辞
典
』

（
平
成
十
三
年
十
二
月
、
講
談
社
）、「
井
上
文
雄
」
の
項
に
於
て
は
、「
酔
ひ
に

た
る
舎
人
が
顔
の
衣
く
ば
り
い
づ
れ
の
殿
の
使
な
る
ら
む
」（
調
鶴
集
・
都
歳

暮
）
が
引
用
せ
ら
れ
る
。

・
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
『
和
歌
・
俳
諧
史
人
名
事
典
』（
平
成
十
五
年
一
月
、

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）、「
井
上
文
雄
」
の
項
あ
り
。

・
佐
佐
木
信
綱
記
念
館
編
『
近
世
鈴
鹿
の
文
人
た
ち　

佐
々
木
弘
綱
と
磯
部
長

恒
の
交
流
を
中
心
に
』（
平
成
十
八
年
十
一
月
、
鈴
鹿
市
教
育
委
員
会
）
は
、

平
成
十
八
年
度
佐
佐
木
信
綱
記
念
館
特
別
展
の
図
録
で
あ
る
。
弘
綱
、
長
恒
と

も
に
文
雄
に
学
ん
で
ゐ
る
が
ゆ
ゑ
、
文
雄
の
資
料
が
二
点
紹
介
せ
ら
れ
る
（
略

伝
も
あ
り
）。
長
恒
が
「
五
先
生
」
と
称
し
敬
仰
し
て
ゐ
た
文
雄
、
足
代
弘
訓
、

沖
安
海
、
黒
澤
翁
満
、
萩
原
広
道
五
人
の
短
冊
を
自
ら
軸
装
し
た
も
の
、
そ
し
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五
、
平
成
期

・
藤
平
春
男
「
久
貝
正
典
の
歌
」（『
紅
霞
』
三
巻
二
号
、
平
成
二
年
二
月
→ 

『
藤
平
春
男
著
作
集
第
五
巻
』
平
成
十
五
年
二
月
、
笠
間
書
院
）
は
、
文
雄
の

詠
を
「
か
な
り
繊
細
な
感
覚
の
窺
わ
れ
る
作
品
」
と
評
し
、『
調
鶴
集
』
よ
り

「
国
越
え
の
切
通
し
た
る
作
り
道
卯
の
花
咲
け
り
右
に
左
に
」（
岡
卯
花
）
を
引

き
、「
家
集
『
調
鶴
集
』
に
は
読
む
に
足
る
歌
が
あ
る
。」
と
述
べ
る
。

・
宮
崎
十
三
八
「
武
川
信
臣
―
彰
義
隊
の
残
党
ゆ
え
に
斬
首
の
刑
―
」（
新
人

物
往
来
社
編
『
物
語
悲
劇
の
会
津
人
』
平
成
二
年
五
月
、
新
人
物
往
来
社
）
に

於
て
も
飯
盛
山
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑
が
紹
介
せ
ら
れ
る
。
文
雄
の
筆
禍
に
関 

し
て
、「
徳
川
の
濁
り
そ
そ
ぎ
て
会
津
川
い
さ
ぎ
よ
き
名
ぞ
世
に
流
れ
け
る（
９
）」

の
一
首
を
引
き
、「
会
津
を
褒
め
讃
え
た
和
歌
を
作
っ
た
罪
で
捕
ま
っ
た
江
戸

の
歌
人
井
上
文
雄
と
草
野
御
牧
」
と
述
べ
る
が
、『
諷
歌
新
聞
』
へ
の
言
及
は

な
い
。

・
新
潮
社
辞
典
編
集
部
編
『
新
潮
日
本
人
名
辞
典
』（
平
成
三
年
三
月
、
新
潮

社
）、「
井
上
文
雄
」
の
項
あ
り
。

・
中
野
三
敏
『
江
戸
文
化
評
判
記
』（
平
成
四
年
十
月
、
中
央
公
論
社
）「
老
境

の
詠
」
の
節
に
於
て
は
、
文
雄
の
家
集
『
老
の
く
り
ご
と
』
が
紹
介
せ
ら
れ
る
。

元
治
元
年
刊
本
よ
り
「
よ
き
こ
と
を
め
で
た
き
事
を
み
れ
ば
先
な
み
だ
ぐ
む
ま

で
老
に
け
る
か
な
」
等
四
首
を
引
き
、「
せ
め
て
こ
の
く
ら
い
の
自
己
客
観
化

が
で
き
れ
ば
、
老
人
問
題
も
そ
れ
ほ
ど
騒
ぐ
こ
と
も
な
か
ろ
う
に
。」
と
述
べ

る
。『
老
の
く
り
ご
と
』
明
治
二
年
刊
本
に
就
て
は
言
及
が
な
い
。

・
山
崎
勝
昭
「
せ
ち
に
思
ふ
心
―
萩
原
広
道
の
歌
論
―
」（『
日
本
文
学
』
四
十 

一
号
、
平
成
四
年
十
二
月
）
は
、
広
道
の
歌
論
『
さ
よ
し
ぐ
れ
』
と
文
雄
の
歌

論
『
伊
勢
の
家
づ
と
』
と
を
比
較
し
つ
ゝ
、
両
者
の
恋
歌
を
検
討
し
た
論
考

で
あ
る
。
広
道
の
恋
歌
を
「
艶
で
あ
っ
た
り
（
例
え
ば
、〝
後
朝
〟）、
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
で
あ
っ
た
り
（
例
え
ば
〝
待
久
恋
〟〝
初
恋
〟〝
不
逢
恋
〟）
で
、
恋

の
風
情
は
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。」
と
評
価
す
る
一
方
、
文
雄
の
恋
の
歌

は
「（
駄
）
洒
落
使
用
」
が
、「
随
所
に
見
ら
れ
る
。」
と
捉
へ
、
広
道
の
「
さ

れ
バ
恋
ノ
哥
の
だ
い
な
ど
取
り
あ
て
た
る
時
に
は
、
大
か
た
上
ノ
句
ハ
あ
だ
し

物
の
事
も
て
い
ひ
く
だ
し
て
、
さ
て
下
ノ
句
に
、
い
さ
ゝ
か
か
い
な
で
の
恋
ノ

心
を
ほ
の
め
か
し
お
く
類
お
ほ
し
」
と
い
ふ
批
判
が
ま
さ
に
文
雄
に
当
て
嵌
ま

つ
て
ゐ
る
と
説
く
。
し
か
し
、
当
時
の
人
々
は
、
文
雄
の
「
そ
の
洒
落
て
機
転

の
利
い
た
作
品
を
、「
気
概
」
あ
り
「
才
」
あ
ふ
れ
た
も
の
と
し
て
好
ま
し
く

迎
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。」
と
言
ふ
。
そ
し
て
、
文
雄
の
「
萩
原
何
が
し

が
、
さ
よ
し
ぐ
れ
、
と
い
へ
る
書
に
い
へ
ら
く
、
歌
に
雅
情
と
俗
情
と
の
け
じ

め
あ
り
、
と
い
へ
る
ハ
僻
言
な
り
。」
と
書
き
起
こ
す
『
さ
よ
し
ぐ
れ
』
批
判

の
言
（『
伊
勢
の
家
づ
と
』）―
―
、
歌
は
「
人
々
生
れ
つ
き
た
る
性
情
を
、
あ

り
の
ま
ゝ
に
、
い
ひ
出
る
」
も
の
で
あ
り
、
広
道
の
理
想
と
す
る
歌
は
、「
古
人

の
口
真
似
す
る
作
り
物
」
に
過
ぎ
な
い
と
喝
破
す
る
、
こ
の
姿
勢
を
山
崎
は
、

大
隈
言
道
の
「
吾
は
天
保
の
民
な
り
、
古
人
に
は
あ
ら
ず
。」（『
ひ
と
り
ご
ち
』）

な
ど
の
言
葉
と
「
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。」
と
述
べ
る
（
文
雄
の
歌
に
就

て
も
「
言
道
の
歌
と
似
通
っ
て
い
る
の
が
多
い
。」
と
指
摘
し
て
ゐ
る
）。
ま 

た
、
文
雄
の
主
張
す
る
「
気
概
あ
る
哥
」
に
着
目
し
、
其
処
か
ら
橘
曙
覧
の

『
圍
炉
裡
譚
』
の
言
説
を
も
想
起
し
て
ゐ
る
。

・
朝
日
新
聞
社
編
『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』（
平
成
六
年
十
一
月
、
朝
日

新
聞
社
）
の
「
井
上
文
雄
」
の
項
目
は
、
久
保
田
啓
一
の
執
筆
。「
草
野
御
牧
、

佐
佐
木
弘
綱
、
横
山
由
清
ら
有
力
な
門
人
に
恵
ま
れ
て
没
後
も
名
声
は
高
か
っ

た
。」
の
評
あ
り
。

・
加
藤
楸
邨
、
大
谷
篤
蔵
、
井
本
農
一
監
修
『
俳
文
学
大
辞
典
』（
平
成
七
年

十
月
、
角
川
書
店
）
に
於
て
、
惟
草
編
『
俳
諧
人
名
録
二
編
』（
弘
化
三
年
跋

刊
）
の
序
文
、
氷
壺
編
『
俳
林
良
材
集
夏
之
部
上
』（
安
政
六
年
序
刊
）
の
序

文
を
多
賀
神
社
宮
司
の
俳
人
文
雄
が
も
の
し
た
と
し
て
ゐ
る
（「
俳
諧
人
名
録
」

本
間
正
幸
執
筆
、「
俳
林
良
材
集
」
本
間
正
幸
執
筆
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
歌
堂

老
人
」「
柯
堂
の
あ
る
じ
」
と
署
名
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
正
し
く
は
井
上
文

雄
の
こ
と
で
あ
る
。
俳
人
文
雄
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
頃
歿
。
青
山
氏
。

・
中
澤
伸
弘
「
近
世
末
期
江
戸
派
和
歌
傍
證
―
鋤
柄
助
之
編
『
現
存
百
人
一

首
』
翻
刻
と
研
究
―
」（『
東
京
都
立
上
野
高
等
学
校
紀
要
』
二
十
四
集
、
平
成

八
年
三
月
）
は
、
安
政
年
間
江
戸
に
在
住
し
て
ゐ
た
歌
人
の
詠
を
蒐
め
た
『
現

存
百
人
一
首
』（
安
政
七
年
序
刊
）
を
紹
介
す
る
。
出
詠
歌
人
は
「
村
田
春
海
、

清
水
浜
臣
、
高
田
与
清
な
ど
江
戸
派
の
代
表
歌
人
を
師
と
す
る
人
物
で
綴
ら
れ

て
ゐ
る
」。
巻
末
に
「
江
戸
派
短
冊
集
影
」
と
し
て
、
柿
之
舎
文
庫
所
蔵
に
か
ゝ

る
小
林
歌
城
「
夕
山
」、
加
藤
千
浪
「
歌
」、
片
岡
寛
光
「
月
前
餞
別
」、
間
宮

永
好
「
除
夜
」、
伊
東
祐
命
「
尋
梅
」、
文
雄
「
月
前
梅　

世
の
常
の
朧
月
夜
を

い
た
つ
ら
の
は
る
に
は
な
さ
ぬ
梅
の
香
そ
す
る
」
と
い
ふ
六
葉
の
短
冊
を
影
印

で
掲
げ
る
。
こ
の
文
雄
短
冊
は
中
澤
伸
弘
、
宮
崎
和
廣
、
鈴
木
亮
編
『
近
世
和

歌
研
究
書
要
集
』（
平
成
十
七
年
十
一
月
、
ク
レ
ス
出
版
）
内
容
見
本
の
表
紙

を
も
飾
つ
て
ゐ
る
。

・
雨
海
博
洋
、
神
作
光
一
、
中
田
武
司
編
『
歌
語
り
・
歌
物
語
事
典
』（
平
成

九
年
二
月
、
勉
誠
社
）
所
収
、
高
桑
佳
與
子
執
筆
「
大
和
物
語　

注
釈
書
古
注

釈
」
に
於
て
は
、
文
雄
の
大
和
物
語
の
註
釈
書
『
冠
註
大
和
物
語
』
の
概
略
が

紹
介
せ
ら
れ
る
。

・
全
国
各
地
の
文
学
碑
を
網
羅
し
た
、
宮
澤
康
造
、
本
城
靖
編
『
全
国
文
学

碑
総
覧
』（
平
成
十
年
五
月
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
→
新
訂
増
補
平
成
十
八
年

十
二
月
）
に
は
、
文
雄
の
文
学
碑
と
し
て
「
思
ひ
出
乃
記
」
碑
の
所
在
が
掲
載

せ
ら
れ
る
。

・
上
田
正
昭
、
西
澤
潤
一
、
平
山
郁
夫
、
三
浦
朱
門
監
修
『
日
本
人
名
大
辞
典
』

（
平
成
十
三
年
十
二
月
、
講
談
社
）、「
井
上
文
雄
」
の
項
に
於
て
は
、「
酔
ひ
に

た
る
舎
人
が
顔
の
衣
く
ば
り
い
づ
れ
の
殿
の
使
な
る
ら
む
」（
調
鶴
集
・
都
歳

暮
）
が
引
用
せ
ら
れ
る
。

・
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
『
和
歌
・
俳
諧
史
人
名
事
典
』（
平
成
十
五
年
一
月
、

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）、「
井
上
文
雄
」
の
項
あ
り
。

・
佐
佐
木
信
綱
記
念
館
編
『
近
世
鈴
鹿
の
文
人
た
ち　

佐
々
木
弘
綱
と
磯
部
長

恒
の
交
流
を
中
心
に
』（
平
成
十
八
年
十
一
月
、
鈴
鹿
市
教
育
委
員
会
）
は
、

平
成
十
八
年
度
佐
佐
木
信
綱
記
念
館
特
別
展
の
図
録
で
あ
る
。
弘
綱
、
長
恒
と

も
に
文
雄
に
学
ん
で
ゐ
る
が
ゆ
ゑ
、
文
雄
の
資
料
が
二
点
紹
介
せ
ら
れ
る
（
略

伝
も
あ
り
）。
長
恒
が
「
五
先
生
」
と
称
し
敬
仰
し
て
ゐ
た
文
雄
、
足
代
弘
訓
、

沖
安
海
、
黒
澤
翁
満
、
萩
原
広
道
五
人
の
短
冊
を
自
ら
軸
装
し
た
も
の
、
そ
し
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て
、
長
恒
校
訂
に
よ
る
『
調
鶴
集
』（
安
政
五
年
成
写
）
で
あ
る（

10
）。「
こ
の
ほ
か
、

長
恒
宛
文
雄
書
簡
十
八
通
も
残
っ
て
お
り
、
両
者
の
親
し
い
交
わ
り
が
う
か
が

え
る
。」
と
い
ふ
記
述
で
以
て
文
雄
の
項
は
結
ば
れ
る（

11
）。

・
吉
村
春
峰
編
纂
に
よ
る
土
佐
国
の
一
大
叢
書
『
土
佐
国
群
書
類
従
』『
同
拾

遺
』
に
就
て
は
、
高
知
県
立
図
書
館
が
、
平
成
十
年
十
二
月
か
ら
令
和
二
年
三

月
に
至
る
二
十
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
て
、
そ
の
全
冊
（
正
編
十
三
巻
、
拾
遺

七
巻
）
を
翻
刻
、
刊
行
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
し
よ
う
。『
土
佐
国
群
書
類
従

第
九
巻
』（
平
成
十
九
年
二
月
、
高
知
県
立
図
書
館
）
に
は
、
杉
本
清
蔭
が
判

者
を
つ
と
め
た
歌
合
に
文
雄
、
大
橋
長
広
が
判
を
加
筆
し
た
『
杉
本
清
蔭
年
賀

十
八
番
歌
合
』（
嘉
永
元
年
成
写
）
が
収
録
せ
ら
れ
る
（
竹
本
義
明
の
簡
略
な

解
題
を
附
す
）。
杉
本
清
蔭
（
天
明
八
年
～
慶
応
三
年
）
は
鹿
持
雅
澄
、
本
居

内
遠
門
の
国
学
者
歌
人
。

・
中
澤
伸
弘
「
江
戸
の
「
江
戸
派
歌
人
」
の
認
識
の
一
端
―
長
瀬
文
豊
『
雁
の

は
し
ら
』
を
め
ぐ
つ
て
」（『
皇
學
館
論
叢
』
四
十
三
巻
二
号
、
平
成
二
十
二
年

四
月
）
は
、
陸
奥
白
河
の
国
学
者
長
瀬
文
豊
（
明
治
十
三
年
歿
、
享
年
未
詳
）

の
編
ん
だ
『
雁
の
は
し
ら
』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
よ
り
、
白
河
に
歌
壇
が
存
在

し
て
ゐ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
当
時
に
於
け
る
江
戸
歌
人
の
江
戸
派
に
対
す

る
認
識
を
説
い
て
ゐ
る
。『
雁
の
は
し
ら
』
は
「
徳
川
時
代
中
期
以
降
の
歌
人

の
短
冊
を
そ
の
筆
跡
の
儘
に
模
刻
し
た
短
冊
帖
」
で
あ
る
。
序
文
は
文
雄
が
記

し
て
を
り
、
其
処
か
ら
文
雄
と
地
方
歌
人
と
の
交
流
も
語
ら
れ
る
。
収
録
歌
人

の
多
く
は
、
文
雄
を
中
心
と
し
た
江
戸
派
の
血
脈
に
連
な
る
人
び
と
が
占
め
て

ゐ
る
。
序
文
の
翻
刻（

12
）に
六
箇
所
不
審
が
あ
つ
た
た
め
、
全
文
を
記
し
て
お
く（

13
）。

　
　

 

古
曾
部
の
入
道
の
秋
風
そ
ふ
く
と
よ
ま
れ
け
む
白
川
の
関
の
わ
た
り
ち
か

う
玉
出
し
ま
の
御
神
い
は
ゝ
れ
給
へ
り
か
の
里
人
長
瀬
文
豊
此
道
の
す
き

も
の
に
て
世
に
名
高
き
人
々
の
言
の
葉
は
さ
ら
也
や
こ
と
な
き
御
わ
た
り

の
を
さ
へ
広
く
乞
出
て
此
宮
居
に
さ
ゝ
け
む
と
す
る
に
同
し
く
は
板
に
物

し
て
此
わ
た
り
行
か
ふ
人
々
に
も
贈
り
て
昔
し
の
ふ
る
く
さ
は
ひ
に
も
せ

ま
ほ
し
さ
れ
と
や
こ
と
無
き
御
方
々
の
は
其
憚
な
き
に
あ
ら
ね
は
そ
は
御

神
に
の
み
奉
り
て
唯
わ
か
と
ち
の
言
の
葉
を
の
み
か
う
桜
木
に
は
匂
は
し

つ
る
也
け
り
古
へ
の
跡
を
尊
ふ
る
心
は
へ
か
の
竹
田
の
何
か
し
か
た
く
ひ

に
こ
そ

　
　
　
　

嘉
永
六
と
せ
葉
月
十
六
夜　
　

井
上
文
雄

な
ほ
、『
雁
の
は
し
ら
』
に
は
『
長
柄
の
は
し
ら
』（
森
繁
夫
編
、
中
野
荘
次
補

訂
『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』〈
昭
和
五
十
九
年
二
月
、
思
文
閣
出
版
〉）、『
関
屋

の
は
し
ら
』（
熊
谷
武
至
「
大
和
柿
本
社
奉
納
歌
集
」『
続
々
歌
集
解
題
餘
談
弐
』

〈
平
成
元
年
七
月
、
水
甕
名
古
屋
支
社
〉）
と
い
ふ
異
称
が
あ
る（

14
）。

・
安
岡
昭
男
編
『
幕
末
維
新
大
人
名
事
典
上
巻
』（
平
成
二
十
二
年
五
月
、
新

人
物
往
来
社
）
の
「
井
上
文
雄
」
の
項
目
は
、
吉
野
敏
が
執
筆
し
て
ゐ
る
。『
明

治
維
新
人
名
辞
典
』
の
記
述
「
江
戸
明
治
初
期
歌
壇
の
殿
将
」
を
参
看
し
た
の

で
あ
ら
う
、「
歌
壇
の
殿
将
と
い
わ
れ
た
。」
と
あ
る
が
、「
殿
将
」
は
、
し
ん

が
り
の
意（

15
）。
殿
下
、
大
将
と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
誤
解
を
招
き
得
る
表
現
で

あ
る
。

・
田
中
康
二
「
幕
末
の
江
戸
歌
壇
―
一
枚
刷
『
東
都
歌
仙
窓
の
枝
折
』
を
め

ぐ
っ
て
―
」（『
國
語
と
國
文
學
』
八
十
八
巻
五
号
、
平
成
二
十
三
年
五
月
）
は
、

『
東
都
歌
仙
窓
の
枝
折
』（
嘉
永
三
年
刊
）
に
収
録
せ
ら
れ
る
、
井
上
文
雄
を
含

む
三
十
三
人
を
「
幕
末
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
江
戸
で
活
躍
し
た
歌
人
」
と
捉 

へ
、「
千
蔭
や
春
海
が
没
し
た
後
も
、
江
戸
で
は
江
戸
派
の
歌
人
が
活
躍
し
て

い
た
の
で
あ
る
。」
と
説
く
。
其
の
中
で
も
、
仲
田
顕
忠
、
小
林
歌
城
、
天
野

政
徳
、
久
松
祐
之
の
四
人
を
同
時
代
の
代
表
歌
人
で
あ
る
と
言
及
し
て
ゐ
る
。

・
鈴
木
健
一
、
鈴
木
宏
子
編
『
和
歌
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
平
成
二
十
三

年
八
月
、
世
界
思
想
社
）
の
第
二
部
「
七
、
和
歌
か
ら
短
歌
へ
―
明
治
時
代
初

期
」
は
下
田
祐
介
の
執
筆
。
文
雄
、
加
藤
千
浪
、
伊
東
祐
命
、
小
出
粲
を
明
治

初
期
江
戸
派
の
代
表
歌
人
と
捉
へ
て
ゐ
る
。「
叙
景
歌
に
長
け
た
文
雄
の
代
表

作
」
と
し
て
、『
調
鶴
集
』
よ
り
「
墨
田
川
中
州
を
越
ゆ
る
汐
先
に
霞
流
れ
て

春
雨
の
降
る
」（
河
春
雨
）
が
引
か
れ
、「
後
の
正
岡
子
規
の
写
実
的
短
歌
に
も

通
じ
る
趣
が
あ
る
。」
と
の
寸
評
が
加
へ
ら
れ
る
。

・
盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇
の
研
究
』（
平
成
二
十
五
年
十
月
、
汲
古
書
院
） 

「
第
八
章　

安
永
天
明
期
江
戸
雅
文
壇
と
「
角
田
川
扇
合
」」（
初
出
、『
雅
俗
』

四
号
、
平
成
九
年
一
月
）
は
、
注
に
、
田
代
一
葉
に
よ
つ
て
井
上
文
雄
歌
判
、

寺
山
吾
鬘
扇
判
『
菅
家
影
前
扇
合
』
が
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
報
告
（
平
成

二
十
二
年
度
日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
）
せ
ら
れ
、「
清
水
浜
臣
主
催
泊
洦

舎
扇
合
―
扇
と
歌
の
傾
向
に
つ
い
て
」（『
文
学
』
十
三
巻
三
号
、
平
成
二
十
四

年
五
月
）
と
し
て
活
字
化
、
と
記
す
も
の
ゝ
、
田
代
論
文
に
『
菅
家
影
前
扇
合
』

に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

・
清
水
宥
聖
編
『
初
瀬
和
歌
集
』（
平
成
二
十
六
年
三
月
、
青
史
出
版
）
は
、

記
紀
萬
葉
か
ら
現
代
に
至
る
、
初
瀬
と
大
和
長
谷
寺
に
関
は
る
和
歌
千
八
百
余

首
を
収
載
す
る
。
文
雄
は
『
調
鶴
集
』
よ
り
五
首
採
ら
れ
て
ゐ
る
。

・
東
洋
文
庫
日
本
研
究
班
編
『
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題
Ⅸ
』（
平
成
三
十
一 

年
三
月
、
東
洋
文
庫
）
に
は
、
松
平
斉
民
旧
蔵
『
冠
注
大
和
物
語
』（
板
本
）
の

書
誌
解
題
が
収
め
ら
れ
る
。

　
　
　
六
、
令
和
期

・
鈴
木
亮
「
贈
る
言
葉
―
揖
斐
高
先
生
―
」（『
書
物
の
は
な
し
』
令
和
元
年

九
月
、
私
家
版
）
で
は
、
筆
者
が
井
上
文
雄
研
究
に
取
り
組
む
に
至
つ
た
端
緒

を
語
つ
て
ゐ
る
。
平
成
二
十
七
年
三
月
七
日
に
行
は
れ
た
「
揖
斐
高
先
生
を
送

る
会
」（
於
成
蹊
大
学
）
の
挨
拶
を
活
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
徳
川
時
代
和
歌
文
学
に
就
て
の
概
観
を
示
し
た
、
鈴
木
健
一
「
近
世
文
学
史

覚
書
―
和
歌
篇
」（『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
六
十
七
輯
、
令
和
三
年

三
月
）
で
は
「
十
九
世
紀
前
半
」
の
節
に
於
て
、
文
雄
が
採
り
上
げ
ら
れ
る
。

「
ほ
ろ
ほ
ろ
と
胡
桃
こ
ぼ
る
る
秋
雨
の
ふ
る
き
垣
根
に
山
雀
の
鳴
く
」（
調
鶴

集
・
秋
雨
）
の
一
首
が
引
か
れ
、「
現
実
的
な
日
常
生
活
を
描
写
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。」
と
の
評
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

・
鈴
木
亮
「
井
上
文
雄
の
短
冊
署
名
」（『
成
蹊
國
文
』
五
十
四
号
、
令
和
三
年

三
月
）
は
、
文
雄
の
短
冊
署
名
の
仕
方
が
六
度
変
遷
し
て
ゐ
る
こ
と
を
、
架
蔵

資
料
を
も
と
に
考
察
す
る
。
文
雄
の
若
書
き
は
線
の
細
い
も
の
で
あ
つ
た
。
齢

を
重
ね
る
ご
と
に
、
力
強
い
筆
蹟
と
な
つ
て
く
る
。
文
雄
短
冊
八
枚
、
同
名
の

国
学
者
大
藪
文
雄
短
冊
一
枚
の
影
印
あ
り
。
な
ほ
、
附
記
に
信
濃
の
国
学
者
岡

─ 11 ─ ─ 10 ─

成
蹊
人
文
研
究
　
第
三
十
号
（
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〇
二
二
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鈴
木
　
亮
　
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
四
）



て
、
長
恒
校
訂
に
よ
る
『
調
鶴
集
』（
安
政
五
年
成
写
）
で
あ
る（

10
）。「
こ
の
ほ
か
、

長
恒
宛
文
雄
書
簡
十
八
通
も
残
っ
て
お
り
、
両
者
の
親
し
い
交
わ
り
が
う
か
が

え
る
。」
と
い
ふ
記
述
で
以
て
文
雄
の
項
は
結
ば
れ
る（

11
）。

・
吉
村
春
峰
編
纂
に
よ
る
土
佐
国
の
一
大
叢
書
『
土
佐
国
群
書
類
従
』『
同
拾

遺
』
に
就
て
は
、
高
知
県
立
図
書
館
が
、
平
成
十
年
十
二
月
か
ら
令
和
二
年
三

月
に
至
る
二
十
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
て
、
そ
の
全
冊
（
正
編
十
三
巻
、
拾
遺

七
巻
）
を
翻
刻
、
刊
行
し
た
こ
と
は
特
筆
に
値
し
よ
う
。『
土
佐
国
群
書
類
従

第
九
巻
』（
平
成
十
九
年
二
月
、
高
知
県
立
図
書
館
）
に
は
、
杉
本
清
蔭
が
判

者
を
つ
と
め
た
歌
合
に
文
雄
、
大
橋
長
広
が
判
を
加
筆
し
た
『
杉
本
清
蔭
年
賀

十
八
番
歌
合
』（
嘉
永
元
年
成
写
）
が
収
録
せ
ら
れ
る
（
竹
本
義
明
の
簡
略
な

解
題
を
附
す
）。
杉
本
清
蔭
（
天
明
八
年
～
慶
応
三
年
）
は
鹿
持
雅
澄
、
本
居

内
遠
門
の
国
学
者
歌
人
。

・
中
澤
伸
弘
「
江
戸
の
「
江
戸
派
歌
人
」
の
認
識
の
一
端
―
長
瀬
文
豊
『
雁
の

は
し
ら
』
を
め
ぐ
つ
て
」（『
皇
學
館
論
叢
』
四
十
三
巻
二
号
、
平
成
二
十
二
年

四
月
）
は
、
陸
奥
白
河
の
国
学
者
長
瀬
文
豊
（
明
治
十
三
年
歿
、
享
年
未
詳
）

の
編
ん
だ
『
雁
の
は
し
ら
』（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
よ
り
、
白
河
に
歌
壇
が
存
在

し
て
ゐ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
当
時
に
於
け
る
江
戸
歌
人
の
江
戸
派
に
対
す

る
認
識
を
説
い
て
ゐ
る
。『
雁
の
は
し
ら
』
は
「
徳
川
時
代
中
期
以
降
の
歌
人

の
短
冊
を
そ
の
筆
跡
の
儘
に
模
刻
し
た
短
冊
帖
」
で
あ
る
。
序
文
は
文
雄
が
記

し
て
を
り
、
其
処
か
ら
文
雄
と
地
方
歌
人
と
の
交
流
も
語
ら
れ
る
。
収
録
歌
人

の
多
く
は
、
文
雄
を
中
心
と
し
た
江
戸
派
の
血
脈
に
連
な
る
人
び
と
が
占
め
て

ゐ
る
。
序
文
の
翻
刻（

12
）に
六
箇
所
不
審
が
あ
つ
た
た
め
、
全
文
を
記
し
て
お
く（

13
）。
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と
い
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誤
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現
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の
中
で
も
、
仲
田
顕
忠
、
小
林
歌
城
、
天
野

政
徳
、
久
松
祐
之
の
四
人
を
同
時
代
の
代
表
歌
人
で
あ
る
と
言
及
し
て
ゐ
る
。

・
鈴
木
健
一
、
鈴
木
宏
子
編
『
和
歌
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
平
成
二
十
三

年
八
月
、
世
界
思
想
社
）
の
第
二
部
「
七
、
和
歌
か
ら
短
歌
へ
―
明
治
時
代
初

期
」
は
下
田
祐
介
の
執
筆
。
文
雄
、
加
藤
千
浪
、
伊
東
祐
命
、
小
出
粲
を
明
治

初
期
江
戸
派
の
代
表
歌
人
と
捉
へ
て
ゐ
る
。「
叙
景
歌
に
長
け
た
文
雄
の
代
表

作
」
と
し
て
、『
調
鶴
集
』
よ
り
「
墨
田
川
中
州
を
越
ゆ
る
汐
先
に
霞
流
れ
て

春
雨
の
降
る
」（
河
春
雨
）
が
引
か
れ
、「
後
の
正
岡
子
規
の
写
実
的
短
歌
に
も

通
じ
る
趣
が
あ
る
。」
と
の
寸
評
が
加
へ
ら
れ
る
。

・
盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇
の
研
究
』（
平
成
二
十
五
年
十
月
、
汲
古
書
院
） 

「
第
八
章　

安
永
天
明
期
江
戸
雅
文
壇
と
「
角
田
川
扇
合
」」（
初
出
、『
雅
俗
』

四
号
、
平
成
九
年
一
月
）
は
、
注
に
、
田
代
一
葉
に
よ
つ
て
井
上
文
雄
歌
判
、

寺
山
吾
鬘
扇
判
『
菅
家
影
前
扇
合
』
が
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
報
告
（
平
成

二
十
二
年
度
日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
）
せ
ら
れ
、「
清
水
浜
臣
主
催
泊
洦

舎
扇
合
―
扇
と
歌
の
傾
向
に
つ
い
て
」（『
文
学
』
十
三
巻
三
号
、
平
成
二
十
四

年
五
月
）
と
し
て
活
字
化
、
と
記
す
も
の
ゝ
、
田
代
論
文
に
『
菅
家
影
前
扇
合
』

に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

・
清
水
宥
聖
編
『
初
瀬
和
歌
集
』（
平
成
二
十
六
年
三
月
、
青
史
出
版
）
は
、

記
紀
萬
葉
か
ら
現
代
に
至
る
、
初
瀬
と
大
和
長
谷
寺
に
関
は
る
和
歌
千
八
百
余

首
を
収
載
す
る
。
文
雄
は
『
調
鶴
集
』
よ
り
五
首
採
ら
れ
て
ゐ
る
。

・
東
洋
文
庫
日
本
研
究
班
編
『
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題
Ⅸ
』（
平
成
三
十
一 

年
三
月
、
東
洋
文
庫
）
に
は
、
松
平
斉
民
旧
蔵
『
冠
注
大
和
物
語
』（
板
本
）
の

書
誌
解
題
が
収
め
ら
れ
る
。

　
　
　
六
、
令
和
期

・
鈴
木
亮
「
贈
る
言
葉
―
揖
斐
高
先
生
―
」（『
書
物
の
は
な
し
』
令
和
元
年

九
月
、
私
家
版
）
で
は
、
筆
者
が
井
上
文
雄
研
究
に
取
り
組
む
に
至
つ
た
端
緒

を
語
つ
て
ゐ
る
。
平
成
二
十
七
年
三
月
七
日
に
行
は
れ
た
「
揖
斐
高
先
生
を
送

る
会
」（
於
成
蹊
大
学
）
の
挨
拶
を
活
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
徳
川
時
代
和
歌
文
学
に
就
て
の
概
観
を
示
し
た
、
鈴
木
健
一
「
近
世
文
学
史

覚
書
―
和
歌
篇
」（『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
六
十
七
輯
、
令
和
三
年

三
月
）
で
は
「
十
九
世
紀
前
半
」
の
節
に
於
て
、
文
雄
が
採
り
上
げ
ら
れ
る
。

「
ほ
ろ
ほ
ろ
と
胡
桃
こ
ぼ
る
る
秋
雨
の
ふ
る
き
垣
根
に
山
雀
の
鳴
く
」（
調
鶴

集
・
秋
雨
）
の
一
首
が
引
か
れ
、「
現
実
的
な
日
常
生
活
を
描
写
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。」
と
の
評
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

・
鈴
木
亮
「
井
上
文
雄
の
短
冊
署
名
」（『
成
蹊
國
文
』
五
十
四
号
、
令
和
三
年

三
月
）
は
、
文
雄
の
短
冊
署
名
の
仕
方
が
六
度
変
遷
し
て
ゐ
る
こ
と
を
、
架
蔵

資
料
を
も
と
に
考
察
す
る
。
文
雄
の
若
書
き
は
線
の
細
い
も
の
で
あ
つ
た
。
齢

を
重
ね
る
ご
と
に
、
力
強
い
筆
蹟
と
な
つ
て
く
る
。
文
雄
短
冊
八
枚
、
同
名
の

国
学
者
大
藪
文
雄
短
冊
一
枚
の
影
印
あ
り
。
な
ほ
、
附
記
に
信
濃
の
国
学
者
岡
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村
菊
叟
（
忠
香
）
の
歌
集
『
千
曳
乃
巌
』（
慶
応
三
年
成
写
、
早
稲
田
大
学
図

書
館
所
蔵
）
序
文
の
記
述
（「
お
の
れ
八
月
の
望
に
生
れ
」）
よ
り
、
文
雄
の
生

誕
の
日
が
「
八
月
十
五
日
」
で
あ
る
と
紹
介
（
中
澤
伸
弘
教
示
）
せ
ら
れ
る
。

・
墨
田
区
教
育
委
員
会
編
『
隅
田
川
神
社
の
文
化
財　

矢
掛
弓
雄
の
世
界
Ⅲ
』

（
令
和
三
年
三
月
、
墨
田
区
教
育
委
員
会
）
は
、
隅
田
川
神
社
所
蔵
に
か
ゝ
る

「
隅
田
川
神
社
奉
納
短
冊
」
の
影
印
及
び
翻
刻
等
を
紹
介
す
る
。「
社
頭
月
」
と

題
す
る
文
雄
の
一
首
「
み
く
ま
り
の
神
の
い
か
き
の
月
影
は
水
色
に
こ
そ
澄
わ

た
り
け
れ
」
も
収
録
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、
作
者
「
文
（
花
押
）」
と
、
伝
未
詳

の
扱
ひ
で
あ
る
。

・
石
水
博
物
館
に
は
、
文
雄
書
翰
三
十
四
通
（
伊
勢
津
の
豪
商
に
し
て
歌
人 

川
喜
田
政
明
（
石
水
）
宛
三
十
三
通
、
渡
辺
林
庵
宛
一
通
）
が
所
蔵
せ
ら
れ
て

を
り（

16
）、
政
明
宛
書
翰
の
ほ
ゞ
全
文
が
中
澤
伸
弘
「
川
喜
田
政
明
と
井
上
文
雄
―

石
水
博
物
館
蔵
政
明
宛
文
雄
書
翰
を
読
む
―
」（『
皇
學
館
論
叢
』
五
十
四
巻

一
号
、
令
和
三
年
四
月
）
に
翻
刻
紹
介
せ
ら
れ
る
。
政
明
が
仲
立
ち
を
し
て
、

佐
々
木
弘
綱
が
文
雄
に
入
門
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
地
方
の
豪
商
の
援

助
が
あ
り
、
文
雄
の
著
作
が
刊
行
せ
ら
れ
た
と
結
論
づ
け
る
。

・
吉
良
史
明
「
諏
訪
社
大
宮
司
青
木
永
章
の
こ
と
―
近
世
後
期
長
崎
の
雅
会
の

牽
引
者
―
」（『
西
日
本
国
語
国
文
学
』
八
号
、
令
和
三
年
八
月
）
で
は
、
青
木

永
章
の
旅
日
記
『
後
東
路
記
』（
松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
）
を
中
心
に
、
永
章

の
交
遊
が
描
か
れ
る
。
江
戸
に
於
て
は
文
雄
、
本
間
游
清
、
海
野
遊
翁
等
と
歌

会
を
開
い
た
こ
と
が
紹
介
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
七
、「
井
上
文
雄
研
究
史
」
正
誤

　

最
后
に
、
拙
稿
「
井
上
文
雄
研
究
史
」
の
訂
正
す
べ
き
箇
所
を
記
し
て
、
本

稿
を
了
へ
る
こ
と
ゝ
す
る
。

「
井
上
文
雄
研
究
史
」

・
佐
佐
木
信
綱
『
近
世
和
歌
史
』（
大
正
十
二
年
一
月
、
博
文
館
）「
渡
邊
清
は
、

文
雄
の
娘
清
可
で
あ
ら
う
か
。」
→
渡
邊
清
は
、
尾
張
藩
絵
師
（
安
永
七
年
～

文
久
元
年
）
で
あ
る
。

・
宮
武
外
骨
『
す
き
な
み
ち
第
一
篇
』（
昭
和
二
年
十
月
、
半
狂
堂
）
→
昭
和

二
年
十
一
月
の
刊
行
。

・
平
凡
社
編
『
新
撰
大
人
名
辞
典
』（
昭
和
十
二
年
五
月
、
平
凡
社
）「
山
崎
村

鹿
の
執
筆
」
→
山
崎
麓
の
執
筆
。『
新
撰
大
人
名
辞
典
』
は
、『
日
本
人
名
大
事

典
』（
昭
和
五
十
四
年
七
月
、
平
凡
社
）
と
し
て
改
題
覆
刻
せ
ら
れ
る
。

「
井
上
文
雄
研
究
史
（
補
遺
）」

・『
現
代
短
歌
全
集
第
一
巻
』（
昭
和
六
年
四
月
、
改
造
社
）「『〔
調
鶴
集
〕
続

編
（
二
編
）』
の
所
在
が
不
明
」
→
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
。

「
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
三
）」

・
井
上
通
泰
「
南
天
荘
所
蔵
品
絵
葉
書　

第
三
輯
」「
三
三
」
→
目
次
は

「
三
三
」、
絵
葉
書
に
は
「
卅
三
」。
大
正
九
年
十
二
月
刊
。『
南
天
荘
絵
葉
書 

解
説　

二
』
の
文
章
を
『
南
天
荘
蔵
幅
写
真
帖
』（
大
正
十
年
十
二
月
、
日
本

巧
藝
社
）
の
記
述
と
ほ
ゞ
同
内
容
で
あ
る
旨
記
し
た
が
、
正
し
く
は
『
南
天 

荘
墨
宝
解
説
』（
昭
和
五
年
二
月
、
春
陽
堂
）
所
収
「
井
上
文
雄
短
冊
」
の
解

説
記
事
。

　

こ
れ
以
外
に
も
多
く
の
誤
謬
が
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
読
者
諸
賢
の
御
教
示

を
冀
ふ
次
第
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
） 

東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
所
蔵
。
中
村
幸
彦
ほ
か
編
『
上
田
秋
成

全
集
第
六
巻
』（
平
成
三
年
八
月
、
中
央
公
論
社
）
に
翻
刻
あ
り
。
早
川

純
三
郎
編
『
上
田
秋
成
全
集
第
二
』（
大
正
七
年
二
月
、
国
書
刊
行
会
）

所
収
『
霊
語
通
砭
鍼
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（『
況
斎
叢
書
』）

を
底
本
と
し
て
ゐ
る
。

（
２
） 

欄
外
に
は
「
明
治
十
四
年
十
二
月
廿
七
日
出
版
」、
中
央
に
「
明
治
十
五

年
一
月
改
出
版
」
と
あ
る
（
架
蔵
）。「
明
治
十
六
年
一
月
改
出
版
」（
瀬

木
慎
一
『
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
美
術
番
付
集
成
』〈
平
成
十
二

年
四
月
、
里
文
出
版
〉
所
収
）、「
明
治
三
十
年
三
月
」（
神
奈
川
県
立
近

代
美
術
館
〈
青
木
文
庫
〉
所
蔵
）
と
改
版
も
行
は
れ
て
ゐ
た
。「
明
治

十
六
年
」
版
に
は
「
歌
書　

慶
応　

金
廿
五
円　

井
上
文
雄
」
の
記
述

あ
り
。「
明
治
三
十
年
」
版
に
は
、
文
雄
は
掲
載
せ
ら
れ
ず
。

（
３
） 

一
部
分
が
「
歌
俳
諧
正
筆
落
款
價
表
」
と
題
し
て
『
短
冊
』（
昭
和
七
号
、

昭
和
三
年
十
月
～
昭
和
九
号
、
昭
和
四
年
九
月
）
に
掲
載
せ
ら
れ
る
。

（
４
） 

写
本
、
一
冊
。
香
川
大
学
図
書
館
（
神
原
文
庫
）
所
蔵
。
引
用
は
、
国

文
学
研
究
資
料
館
「
近
代
書
誌
・
近
代
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://

base1.nijl.ac.jp/~kindai/

）
に
拠
る
。
池
内
儀
八
『
会
津
史
巻
十
』（
明

治
三
十
年
七
月
、
池
内
清
治
郎
）
に
安
任
遺
稿
『
囚
中
八
首
加
註
』
と

し
て
翻
刻
あ
り
（
神
原
文
庫
本
と
若
干
の
異
同
が
存
す
る
）。

（
５
） 

写
本
、
一
冊
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
。『
現
代
短
歌
全
集
第

一
巻
』（
昭
和
六
年
四
月
、
改
造
社
）
に
『
調
鶴
集
続
編
』
と
し
て
一
部

収
録
。

（
６
） 

柴
田
宵
曲
は
、『
子
規
居
士
』（
昭
和
十
七
年
三
月
、
三
省
堂
→
『
柴
田

宵
曲
文
集
第
三
巻
』
平
成
四
年
四
月
、
小
澤
書
店
）
に
於
て
、「
居
士
が

俊
頼
、
文
雄
に
就
て
云
ふ
と
こ
ろ
は
漫
然
た
る
罵
倒
で
は
な
か
つ
た
。

「
散
木
奇
歌
集
」
に
し
ろ
、「
調
鶴
集
」
に
し
ろ
、
居
士
は
皆
精
読
の
上
、

手
抄
を
作
つ
て
ゐ
る
。
自
己
の
敬
意
を
払
は
ぬ
作
家
の
者
に
対
し
て
も
、

こ
の
種
の
労
を
敢
て
す
る
こ
と
は
、「
俳
句
分
類
」
や
「
俳
家
全
集
」
が

蒼
虬
、
梅
室
等
の
作
品
を
逸
し
て
居
ら
ぬ
の
と
一
般
で
あ
る
。」
と
書
い

て
ゐ
る
。

（
７
） 

引
用
は
『
香
川
景
樹
論
』。
板
本
に
は
「
賀
茂
の
真
淵
か
歌
は
う
た
ふ
も

の
ゆ
ゑ
に
し
ら
へ
を
専
ら
心
す
へ
し
と
い
へ
る
は
ひ
か
こ
と
也
香
川
景

樹
か
調
へ
は
天
地
の
な
し
の
ま
に
〳
〵
に
て
う
た
ひ
出
る
則
な
る
物
そ

と
い
へ
る
な
む
よ
ろ
し
か
り
け
る
」（
傍
線
筆
者
）。

（
８
） 『
仮
字
一
新
』
は
、
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
に
所
蔵
が
確
認
出 

来
る
。

（
９
） 

引
用
は
「
武
川
信
臣
―
彰
義
隊
の
残
党
ゆ
え
に
斬
首
の
刑
―
」。『
諷
歌
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村
菊
叟
（
忠
香
）
の
歌
集
『
千
曳
乃
巌
』（
慶
応
三
年
成
写
、
早
稲
田
大
学
図

書
館
所
蔵
）
序
文
の
記
述
（「
お
の
れ
八
月
の
望
に
生
れ
」）
よ
り
、
文
雄
の
生

誕
の
日
が
「
八
月
十
五
日
」
で
あ
る
と
紹
介
（
中
澤
伸
弘
教
示
）
せ
ら
れ
る
。

・
墨
田
区
教
育
委
員
会
編
『
隅
田
川
神
社
の
文
化
財　

矢
掛
弓
雄
の
世
界
Ⅲ
』

（
令
和
三
年
三
月
、
墨
田
区
教
育
委
員
会
）
は
、
隅
田
川
神
社
所
蔵
に
か
ゝ
る

「
隅
田
川
神
社
奉
納
短
冊
」
の
影
印
及
び
翻
刻
等
を
紹
介
す
る
。「
社
頭
月
」
と

題
す
る
文
雄
の
一
首
「
み
く
ま
り
の
神
の
い
か
き
の
月
影
は
水
色
に
こ
そ
澄
わ

た
り
け
れ
」
も
収
録
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、
作
者
「
文
（
花
押
）」
と
、
伝
未
詳

の
扱
ひ
で
あ
る
。

・
石
水
博
物
館
に
は
、
文
雄
書
翰
三
十
四
通
（
伊
勢
津
の
豪
商
に
し
て
歌
人 

川
喜
田
政
明
（
石
水
）
宛
三
十
三
通
、
渡
辺
林
庵
宛
一
通
）
が
所
蔵
せ
ら
れ
て

を
り（

16
）、
政
明
宛
書
翰
の
ほ
ゞ
全
文
が
中
澤
伸
弘
「
川
喜
田
政
明
と
井
上
文
雄
―

石
水
博
物
館
蔵
政
明
宛
文
雄
書
翰
を
読
む
―
」（『
皇
學
館
論
叢
』
五
十
四
巻

一
号
、
令
和
三
年
四
月
）
に
翻
刻
紹
介
せ
ら
れ
る
。
政
明
が
仲
立
ち
を
し
て
、

佐
々
木
弘
綱
が
文
雄
に
入
門
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
、
地
方
の
豪
商
の
援

助
が
あ
り
、
文
雄
の
著
作
が
刊
行
せ
ら
れ
た
と
結
論
づ
け
る
。

・
吉
良
史
明
「
諏
訪
社
大
宮
司
青
木
永
章
の
こ
と
―
近
世
後
期
長
崎
の
雅
会
の

牽
引
者
―
」（『
西
日
本
国
語
国
文
学
』
八
号
、
令
和
三
年
八
月
）
で
は
、
青
木

永
章
の
旅
日
記
『
後
東
路
記
』（
松
浦
史
料
博
物
館
所
蔵
）
を
中
心
に
、
永
章

の
交
遊
が
描
か
れ
る
。
江
戸
に
於
て
は
文
雄
、
本
間
游
清
、
海
野
遊
翁
等
と
歌

会
を
開
い
た
こ
と
が
紹
介
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
七
、「
井
上
文
雄
研
究
史
」
正
誤

　

最
后
に
、
拙
稿
「
井
上
文
雄
研
究
史
」
の
訂
正
す
べ
き
箇
所
を
記
し
て
、
本

稿
を
了
へ
る
こ
と
ゝ
す
る
。

「
井
上
文
雄
研
究
史
」

・
佐
佐
木
信
綱
『
近
世
和
歌
史
』（
大
正
十
二
年
一
月
、
博
文
館
）「
渡
邊
清
は
、

文
雄
の
娘
清
可
で
あ
ら
う
か
。」
→
渡
邊
清
は
、
尾
張
藩
絵
師
（
安
永
七
年
～

文
久
元
年
）
で
あ
る
。

・
宮
武
外
骨
『
す
き
な
み
ち
第
一
篇
』（
昭
和
二
年
十
月
、
半
狂
堂
）
→
昭
和

二
年
十
一
月
の
刊
行
。

・
平
凡
社
編
『
新
撰
大
人
名
辞
典
』（
昭
和
十
二
年
五
月
、
平
凡
社
）「
山
崎
村

鹿
の
執
筆
」
→
山
崎
麓
の
執
筆
。『
新
撰
大
人
名
辞
典
』
は
、『
日
本
人
名
大
事

典
』（
昭
和
五
十
四
年
七
月
、
平
凡
社
）
と
し
て
改
題
覆
刻
せ
ら
れ
る
。

「
井
上
文
雄
研
究
史
（
補
遺
）」

・『
現
代
短
歌
全
集
第
一
巻
』（
昭
和
六
年
四
月
、
改
造
社
）「『〔
調
鶴
集
〕
続

編
（
二
編
）』
の
所
在
が
不
明
」
→
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
。

「
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
三
）」

・
井
上
通
泰
「
南
天
荘
所
蔵
品
絵
葉
書　

第
三
輯
」「
三
三
」
→
目
次
は

「
三
三
」、
絵
葉
書
に
は
「
卅
三
」。
大
正
九
年
十
二
月
刊
。『
南
天
荘
絵
葉
書 

解
説　

二
』
の
文
章
を
『
南
天
荘
蔵
幅
写
真
帖
』（
大
正
十
年
十
二
月
、
日
本

巧
藝
社
）
の
記
述
と
ほ
ゞ
同
内
容
で
あ
る
旨
記
し
た
が
、
正
し
く
は
『
南
天 

荘
墨
宝
解
説
』（
昭
和
五
年
二
月
、
春
陽
堂
）
所
収
「
井
上
文
雄
短
冊
」
の
解

説
記
事
。

　

こ
れ
以
外
に
も
多
く
の
誤
謬
が
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
読
者
諸
賢
の
御
教
示

を
冀
ふ
次
第
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
） 

東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
所
蔵
。
中
村
幸
彦
ほ
か
編
『
上
田
秋
成

全
集
第
六
巻
』（
平
成
三
年
八
月
、
中
央
公
論
社
）
に
翻
刻
あ
り
。
早
川

純
三
郎
編
『
上
田
秋
成
全
集
第
二
』（
大
正
七
年
二
月
、
国
書
刊
行
会
）

所
収
『
霊
語
通
砭
鍼
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
（『
況
斎
叢
書
』）

を
底
本
と
し
て
ゐ
る
。

（
２
） 

欄
外
に
は
「
明
治
十
四
年
十
二
月
廿
七
日
出
版
」、
中
央
に
「
明
治
十
五

年
一
月
改
出
版
」
と
あ
る
（
架
蔵
）。「
明
治
十
六
年
一
月
改
出
版
」（
瀬

木
慎
一
『
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
美
術
番
付
集
成
』〈
平
成
十
二

年
四
月
、
里
文
出
版
〉
所
収
）、「
明
治
三
十
年
三
月
」（
神
奈
川
県
立
近

代
美
術
館
〈
青
木
文
庫
〉
所
蔵
）
と
改
版
も
行
は
れ
て
ゐ
た
。「
明
治

十
六
年
」
版
に
は
「
歌
書　

慶
応　

金
廿
五
円　

井
上
文
雄
」
の
記
述

あ
り
。「
明
治
三
十
年
」
版
に
は
、
文
雄
は
掲
載
せ
ら
れ
ず
。

（
３
） 

一
部
分
が
「
歌
俳
諧
正
筆
落
款
價
表
」
と
題
し
て
『
短
冊
』（
昭
和
七
号
、

昭
和
三
年
十
月
～
昭
和
九
号
、
昭
和
四
年
九
月
）
に
掲
載
せ
ら
れ
る
。

（
４
） 

写
本
、
一
冊
。
香
川
大
学
図
書
館
（
神
原
文
庫
）
所
蔵
。
引
用
は
、
国

文
学
研
究
資
料
館
「
近
代
書
誌
・
近
代
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://

base1.nijl.ac.jp/~kindai/

）
に
拠
る
。
池
内
儀
八
『
会
津
史
巻
十
』（
明

治
三
十
年
七
月
、
池
内
清
治
郎
）
に
安
任
遺
稿
『
囚
中
八
首
加
註
』
と

し
て
翻
刻
あ
り
（
神
原
文
庫
本
と
若
干
の
異
同
が
存
す
る
）。

（
５
） 

写
本
、
一
冊
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
。『
現
代
短
歌
全
集
第

一
巻
』（
昭
和
六
年
四
月
、
改
造
社
）
に
『
調
鶴
集
続
編
』
と
し
て
一
部

収
録
。

（
６
） 

柴
田
宵
曲
は
、『
子
規
居
士
』（
昭
和
十
七
年
三
月
、
三
省
堂
→
『
柴
田

宵
曲
文
集
第
三
巻
』
平
成
四
年
四
月
、
小
澤
書
店
）
に
於
て
、「
居
士
が

俊
頼
、
文
雄
に
就
て
云
ふ
と
こ
ろ
は
漫
然
た
る
罵
倒
で
は
な
か
つ
た
。

「
散
木
奇
歌
集
」
に
し
ろ
、「
調
鶴
集
」
に
し
ろ
、
居
士
は
皆
精
読
の
上
、

手
抄
を
作
つ
て
ゐ
る
。
自
己
の
敬
意
を
払
は
ぬ
作
家
の
者
に
対
し
て
も
、

こ
の
種
の
労
を
敢
て
す
る
こ
と
は
、「
俳
句
分
類
」
や
「
俳
家
全
集
」
が

蒼
虬
、
梅
室
等
の
作
品
を
逸
し
て
居
ら
ぬ
の
と
一
般
で
あ
る
。」
と
書
い

て
ゐ
る
。

（
７
） 

引
用
は
『
香
川
景
樹
論
』。
板
本
に
は
「
賀
茂
の
真
淵
か
歌
は
う
た
ふ
も

の
ゆ
ゑ
に
し
ら
へ
を
専
ら
心
す
へ
し
と
い
へ
る
は
ひ
か
こ
と
也
香
川
景

樹
か
調
へ
は
天
地
の
な
し
の
ま
に
〳
〵
に
て
う
た
ひ
出
る
則
な
る
物
そ

と
い
へ
る
な
む
よ
ろ
し
か
り
け
る
」（
傍
線
筆
者
）。

（
８
） 『
仮
字
一
新
』
は
、
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
に
所
蔵
が
確
認
出 

来
る
。

（
９
） 

引
用
は
「
武
川
信
臣
―
彰
義
隊
の
残
党
ゆ
え
に
斬
首
の
刑
―
」。『
諷
歌

─ 13 ─ ─ 12 ─

成
蹊
人
文
研
究
　
第
三
十
号
（
二
〇
二
二
）

鈴
木
　
亮
　
井
上
文
雄
研
究
史
・
補
遺
（
其
ノ
四
）



新
聞
』
に
は
「
徳
川
の
に
ご
り
そ
ゝ
ぐ
と
会
津
川
い
さ
ぎ
よ
き
名
を
世

に
流
し
け
り
」（
傍
線
筆
者
）。

（
10
） 「
安
政
辰
巳
二
と
せ
の
歌
集
也
。
石
薬
師
佐
々
木
弘
綱
ぬ
し
よ
り
か
り
得

て
、
某
に
あ
と
ら
へ
て
う
つ
さ
せ
つ
。　

長
恒
（
花
押
）」
と
い
ふ
奥
書

を
持
つ
て
を
り
、
表
紙
に
「
安
政
三
辰
年
同
四
巳
年
」
と
書
か
れ
て
ゐ

る
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
『
調
鶴
集
』（
文
久
元
年
序
写
）
と

同
内
容
の
書
で
あ
ら
う
。
拙
稿
「
井
上
文
雄
著
述
目
録
稿
」（『
成
蹊
國

文
』
四
十
八
号
、
平
成
二
十
七
年
三
月
）
に
は
天
理
本
の
み
記
載
。

（
11
） 「
長
恒
宛
文
雄
書
簡
十
八
通
」
は
、
三
重
県
鈴
鹿
市
文
化
振
興
部
（
三
重

県
立
図
書
館
寄
託
資
料
）
所
蔵
。
中
澤
伸
弘
「
徳
川
時
代
後
期
歌
人
の

交
流
―
井
上
文
雄
と
磯
部
長
恒
と
の
一
考
察
―
」（『
澁
谷
近
世
』
十
九

号
、
平
成
二
十
五
年
三
月
）
に
紹
介
せ
ら
れ
る
。

（
12
） 

神
本
國
臣
「
短
冊
余
談
」（『
短
冊
』
昭
和
九
号
、
昭
和
四
年
九
月
）
に

於
て
は
、
書
名
こ
そ
記
し
て
ゐ
な
い
が
、『
雁
の
は
し
ら
』
を
紹
介
し
て

ゐ
る
。
此
処
で
も
序
文
の
翻
字
に
十
三
箇
所
の
誤
り
が
あ
る
。

（
13
） 

引
用
は
、『
模
コ
ロ
久
』
第
五
（
令
和
三
年
一
月
、
日
本
書
房
）
所
収
の

写
真
版
（
仮
題
〔
関
屋
の
は
し
ら
〕）
に
拠
つ
た
。

（
14
） 

小
林
強
「
架
蔵
短
冊
資
料
点
描
」（
大
取
一
馬
編
『
中
世
の
文
学
と
学

問
』
平
成
十
七
年
十
一
月
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
）。
大
阪
市
立

大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
森
文
庫
所
蔵
に
か
ゝ
る
『
長
柄
の
は
し

ら
』
は
森
繁
夫
自
身
に
よ
る
「
後
補
の
書
き
題
簽
」
ゆ
ゑ
、『
関
屋
の
は

し
ら
』
を
書
名
と
し
て
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。
同
時
代

資
料
と
し
て
、
小
津
桂
窓
書
翰
（
安
政
四
年
二
月
二
十
九
日
、
川
喜
田

遠
里
宛
）
に
、「『
関
屋
は
し
ら
』
ト
申
も
の
存
不
申
、
拝
借
願
申
候
。」

（
菱
岡
憲
司
、
髙
倉
一
紀
、
浦
野
綾
子
編
『
石
水
博
物
館
所
蔵
小
津
桂
窓

書
簡
集
』
令
和
三
年
二
月
、
和
泉
書
院
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、『
関
屋

の
は
し
ら
』
を
書
名
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
ら
う
。

（
15
） 「
殿
将
」
の
用
例
と
し
て
、
た
と
へ
ば
「
文
学
史
的
に
見
れ
ば
、
紅
葉
山

人
な
ど
は
、
明
治
文
学
の
代
表
者
と
云
ふ
よ
り
も
、
徳
川
時
代
文
学
の

殿
将
で
す
ね
。」（
菊
池
寛
『
真
珠
夫
人
後
編
』
大
正
十
年
一
月
、
新
潮 

社
）
が
あ
る
。

（
16
） 

青
山
英
正
『
伊
勢
商
人
の
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
―
石
水
博
物

館
所
蔵
書
簡
資
料
を
も
と
に
―
』（
令
和
二
年
三
月
、
科
学
研
究
費
補
助

金
研
究
成
果
報
告
書
）

〔
附
記
〕

　

斎
藤
茂
吉
「
愛
国
歌
小
観
」（『
日
本
評
論
』
十
七
巻
五
号
、
昭
和
十
七
年
五

月
→
『
斎
藤
茂
吉
全
集
第
十
四
巻
』
昭
和
五
十
年
七
月
、
岩
波
書
店
）
に
は
、

佐
久
間
象
山
が
文
雄
に
和
歌
を
学
ん
だ
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
土
屋
正
晴

「
信
州
松
代
藩
佐
久
間
象
山
の
和
歌
に
つ
い
て
―
歌
風
の
特
色
と
和
歌
観
の
考

察
―
」（『
東
洋
研
究
』
四
十
九
号
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
も
亦
、
賀
茂
真

淵
→
村
田
春
海
→
岸
本
由
豆
流
→
文
雄
→
象
山
と
い
ふ
師
承
関
係
を
解
説
す

る
。
門
人
に
就
て
の
論
考
は
、「
井
上
文
雄
研
究
史
」
に
収
録
し
て
は
ゐ
な
い

が
、
其
の
典
拠
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』『
和
学

者
総
覧
』
は
、
象
山
の
師
と
し
て
岸
本
由
豆
流
門
の
歌
人
加
藤
千
浪
（
文
化
七

年
～
明
治
十
年
）
を
挙
げ
る
。
清
水
義
壽
『
信
濃
英
傑
佐
久
間
象
山
大
志
伝
』

（
明
治
十
五
年
七
月
、
市
川
量
造
）
が
、
千
浪
門
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
最

初
の
文
献
で
あ
ら
う
。

　

本
年
（
令
和
三
年
）
は
、
井
上
文
雄
歿
後
百
五
十
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ

た
る
。

　

本
稿
を
な
す
に
当
た
り
、
青
山
英
正
氏
、
吉
良
史
明
氏
、
鈴
木
健
一
氏
、
田

中
康
二
氏
、
中
澤
伸
弘
氏
よ
り
御
教
示
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
る
。
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新
聞
』
に
は
「
徳
川
の
に
ご
り
そ
ゝ
ぐ
と
会
津
川
い
さ
ぎ
よ
き
名
を
世

に
流
し
け
り
」（
傍
線
筆
者
）。

（
10
） 「
安
政
辰
巳
二
と
せ
の
歌
集
也
。
石
薬
師
佐
々
木
弘
綱
ぬ
し
よ
り
か
り
得

て
、
某
に
あ
と
ら
へ
て
う
つ
さ
せ
つ
。　

長
恒
（
花
押
）」
と
い
ふ
奥
書

を
持
つ
て
を
り
、
表
紙
に
「
安
政
三
辰
年
同
四
巳
年
」
と
書
か
れ
て
ゐ

る
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
『
調
鶴
集
』（
文
久
元
年
序
写
）
と

同
内
容
の
書
で
あ
ら
う
。
拙
稿
「
井
上
文
雄
著
述
目
録
稿
」（『
成
蹊
國

文
』
四
十
八
号
、
平
成
二
十
七
年
三
月
）
に
は
天
理
本
の
み
記
載
。

（
11
） 「
長
恒
宛
文
雄
書
簡
十
八
通
」
は
、
三
重
県
鈴
鹿
市
文
化
振
興
部
（
三
重

県
立
図
書
館
寄
託
資
料
）
所
蔵
。
中
澤
伸
弘
「
徳
川
時
代
後
期
歌
人
の

交
流
―
井
上
文
雄
と
磯
部
長
恒
と
の
一
考
察
―
」（『
澁
谷
近
世
』
十
九

号
、
平
成
二
十
五
年
三
月
）
に
紹
介
せ
ら
れ
る
。

（
12
） 

神
本
國
臣
「
短
冊
余
談
」（『
短
冊
』
昭
和
九
号
、
昭
和
四
年
九
月
）
に

於
て
は
、
書
名
こ
そ
記
し
て
ゐ
な
い
が
、『
雁
の
は
し
ら
』
を
紹
介
し
て

ゐ
る
。
此
処
で
も
序
文
の
翻
字
に
十
三
箇
所
の
誤
り
が
あ
る
。

（
13
） 

引
用
は
、『
模
コ
ロ
久
』
第
五
（
令
和
三
年
一
月
、
日
本
書
房
）
所
収
の

写
真
版
（
仮
題
〔
関
屋
の
は
し
ら
〕）
に
拠
つ
た
。

（
14
） 

小
林
強
「
架
蔵
短
冊
資
料
点
描
」（
大
取
一
馬
編
『
中
世
の
文
学
と
学

問
』
平
成
十
七
年
十
一
月
、
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
）。
大
阪
市
立

大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
森
文
庫
所
蔵
に
か
ゝ
る
『
長
柄
の
は
し

ら
』
は
森
繁
夫
自
身
に
よ
る
「
後
補
の
書
き
題
簽
」
ゆ
ゑ
、『
関
屋
の
は

し
ら
』
を
書
名
と
し
て
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。
同
時
代

資
料
と
し
て
、
小
津
桂
窓
書
翰
（
安
政
四
年
二
月
二
十
九
日
、
川
喜
田

遠
里
宛
）
に
、「『
関
屋
は
し
ら
』
ト
申
も
の
存
不
申
、
拝
借
願
申
候
。」

（
菱
岡
憲
司
、
髙
倉
一
紀
、
浦
野
綾
子
編
『
石
水
博
物
館
所
蔵
小
津
桂
窓

書
簡
集
』
令
和
三
年
二
月
、
和
泉
書
院
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、『
関
屋

の
は
し
ら
』
を
書
名
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
ら
う
。

（
15
） 「
殿
将
」
の
用
例
と
し
て
、
た
と
へ
ば
「
文
学
史
的
に
見
れ
ば
、
紅
葉
山

人
な
ど
は
、
明
治
文
学
の
代
表
者
と
云
ふ
よ
り
も
、
徳
川
時
代
文
学
の

殿
将
で
す
ね
。」（
菊
池
寛
『
真
珠
夫
人
後
編
』
大
正
十
年
一
月
、
新
潮 

社
）
が
あ
る
。

（
16
） 

青
山
英
正
『
伊
勢
商
人
の
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
―
石
水
博
物

館
所
蔵
書
簡
資
料
を
も
と
に
―
』（
令
和
二
年
三
月
、
科
学
研
究
費
補
助

金
研
究
成
果
報
告
書
）

〔
附
記
〕

　

斎
藤
茂
吉
「
愛
国
歌
小
観
」（『
日
本
評
論
』
十
七
巻
五
号
、
昭
和
十
七
年
五

月
→
『
斎
藤
茂
吉
全
集
第
十
四
巻
』
昭
和
五
十
年
七
月
、
岩
波
書
店
）
に
は
、

佐
久
間
象
山
が
文
雄
に
和
歌
を
学
ん
だ
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
土
屋
正
晴

「
信
州
松
代
藩
佐
久
間
象
山
の
和
歌
に
つ
い
て
―
歌
風
の
特
色
と
和
歌
観
の
考

察
―
」（『
東
洋
研
究
』
四
十
九
号
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
も
亦
、
賀
茂
真

淵
→
村
田
春
海
→
岸
本
由
豆
流
→
文
雄
→
象
山
と
い
ふ
師
承
関
係
を
解
説
す

る
。
門
人
に
就
て
の
論
考
は
、「
井
上
文
雄
研
究
史
」
に
収
録
し
て
は
ゐ
な
い

が
、
其
の
典
拠
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』『
和
学

者
総
覧
』
は
、
象
山
の
師
と
し
て
岸
本
由
豆
流
門
の
歌
人
加
藤
千
浪
（
文
化
七

年
～
明
治
十
年
）
を
挙
げ
る
。
清
水
義
壽
『
信
濃
英
傑
佐
久
間
象
山
大
志
伝
』

（
明
治
十
五
年
七
月
、
市
川
量
造
）
が
、
千
浪
門
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
最

初
の
文
献
で
あ
ら
う
。
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年
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三
年
）
は
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井
上
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雄
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後
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五
十
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の
記
念
す
べ
き
年
に
あ

た
る
。
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、
青
山
英
正
氏
、
吉
良
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明
氏
、
鈴
木
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一
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、
田

中
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二
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、
中
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氏
よ
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